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大管長会 メ ッセージ

正 し い 答 え

第一副管長 Ｎ ・エ ル ド ン ・ タ ナ ー

「あな たが たは
，聖書の中 に永遠 の命が

あると思 って調べ てい るが， この聖書 は，

わ た しについて あか しをするもので ある」

（ヨハネ ５：３９）

今 日，青年 も数多 くの大人 も，様 々な疑 問を持 ち， それに

対 す る真実の答 えを熱心 に捜 し求 めて い る。 これは， 自分 た

ちの入生の進むべ き道 を見つけ， さらに万 人が追 い求 φ．る平

安 と成 功 と幸福 とを見出 そうと してい るのであ る。 そ うした

疑問の中 には，時代を問わず人 々が答 えを捜 し求 めてい るも

のが ある。例 えば， 「私 はどこか ら来 たのか」 「なぜ ここに

いるのか」 「どこへ行 こうとしてい るのか」な どの疑 問であ

る。

これ らの疑問は，青年 が多 くの人 々 と交 わ り， また大学 な

どへ進学す るにつれて，一層ふ くれ上 が る。 その上，絶 えず

新 しい疑問が起 こり，様 々の疑惑 も頭 を もたげて くる。何 も

知 らな い青年 は，答 えを求 めて，博識 な人 々の もとへ出かけ

て行 く。 この人 々は，学生た ちの要求 に答 え るために，雇 わ‘

れて教 え，助 けて いる人 々で ある。だが，たびたび見聞 きす

ることは，大学の教授の多 くが，科学 的な疑問に対 す る答 え

を捜 し出す ととにのみ奔走 してい るということであ る。 この

ような人々 は，人生の物質的な面 にのみ時間を費や し， 霊的

な事柄を無視 し，その上 ，科学的 な方法で証明 されない こと

や，経験か ら見 た り，触れ た り，立証 した りで きない ことは

何 も受 け入れ よ うと しないので ある。
え せ

しば しば指摘 され ることは， これ らの似非知識入 には，霊

的 な面 や宗教的 な面 を無視 した り，嘲笑 した りす る傾向があ

る とい うことである。彼 らは， そのよ うな質問 に答 えること

が 自分 の尊厳 を傷つ ける もので あると感 じて いるら しく，人

と神 との関係，人が この現世 にいる目的， またどの よ うに し

１９４

た ら一番幸福 になれ るのか， どのような準備を した ら神の御

許 に帰 って永遠の生命を享受で きるのか， とい った疑問には

固 く口をつ ぐむ のである。青年 は， この ような人々の ところ

へ話 を聞 きに出か けるので あるが， こういう人々は概 して，

完壁 な真理 や人生 の疑問 に関す る正 しい答えを教え られた こ

ともなけれ ば， 自 ら苦労 して学 ぼうと した こともないのであ

る。 これ は残念 な ことではあるが真実で ある。彼 らは霊 的な

事柄 につ いて の関心が薄いた めに，間違 った ことを教えて し

まった り，神 を信 じ， またみた まに満た されてい る人々を嘲

笑 して しま うこと もた びた びある。彼 らは人々 に， 心 を 開

き，可能 な限 りの真理 を学ぶ よ う説 いて はいるが，その彼 ら

が，事，宗教的 な問題 とな ると自分 の心 を閉 ざ して しまうの

である。

私 が強調 したい ことは，科学 の一分野 に秀でた科学者が，

他 の分野 では必ず しも権威者 ではない， とい うことで ある。

それな らば， この世 の物事 に しか精通 してい ない人々が， 自

らを宗教 問題 の権威者 であるな どと考 えることは，いかに馬

鹿 げた ことであろ うか。 しか もこのよ うな人 々は｝宗教問題

に関す る学識 が浅 く，福音 に対 する浅薄 な認識 しか持 ち合 わ

せていないの に，それにかかわ りな く，福音 が真実で ないと

主張 した り，福音を信ず る人々を嘲笑 した りす る ことがで き

ると思 ってい るのであ る。

イエスは， 「い ったい，天 国ではだれ がいちばん偉 いので

すか」 と尋ね られた とき， 幼な子 を呼び寄せ，次 のように言

われ た。 「よ く聞 きな さい。心 をいれか えて幼 な子 のように



な らなけれ ば，天 国にはいることはで きないであ ろう。

この幼 な子 のように自分 を低 くす る者が，天国でい ちばん

偉 いのである。

また， だれ で も， このようなひとりの幼な子を，わた しの

名 のゆえに受 けいれ る者 は，わ た しを受 けいれ るのであ る。

しか し， わた しを信ず るこれ らの小 さい者の ひとりをつま

ず かせる者 は，大 きなひきうす を首 にか け られて海の深 み に

沈 め られ る方 が， その人 の益 になる。」 （マタイ１８：１－ ６）

私 たちは決 して，神 の子供 たちをつ まずかせた り， その信

仰心 を冷や した りす るよ うな罪 を犯 さないよう，心 しようで

はないか。

教師たちが この ことさえ知 って いたな らば，教 えるために

必要 な話 題は聖典 の中に数 多 く書 かれて いることがわか るで

あろ う。 イエス ・キ リス トの福音 の教 えを受 け入れ， それ に

従 って生 活するな らば，一層 の理解 と知識が，聖霊 と神のみ

たまを通 じて もた らされ るよ うになる ことで あろう。人 は聖

霊 によ って一切の事 の真 実であるかど うかが わか る の で あ

る。 こうして，学識 は高 め られ，伝達能 力，教授能力 は飛躍

的に増大 す るであろ う。 みたまの賜 が彼 らの上 に働 くか らで

あ る。 これ らの賜 については，聖典 中に種 々列挙 して ある。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は，首尾一貫 して，神の栄

光 は栄知 であ ると教 え， また，人が知識 を得 るよ り先 に救わ

れ ることはない， と教 えてきて いる。 また教会で は， その会

員 たちが， 自分のためになるあ らゆる ものは，すべて添えて

与 え られる ことを認識 して， 「まず神 の国 と神 の義 とを求 め」

（マタイ ６ ：３３） るよう，励 ま して いる。

聖典 には次 のようにある。 「心 をつ「くして主 に信頼 せ よ，

自分 の知識 にたよって はな らない。すべての道で 主 を 認 め

よ， そ うすれ ば，主 はあなたの道を まっす ぐにされ る。」 （箴

言 ３ ：５， ６）

また，救 い主 は次 のよ うに約束 された。 「求め よ，そ うす

れ ば，与 え られ るで あろう。捜せ， そうすれば， 見いだすで

あろ う。 門をたた け，そ うす れば，あけて もらえ るであ ろう。」

（マタイ ７ ：７） これ は，祈 りによって救 い主 を呼び求 め

よ との万人 に対す る呼 びか けで ある。科 学の分野 での答 えが

欲 しかった ら， その関心の ある分野の最高 の権威者 の もとへ

右 けばよい。 だが，「私 は何者 なのか。なぜ ここにいるのか」

といった；．入 の犬生を大 き く左 右す る問題の答 えが欲 しい と

きに・は，宗 教の分野の権威 者の もとへ行 き，聖典 に記録 され

たままの主の御言葉を研究 しなさい。祈 りを通 して神の御許

へ行き，予言者の声に聞き従いなさい。

リー大管長が次のように説明したのは，至言である。 「啓

示 されたイエス ・キ リス トの福音の中 と，教会の指導者の教

えの中から，あらゆる疑問に対する答えを見つけ出すことが

できる。永遠の父なる神の子供たちである全人類の社会的，

物質的，霊的福祉に不可欠な，様々の問題に対する解決法を

見つけ出すことができるのである。」 ・

今日の世界で，その必要性が最 も大きいものは，神を信ず

キリス トの福音の教えを受け入れ，そ

れに従って生活するならば，一層の理解

と知識が，聖霊と神のみたまを通 じても

たらされるようになることであろう。人

は聖霊によって一切の事の真実であるか

どうかがわかるのである。

る信仰であり，その御子イエス ・キリス トを信ずる信仰であ

る。これが，あらゆる行動力の源泉なのである。最近，母親

をな くしたばかりの，ある著名な博士の話を聞いた。．その博

士は，学生たちに，自分たちの信仰を持ち続けるよう説 き勧

めたそうである。博士の言葉は次のようなものであった。

「あなた方の中で，神を信ずる信仰を捨てた人々がいたら，

その人は，やがてそれを後悔する日が来るであろう。科学が

全 くその力を失 うような日も来るであろう。あなた方がこれ

らの問題に真面 目な気持で取 り組むよう，勧める。信仰か ら

は，決 して他の方法では得 ることのできない，慰めや安 らぎ

が生まれる。宗教というものが，一見，非科学的であるとい

う理由で，それを捨ててきた人が数多 くいる。最終的には，

信仰は科学的であるとの評価を得るであろうということを，

私は信 じて疑わない。」

神を自らにかかわりのある神として認め，聖典を神の御言

葉 として受け入れる科学者は，同時に，あ らゆる科学的な原

則を運用 し，学術的な訓練を積み，他の科学者 と同じように

速やかに，かつ高い段階まで進歩することができる。 しかも

それと同時に，人生の他のもっと大切な面にも目を向けるこ

とができ，それが極 めて大きな，心の平安をもたらして くれ

１９５



「

るので ある。 こうした一段 高い次元 の上 に立 って は じめて，

進歩 も成功 も幸福 も一層大 きな ものになるのである。 日頃，

神や祈 りについての考 えを嘲笑 して いた人が， ひとたび破滅

寸前の状態か ら救 われ るや， 「神 のおか げだ」 と叫 んだ， と

い うよ うな話 を聞いた こともあろう．。 また， いよいよ危機 に

直面 すると，心 な らず も， 「神様，助 けて」 と祈 った人 もい

る。窮地 に立つ と，無神論者な どとは言 って おられないので

南る。

聖典 は，私 たちに人生の指針 として， また青写真 として与

え られて いる。聖典を読む と，人が神の姿 かたちにかた どっ

て造 られた こと，また，肉体を与 え られて死 すべき人 間 とし

て この地上 に送 り出 され， ここで学 び，備 えをな し，天父 の

御許 に帰 る資格 めあ ることを証 明す る必要が ある ことなどを

はっ きりと理解 で きる。 もし私 たちが約束 された祝福を望む

な ら，聖典 の教 えを受 け入れ， それ に従 って生活 しなければ

な らない。 そ うで な く，教 えを拒み，予言 されてい る苦汁 を

なめる こと．もできる。

∵曽一」一

「あなたが この秘 密をあ らわす ことがで き

たのを見 ると， まことに， あな たが たの神

は神 々の神，王 たちの主で あって，秘密を

あらわされるがただ。」

（ダニエル ２ ：４７）

なぜ人 は世の創造主であ る神の御言葉 を受け入れ よ うと し

ないのか， しか も，なぜ，無鉄砲 に も他人 の信仰心 に水 をさ

そうとす るのか，私 には全 くもって理解す る こと が で き な

い。誠 に，創造 主 自身 が持 ってお られ るような権威，知識，

理解力，そ して事実 の裏付 けなどは， だれ ひと りと して持 ち

合わせていないのである。科学 とて，すべての答えを持 って

いるわけではない とい うことを， どんな科学者で も認めてい

る。 そ して，何 か組織 され た英知 というものが あったはずで

あ り， しか も日ごとに，科学者た ちが，科 学 と宗教 の間に共

通点を見 出 しつ つあるということも，科学者 の間で広 く認 め

られて いる。それでは，なぜ信仰 のみによって，聖典を受 け

入 れないのだろ うか。 そ うでなけれ ば，過去，現在 にわ たっ

１９６

て見事 に成就 した数 々の予言の書かれてい る聖典 を根拠 にそ

の真正 さを認めて， それを受け入 れ ようとしないのはなぜだ

ろうか。

これのひ とつの顕 著な例が， モルモ ン経 の中の，救 い主 の

降臨 に関す る予言 と出来事の記録 の中にあ る。長年 の間，予

言者た ちは， この偉大 な出来事 に先立 って起 こる様 々の しる

しと状 態について予言 していた。 だが，不信仰 な者 たちは，

予言者 の言葉 の成就す る時 は過 ぎた， と言 い始 めた。 そ こで

ついに，不信仰 な者 たちは， 日を定 めて， 「予言者 サムエル

の予言 した しる しが現われなか ったな らば」 （皿ニーフ ァイ

１：９） その言 い伝 えを信ず る者を皆，殺す ことに した。

ニーファイは 「熱 心に主に祈 りを捧 げ」， その晩， しるし

’が与え られた
。予言 されていた通 り， その 日は太陽 が沈 んで

も暗 くな らなか った。その とき，不信仰 な者 たちは，非常 に

驚 いて地に倒 れ，神 の御子 が確 かに間 もな く生 まれ るに違 い

ない とい うことを知 ったのである。 そ して，実際 に御子 はお

生 まれになった。

そのよ うな出来事 は，教会 の歴史 にも，一般の歴史に も，

数限 りな く記録 されて いる。民が，主や予言者の言葉 に耳を

傾 けよ うと しな いときは，与え られた警 告をあざ笑 い，それ

に従 って備えを しようとしない人々に必 ず災いが下 るのであ

る。

いまだかつて，記録 の上 で立 証 されてい る出来事 を論破 で

きた人 は，ひと りと して いな い。予言者た ちも一般 の人 々 も，

また群衆 も，救 い主御 自身 の声 を聞 き，姿 を見た と証 して い

るのであ り， さ らには，しば しば奇跡 とも言 え る状況 の下 で，

救 い主 の御 力と栄光 を身を もって体験 した と証 してい るので

ある。

旧約聖書の予言者の ひとりであ るダニエルは，極 めて力強

い， また活気 に満 ちた記録 を書 き残 してい る。 ダニエルは，

神の実在 について，そ して神 がその子供 たちに対 し， いか に

関心を払 ってい るのか， いかに交 わって お られ るあか につ い

て大 胆に証 した。 ネブ カデ ネザ ル王 の話 を思 い起 こ してみ よ

う。王 はある とき夢 を見 たが，王 の博士，法術士，魔 術士の

うち， ひ とりとして この夢 を解 き明かす ことので きる者 がい

なかった。 このため王 は怒 って，博士た ちを死刑にす るよう

命 じた。 ダニエル もこの命令の対象にな ったが，彼 は熱心 に

祈 りを捧げて，主 に助けを求めた。 する と，神 はダニエルに

その夢を示 し，その解 き明か しを啓示 された。命 を救 われ た



ダニエルは， ほめたたえて言 った。

’ 「神 のみ名は永遠 より永遠に至 るまでほむべ きかな
，知恵

と権能 とは神の ものであ る。

神は時 と季節 とを変 じ，王 を廃 し，王 を立 て，知者 に知恵

を与え，賢者に知識 を授 け られる。

神は深 妙，秘密 の事 をあ らわ し，暗黒 にあるものを知 り，

光を ご自身の うちに宿す。」（ダニエル ２ ：２０－２２）

ダニエルは王の もとへ行 き，神 に啓示 され たままにその夢

と解 き明か しとを王 に告げた。 す ると王 は，へ りくだって言

った。 「あなたが この秘密をあ らわす ことが できたのを見 る

聖典は，私たちに人生の指針として，また青写真と

して与えられている。聖典を読むと，人が神の姿かた

ちにかたどって造られたこと，また，肉体を与えられ

て死すべき人間としてこの地上に送 り出され，ここで

学び，備えをなし，証明する必要があることなどを，

はっきりと理解できる。

と， ま ことに， あなたがた の神 は神 々の神，王た ちの主であ

って，秘密 をあ らわされ るかただ 。」 （ダニエル ２ ：４７）

私 たちには聖典 があ り， イエス ・キ リス トの福 音が あり，

高潔 で非 の打 ち所 のない人格を持 つ何万 とい う誠 実な人々の

体験 と証 がある。 また，私 たちには神権があ り，私 た ちの只

中には，神 の予言者が いて，主 は今 日も， この予言者を通 じ

て私 たちに語 りか けて お られ る。 「およそ聖 霊に感 じた る時

語 ると ころはことごと く聖典の言 とな り，主 の意 とな り，主

の精神 とな り，主 の言 とな り，主の声 とな り，世 を救 いに導

く神 の能力 となるべ し。」 （教義 と聖約６８：４）

あなたがたの うちだれで も，神の予言者 を通 じて与 え られ

た聖典 や啓示以上 に，人生の諸 問題 に対す る良い答 えを見つ

け出す ことがで きるな ら， また， よい解 決法 を見つけ出す こ

とが できるな ら， そ して，論理的 に何 ら非の打 ち所のない教

義 を見つ け出す ことがで きるな ら， やってみてい た だ き た

い。世界 で最 も優 れた訓練 を受けた頭 脳の持 ち主 や最 も観 察

眼 の鋭 い科学者で さえ，イエス ・キ リス トの教 えを受 け入 れ

なければ，決 しで神 と人 との関係 について答 える こと もで き

なければ， それを説明す ることもできない の で あ る。 そ し

て，そのイエス ・キ リス トこそ，神の指示 の下 に世の創 り主

とな られた御方 なので ある。

私 たちのまわ りにこれだ けの証拠 があ るな らば，完 全な教

義 を教 える必要性 に， またキ リス ト教の倫理 と原則 に立 ち帰

る必要性 に， さ らには， 自 ら教えてい ることの真正 さを霊感

を受 けて知 り，理解す る教師の存在の必要性 に，疑 いを さし

はさむ余地が あるだ ろうか。私た ちは，まず家 庭か ら始 めな

けれ ばな らない。両親が まず率先 して聖典 を読み， その上 で

子供 たちを励 ま して聖典を研究 させた り，正 しい所 で正 しい

答 えを求 めるように指導 しな ければな らない。青年 は，世 の

中 に出てか ら直面す る様 々の試練 や敵 に備 えるために， まず

家庭で信卸 の砦を築かねばな らない６ この点に関 し，主 はは

っき りと述べて お られ る。 「……われは汝 らの小児 たちを光

明と真理 の中 に導 き来れ と汝 らに命 じた り。」（教義 と聖約９３

：４０）

心を開 き，また敬 慶な気持 で，科学 的，学術的研究 に も，

イエス ・キ リス トの教えに も同様 の関心 を払 う入 は，決 して

信仰を捨 て ることがない。疑惑，懐疑， そ して不信心 は，悪

魔の武 器で あり，義 の敵 であ り， また，成長 と進歩 の道 に立

ちふ さが る障壁であ る。神について学び， イエス ・キ リス ト

の教 えにつ いて学ぶ ことを恐 れた り，恥 ずか しがった りして

はいけない。

だが，聖典 を読 み，知 っているだけでは，充分で はない。

戒めを守 ること，す なわ ち，御言葉 をただ聞 くだけの者 とな

らずに行な う入 にな ることが大切 なのである。主が与 えて下

さった偉大な約束は，私 た ちが主 を認 め主 のみ こころを行 な

うための，充 分なき っかけ となるはず である。

「お よそ これ らの言葉 を憶 えて守 り且 つ行 い
， この誠命 に ．

従 って歩むすべての聖徒 らは， そのへ そに健康 を受 けその骨

に髄を受けん。 し

また知恵 と知識 の大 いなる宝 ま ことに秘れ たる宝 を見 出さ

ん６

而 して走 れ ども疲 れず ，歩 け ども気 を失 うことなか らん。

主 な るわれ彼 らに一 つの約束 を与 う。す なわち， さつ りく

の天使 はイス ラエルの小児 たちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して屠

ることなか るべ し。」（教義 と聖約８９：１８－２１）

私 たちが聖典 を研究 し，永遠 の生命 に至 る道を見出す とき

に， この輝 か しい約束 が成就 するよ う，心か ら願 う ものであ

る。

１９７



み

蒙

ε

漸

雛

撃

‘

５

難

り

撒 諺

須 濠 弧
藍 匹 毒 ・

， 餐

蒙 κ ｚ

馨懸 灘 鱗 讐．
や

羅 懸 繊 ／ｌ．

灘
羅 姦 藝、
ぐ と

難 灘麟灘 、
欝羅 繍 機 解 蔭鯉撚 ７ ・興 一 蹴

繍 鷲 離灘 購
チウ

羅 羅 …鰍簾蹴 灘 職き赫

灘 懲 懸 羅購翻
弼 盈

∈ 揺 纏 歪 店 ま 瓢

　

磁 層〆

鍵霧

蟻
縫 魏 ぞ

餐
§ 評

㌧

灘
ｚ 肇

躍灘

毒、

鱗
鍵 論
モ メ
轟 肇 、

譲誰 ㈱

糞

㌧

穿

夢 簑

灘鰹灘 、 嚢欝 う

》蕪

ψ 爽

熱 蔦

～

露 再

暴

溝 弓

蔚

ン

圏灘魏

懸籔

党

壽



いると，夜遅 く１０時頃，廊下に重い足音が聞こえ， ドン ドン

とノックする音がしました。こんなに遅い時刻に見も知らぬ

人に ドアをあけるのは，よほどのことでないとないことで し

たが，神様を堅 く信じていましたし，少 しも怖いと感じませ

んでした。ロシア語で 「どなたですか」と聞 くと，聞き覚え

のあるイワンの声がしました。 ドアをあけると，イワンがぬ

っと突 っ立 っていました，酔 っ払って。私は気さくに話かけ

て，彼を部屋に招き入れ，椅子をすすめました。

「親切な人なんですね，アンナ ・アン トニヤさん」と，彼

は言いました。

「どうしてかしら，あなたは私のこと何も知 ってないでし

ょう。」

「いやあ，みんながぼくを叩いたときに，あなたの目を見

たんですよ。それです ぐにわか った。……おふ くろもやさし

い目をしてる。」

私はイワンが感 じやすい青年だということを知り始めまし

た。同僚たちが彼を冷たく追い返してから，私は彼に対して

いつもすまない気持がしていました。彼は病気で，私は何か

してあげなくてはとも思いました。私は彼のすぐそばに椅子

を寄せて， 「イワン，どうしてそんなにお酒を飲むの」と尋

ねました。

彼はただうめ くだけでした。

私は母親が話しかけるような調子で言いました。「イワン，

何でも話してち ょうだい。お役に立ちたいの。何かとっても

悲しいことがあるのがわかるわ。でもどうしていいかわから

ないで困っているんでしょう。」

そう話 しかけると，イワン 「雷帝」はテーブルに頭を落と

して泣き出しました。私もしばらく泣きました。それから，

私は静かに，悩みを話 してほしいと言いました。すると彼は

心の中を打ち明けてくれました。

イワンはソ連の貧しい漁師の家に生まれました。敵軍が侵

入 したときに，わずか１５歳だ ったイワンは，家の前で父親と

ふたりの兄が処刑されるのをいやおうな く目にしました。母

親は殺されなかった，彼女は聖い人だったから，とイワンは

話 してくれました。お母さんは毎日聖書を読んでいたので，

イワンはそう思 っていたのです。でも，今彼はお母さんが無

事でいるかどうか知りませんでした。ここ半年イワンの居場

所が定まらないので，お母さんからの便りは届きませんでし

た。

私はそれを聞いたとき，神様がなぜ彼のことをもっと知り

たいという感じを起こさせたもうたのか，わかりました。ソ

連のどこかで，信仰篤いお母さんが息子のために祈 っていた

のです。

私はゆっくり時間をかけて，あなたの友だちとして何かお

役に立ちたいと㌔イワンに説明しました。イワンは落ち着い

てきました。私は，以前に隣りにいた人が，酒におぼれて体

がマヒしたことを話しました。お酒はやめるように，やめな

ければあなたもひどい病気になると忠告しました。お母さん

はきっと，またあなたに会える日を待ちかねていらっしゃる

でしょう。私は聞いたことはだれにも話さないと約束し，お

祈 りのしかたを知っているかと聞きました。イワンはよ く知

りませんでしたが，私は，ベ ッドに入る前にお祈 りをしてみ

るように言いました。それから私たちは作業場を出て，彼を

宿舎に送ってから家に帰りました。

それから数 日，イワンが姿を見せる気配はありませんでし

た。そのうちパン屋からひとりの軍人が作業場にや ってきて

私に面会を求めました。その人は，部下にイワンという兵士

がいて，あなたに自分が大病だと言われたと話している，と

告げました。あれ以来，イワンは何も食べようともしないで

ベッ ドに寝たきりだとのことでした。私はその人に，イワン

を助けてあげたかったので，ある病気のことを話したと説明

しました。その軍人の方はわかって下さり，ち ょっとパン屋

まで来て，イワンに病気ではないと話してほしいと頼みまし

た。す ぐに出かけて行 くと，イワンは話の通り，ベ ッドにま

る くなっていました。

イワンは私の声を聞くと起き上がりましたが，顔色は血の

気がひいて青ざめていました。私は自分の話がこんなに重大

な結果を招 くとは，思ってもみませんでした。イワンの容態

を少し聞いてから，私はあのときあなたが病気だというつも

りはなかった，ただお酒をやめなければ病気になるかもしれ

ないと言っただけなのだと説明しました。彼は少しびっくり

したふうでしたが，前より元気になりました。でも，確かに

イワンは熱がありました。手首をとって，脈拍を計 ってから，

イワンに大丈夫よと言いました。温かいお風呂に入れば，も

っと気分が良 くなると言 うと，イワンはそうすると約束しま

した。それで私は部屋を出ました。

その ２日後，イワンは私を作業場に訪ねてきました。しら

ふでこざっぱりとした格好で，人なつっこく私にお母さんの

服を縫ってほしいと頼みに来たのです。私は喜んで縫ってあ

げました。それはお母さんへ送るイワンの最初の小包になり

ました。

イワンはその後よ く働き，彼に対する悪い評判は何も耳に
ら

しなくなりました。 ２カ月後に彼はお母さんに会いにソ連へ

帰り，私はイワンとはもうそれきり会えないものと思いまし

た。ところが彼が出発して数週間後，町で買物をしていると

男の人がかけよってきて私め手をとったのです。一瞬はっと
び

しました。声を聞くまでは，それがまさかイワンだとは思わ

なかったのです。彼は見違えるように元気になっていて，お

酒の臭いはまるでありまセんでし＃。

１９４６年 の春 にソ連軍 はチ ェコ．ス回バ キアを離れ，二 度 とイ

ワ ンには会 えませんで した。 しか し，彼 はきっと立派なすば

らしい男性 にな っていることで し ょう。隣人への小さな愛が

奇跡 をもたらす ことを，私 は証で きるのです。１

， ｒ
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［

質 疑 応 答
ここで与えられている解答は，解決の一助となるもので

あり，教会の教義として公式に宣言するものではない。

「安息 日に して もよい活動 は， どの ような活動 です か。 プ ロ ・スポーツの観戦 は どうで しょうか。」

解答／エル ドリッジ兄弟

「安息 日を敬い，聖 く過 しなさい。安息日は週のうちで聖

別された日だからである」 という，聖典中の命令を引用せず

に，この質問にお答えす ることはできません。今 も昔 も，い

かなる時代において も， これは天父の戒めで した。

しか しいろいろと観察 してみて安息 日を聖別された日とす

ることが私たちの生活にとって正 しいことであり，意味のあ

ることであるか否かを知 ることができることは確かです。

人間は霊と肉の二重の存在です６私たちの霊体が私たちの

肉体に宿っているのです。霊は人に個性や人格を与え，人を

動機づけ，人に理解や悟 りを得 させます。霊は天父 と相通ず

るものです。 しかし霊 も肉も栄養 と訓練が必要です。 このふ

たつが必要 とする栄養 と訓練は多少の差はありますが，互い

に関係があ ります。

肉体は食物と運動が必要です。種々のスポーツ競技は理想

的な体を造 りあげるので，ぜひ必要です。教会ではスポーツ

プログラムを通 して，すべての若人にスポーツに参加するよ

う奨励 しています。スポーツは楽 しい活動であるばかりでな

、く身体の必要 を満た して も くれます。 これは週 日 の 大 切 な

「食物」ですが， 日曜 日に必要 とす る食物 は少 し違 います。

日曜 日は， よ り霊的，内的な必要 を満 たすために聖 別された

日です。教会 に出席 し，聖餐を受け，隣人に対 して最 もよ く

奉仕で きる方法 について考え るな らば，安息 日は十分価値 あ

るものとな ります。人生の プログ ラムと福 音に思いをはせ，

私 たちの受 けてい る祝福について考えてみ るな らば，安息 日

は私 たちが人生 において，錨を おろす場であ ると言 えます。

教会 に出席 し，聖餐を受け，隣人に奉 仕する ことは，人 に最

良 の ものを与 える食物で あり， 日曜 日は このために理想的 か

つ最適な 日と言 えます。

おそ らく，バ ランス とい う言葉が鍵 にな るで し ょう。 バ ラ

ンスが とれて いる とい うことは，私た ちの霊 と肉が満た され

て いるとい うことです。

正 しい 日に正 し．い食物を とるようにして くだ さい。 このバ

ランスを よ くとって いる人 々は幸福な人々であ るとい うのが

私 の見解 です。 そのよ うな人 こそよ り価値 あることを成 し遂

げる ことができるので はないで しょうか。正 しい方向に動い

ている人 の生活 には心 の平安 と進歩への意 欲が現われてい る

ごとで しょう。

安 息 日を敬 い，聖 く過 ごす ことは，すば らしい ことです。

それ は，私 たちが本 当に必要 としてい るものを知 っている御

方，私 たちが 自己 の永遠 の進歩 と幸福を託 した御 方か ら与 え

ちれ た ものなのです。

Ｗ ・ジ ェ イ ・エル ドリツ ジ

地 区 代 表

プ ロ ミス トバ レ イ ・プ レ イハ ウス 支配 人

２００



「私 は ３人 のテ ィーン ・エイジ ャーを子に持つ者 です が
，教会 の服装 やみだ しなみ

の標 準 についての問題が絶 えませ ん。 なぜ教会で はそのように外 観を大 切 にす るのか

納得 のい くよ うに説 明 してや るには， どのよ うに言 えば よいので しょうか 。」

解答／マクミン姉妹

外観を意識 しないティーン ・エイジャーはほとんどいませ

ん。彼 らは大ていの大人よりも外観を意識 します。理由はそ

こにあります。

服装とみだしなみあ目的が常に保温と慎 しみを越えたもの

であったとは必ずしも言い切れません。昔は好みではなく必

要か ら，ほとんどの人が同じようなものを着ていました。 し

かし王や宮廷の人々は，地位や富を示すために特別な服を着

ました。ですから着ているものを見れば，その人がどのよう

な社会に属しているかがわかったわけです。

今 日私たちが必要からではなく好みによって服を着るとき

にも同じことが言えます。私たちの服装は，私たち自身が何

者であるかを物語っています。私たちの社会では，ある種の

社会集団を表わすために，その社会集団の人々が同じ服装を

します。たとえば警官，花嫁，ロックミュージシャンなどが

それです。服装が無言のコミュニケーションとなって，その

人がどのような集団に属するかが，一 目でわかるのです。も

し私たちが，その集団に属していると思われたくなかったら

私たちはそのような服装をしてはなりません。端的な例 とし

て，もし私たちが宣教師であると思われたければ，私たちは

宣教師らしい服装をしなければならないで しょう。

教会の指導者たちはずっと，服装やみだ しなみは最も効果

的なコミュニケーションの方法であると認めてきました。そ

れは，教会の指導者たちが，教会の会員たちはある種のグル

ープに属する人々であって，他のグループに属する者ではな

いことを知 らせたいと望むか らなのです。

またもし服装が他に対するコミュニケーションの手段であ

るとす るならば，それは自分 自身に対するそれでもあります。

その人の服装によって，その人が自分 自身をどのように考え

ているかがわか ります。私たちの服装 の選択は，私たちのふ

るまいにも影響 してきます。

服装によって左右 される立居ふるまいの端的な例をひとつ

あげてみま しょう。たとえば， ピクニックには結婚披露宴に

着 る ドレスは着 られ ませ ん。

もしスーツやお しゃれ着を ピクニ ックに着 て行 くな らば，

楽 しみ の機会 は大分制限 され るで しょう。

もうひとつ の例 として， ボーイス カウ トが制服 を着 た とき

のふ るまいがあげ られます。 ス カウ トたちは制服 を敬 うとい

う責任 を感 じて，制服 に合 うよ うな行動 を します。

十二使徒定員会補助 のス ター リング ・Ｗ ・シル長老 は， そ

の著書 「美点 の探究」（・４Ｑ％θ３げ ０７Ｅκｏθ１１醗ｏの の中で次 の

ように書 いています。 「人 の外観 は，単 なる外的 な問題以上

の問題で ある。なん となれば，醜悪 な様 は，私 たちの生活 の

ある部分 に根 をおろす やいなや，た ちまちすべて の部分へ と

ひろが って い くか らで ある。」

「食べ物で人が わか る」 とよ く言 われます
。また 「着 る物

で人 がわかる」 とい うの も真理です。服 の価格 や流行は問題

ではあ りませ ん。私た ちが どのような人間で あるのか， 自分

をどのよ うに感 じてい るのかを表わす ことが問題 なのです。

リタ ・Ｌ・マクミン

ブリガムヤング大学服飾学助教授
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生ける水の

井戸

デ イー ン ・ジ ヤー マ ン著

リチ ャー ド ・ハ ル 挿 絵

「もう一度聖典 を読 めです って。私

は ２年間そ うして きま したよ。 もう標

準聖典を ４回ずつ読 みま したよ。」

私 がインステ ィチュー トの クラスで，

１ヵ月間毎 日２０分ずつ聖典 を読 み， そ

の聖句 について よ く考 え るよ うに とい

うチ ャレンジを与 えた とき， ある帰還

宣教師 はこう答 えた ものだ った。

私は このチ ャレンジを半 ば好奇心 か

ら与えた ように思 う。私 は この若 い世

代の人々が １ヵ月の間に，古 代の予言

者た ちが聖典 の中に発 見 し身 につけた

い くば くか の力を， 自分 自身 で発 見で

きるか否か を知 りたか った。

ニーファイは次 のよ うに書 いて いる。

「……それ は私 の身 も心 も聖 文を喜 ぶ

ので，私が心 にそれを よ くよ く考 えて

私 の子孫 たちの学問 と利益 と・にな るよ

うに これ を書 き誌す ので ある。」 （豆ニ

ー ファイ ４ ：１５） また，彼は彼の書い

た言葉 はその民 に大 きな影響を及ぼす

であろ うと語 ってい る。

またさ らに二「フ ァイは，彼の言葉

は真実で あって， 「この言葉 は善 を行

え とあ らゆ る人 に教え勧 めてい る」 と

記 している。 （皿ニーファイ３３：１０）

ヤコブはシェ レムとの解遁の後のニ

ー ファイ人 につ いて， 「それか らは平

和 と神 に対す る愛 とが民の間に回復 さ

れ，．民 は聖文を を らべて二度 とこの悪

人 シェレムの言葉 に聞 き従 わ な か っ

．た」 （ヤコブ ７ ：２３） と書 いてい る。

また，アルマは自分あ言葉がいくら’

かのア毛ナイハの人々に影響を及ぼし

たことについて，次のような言葉で述

べている。 「アルマが人民に話 し終る

と多 くの人々はその言葉を信 じ悔い改

めて聖文を研究 し始めた。」

さらに，改宗 して伝道の業に携わっ

ていたモーサヤの４人の息子たちは，

「まことに正 しい理解をもっている者

たちで，神の道を知 るために熱心に聖

文を研究 したから，すでに真理につい

て深い知識を持つようになっていた。」

（アルマ１７：２）

詩篇の作者は，次のように書いてい

るｏ

いかにわたしはあなたのおきてを

愛することでしょう。

わた しはひねもすこれを深 く思い

ます６

あなたの戒めは常にわたしと共に

あるので，

わたしをわが敵にまさって賢 くし

ます。

わたしはあなたのあかしを深 く思

うので，

わがすべての師にまさって知恵が

あります。

わたしばあなたのさとしを守るの

で，老いた者にまさって事をわき

一まえます。

わたしはみ言葉を守るために，

わが足をとどめて，すべての悪い

道に行かせません。

あなたがわたしを教えられたので，

わたしはあなたのおきてを離ｉれま

せん。

あなたのみ言葉はいかにわがあご

に甘いことでしょう。

蜜にまさってわが口に甘いのです。

わたしはあなたのさとしによって

知恵を得ました。
一それゆえ，わたしは偽 りのすべて

の道を憎みます。

（詩篇１１９：９７－１０４）

私は，私の生徒たちに，ただ聖典を読

むだけでは十分ではないことを理解さ

せ よ うと して上記 の聖句を用 いた。予

言者 たちは，私 た ちが どのよ うに聖典

に接 した らよいか を説 明す るために，

きめ こまか く， よ く思いはか り，心 に

喜 びを もって， ひ とつ ひとつの言葉 を

用 いた。私 たちは，聖典 を読 む とき，そ

の言葉 を心 に深 く思 いはか り，注意深

く読 まなけれ ばな らない ことは明 らか

であ る。私 たちはまた，聖典 を 目に して

いない とき も，常 に神 の御言葉 を反募

しな ければな らない。予言者た ちは，

そ うす るな らば，みたまに よる新 たな

洞察 力 と， さ らに大 いなる義 を得 る こ

とがで きるで あろ うと約束 して いる。

聖典 は，聖句 について考 える際 に二

通 りの方法が ある ことを教 えている。

つま り聖句 その ものにつ いて考 える こ

と， そ して聖句 と私 たちの生活 との関

係 について考 え ることのふ た つ で あ

る。

モ ロナイは， モル モ ン経 を読む人 々

が， その読 んだ ことを心 に深 く考 え る

よ う，熱心 に説 き勧 め， この最初 の考

えかたについて教 えて いる。 またニー

ファイは，彼 の父親 の見 た ものについ

て心 に深 く考 えてい るときに， みたま

に とらえ られ た。 （１ニーファイ１１：

１参照）

またシ ドニー ・リグ ドンとジ ョセブ

・ス ミスの目も ヨハネ ５ ：２９について

よ く祈 り，考 えをめ ぐらしている とき

に開かれた。 「われ らこれ らの事を思

いめ ぐらせ る時，主われ らの覚 りの眼

に手 を触 れたまいたれ ば， われ らの両

眼開 けて ……」 （教義 と聖約７６：１９ゴ
｝㌃

１１－１８も参照のこと。）

二番目の考え方 は，ジョセフ ・ス ミ

スを聖なる森へと導いた。予言者ジ ョ

セブ ・ス ミスはヤコブ １章 ５節の聖句

について次のように語 っている。

「どの聖句にもまさって， この時ほ

どこの言葉が私の心に真に力強 く迫 っ

て来たことはない。それは私の心の底

と言 う底を大きな力で貫き通すような

気が した。私はこの言葉を再三再四思

いめ ぐらして，．もし誰か神よりの智恵

を必要とするな らば，正にそれは私で
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…

あ ることを知 った。 …… とうとう私 は

このまま暗黒 と混乱 の中 に止 ま らねば

な らぬのか， それ ともヤ コブの指図を
ミ

す る通 り神 に願 わねばな らぬのか， ど

ち らかにせ ねばな らぬ とい う結論 に達

した。」（ジ ョセ ブ・ス ミス ２ ：１２，１３）

この ようにして，私 たちは皆， 闇を

な くし光を増す決心 をす るこ．とが でき

る。私た ちは私 た ちの読 む ことについ
ぞミ

で，次のように自問しなければならな

い。すなわち 「今日の私たちの生活に

おいて， これはどのように応用できる

だろうか。または，私はこのことか ら

何を学ぶ ことができるだろうか。」

私は，もし私の生徒たちがこのよう

な方法で聖典を読むならば，彼 らはそ

こからニーファイやモロナイが受けた

と同じ霊感を受けるに違いないという

確信があった。私は，おそらくモルモ

ン経が彼 らに最 も強い影響を与えるで

あろうと感 じ，まずモルモン経を読む

ように勧めた。マリオン・Ｇ ・ロムニ

ー長老はこう語 っている。 「私はジョ

セブ ・ス ミスの話によると同様，私の

愛する人々と私 自身の経験から，人は

他の本よりもモルモン経を読むことに

よって主に近づ くことができ，主に近

くあることができるということを知っ

た。」

私は，生徒たちの経験を評価するた

め，その月の終りに感想を書 くように

割当てた。

生徒たちの書いた感想文は，私の聖

典に対す る確信を，さらに確かなもの

にして くれた。この割当てを不快に思

っていた帰還宣教師は次のように書い

た。．「私はすばらしい経験をすること

ができました。私は，予言者たちが私

たちに与えて くれた福音に対す る知識

と理解のすば らしさに，今また驚かさ

れました。福音はこの数週間のうちに

今までになく身近 に思われ て き ま し

た。そして，今までよりもはっきりと，

人の信仰と証の強さは日々変わるもの

であり，常に新鮮な状態にしてお く必

要があるということを知りました。」

他の生徒の反応も同様に熱のこもっ

２０４

たものであった。聖典の勉強は，昔の

予言者に影響を与えたと同じように彼

らにも影響を与えたことは 明 白 で あ

る。それは彼 らの祈 りに生気を与え，

霊的な事柄に関する感受性 を 発 達 さ

せ，創造性を増 し， 自制心を強め，生

活態度を変えた。

ある生徒は，自分Ｑ良心が鋭 くなっ

たことについて こう語った。 「私は自

分の良心に照 らして説明のつかない事

柄を，自分で合理化 しようとしなくな

りました。特に婚約 して以来，私は自

分がある事柄について合理化しようと

していたことや，善悪の：境目を もてあ

そんでいたことに気づきました。聖 典

を読むことは，私に力を与えて くれた

だけではありませゆ。．今私は聖典か ら

受ける力を喜々でいるのです。」

また，いく人かの生徒はさ新たに霊

感を受けたと述べた。ある法科の学生

は次のように書いてい届。 「過去 １年

をふ り返ってみて，私 にとって顕著な

出来事は，自分の霊性を保つ手段 とし

て聖典を用いるようになったことで し

た。その結果は明 らかに霊を活気づけ

るものであり，私は今では，毎日の聖

典勉強は生涯続けていかなければな ら

ないものだと確信 しています。」

生徒会で活動 しているある少女は，

聖典を読むことが，学校にあって霊的

に過 ごす助けとなることに気づいた。．

彼女 はこう話 してい る。 「私は３０日間

聖典を読むことを約束 したので，３０日

間は読 もうと決心 しました。しかし，

それでは余り益にはならないと思いま

した。そこで私はこれか ら生涯ずっと

それを続けようと決心しました。それ

は約 ６ヵ月前のことでした。私は以来

モルモン経を３回も読 み ま した。あ

あ，何 と違 っていたことで しょう。そ

れによって，常に私が不可能だと思っ

ていたこと，すなわち学校に通ってい

る期間を霊的に過ごす ということがで

きるようになりました。」

また以前は聖典に何の喜びも見出せ

なかったが，今は喜びを得 られること

を知 ったという者 もいた。ある少女は ．

も

こう書いている。 「私は何回もモルモ

ン経を読んでみました。そして読むた

びに何かが欠けていると感 じていまし

た。私は喜びをもって読むことができ

なかった し，何が原因でそうなのかわ

か らなかったので，義務感からしか読

めませんで した。 しかし今年私は聖典

を読むその瞬間瞬間を愛することがで

きました。私は今，毎朝モルモン経を

読んでいます。そ してそれは何 にも替

えがたいものだと思っています。私 は

毎朝聖典を読むという習慣を身 につけ

ることはおそらくむつか しいことだと

思 っていました。 しか しそうではあり

ませんでした。」

またある生徒は次のように書いてい

る。 「私は聖典を読む とき，目的 もな

く，ただ機械的に読んでいたので，読

み始めはしてもすぐにやめてしまった

ものでした。私は２， ３度モルモン経

を読み始めましたが，ニーファイ第二

書以降に読み進んだことはありません

でした。……しかし聖典や福音に対す

る私の態度は変わりました。私 には証

がなかったわけではありませんが，私

の証は単に信仰の上に築かれた証であ

って，聖典の知識に基づいたものでは

ありませんでした。今では私は福音を

より深 く理解することができるように

なったと感 じています。また，私自身

に福音をいかに応用したらよいか もわ

かりました。私は家やクラスで聖典を

読むとき，神とイエス ・キリス トを身

近に感 じることができ，善いことをし

たいという望みを，今までより多 く持

つことができます。イノス書を読んだ

だけで，私の祈 りは変わりま した。」

生徒たちは，聖典を読む ζとによっ

て自分がより神に近 くなり， 自分の生

活全体が幸福なものになることを知っ

た。寮で生活しているある少年は次の

よ．うに書いている。 「私 はモルモン経

の聖句を読んだとき，私の生活全体が

何かスムーズになったように感 じまし

た。前よりも人 と接することが楽 しく

なり，私の生活は前よりも清 くな りま

した。以前私にとって祈ることは苦痛



で したが，今 は朝晩祈 りたい と思 って

います。私 は容易 に習慣を コン トロー

ルす る ことがで き，寮生活で感 じるつ

き合 いのわず らわ しさか らものがれ る

ことがで きます。私 は本当に この気持

をど う表現 した らよいのかわか りませ

んが，ただ言え る ことは，神 をよ り近

く感 じて いるとい うことです。」

ある一年生 の少女 は次のよ うに言 っ

た。 「私 は余 りに も急激 に生活 が変 わ

ることに驚いています。 ど うぞ，皆 さ

ん自身について も考 えてみ て くだ さ

い。 ６ヵ月前 ，私 はそのよ うな短期間

では どのよ うな種類 の変化 も起 こり得

ない と言 っていま した。 しか し毎 日聖

典 を読むよ うにな って以来，私 の生活

態度は変 わ りま した。私 は以前聖典 は

昔 の予言者 の時代 の もので あって，今

日では余 り必要 ないと感 じて い ま し

た。 しか し私 は， モル モン経を読み学

ぶ うちに， そ こに書かれてい る原 則を

応用す る ことによって，内な る力が得

られ ることに驚か されま した。私 は，

ただ与え るだけではな くその解決方法

まで与えて くれ るよ うな進歩 のための

チャレンジを，いつ も見 出す ことがで

きま した 。」

学園闘争で活動 しているある帰還宣

教師は，聖典 を読み，それについてよ

く考え ることによ って 自分 の生活が変

わ った ことを知 った， 「聖典 の勉強 は

すば らしい経験 で した。 これ こそ当然

続 け るべ きものです。私 は学期 の間 に

（２， ３週 間のあいだ）聖典 を読 まな

か った期間があるので，読 んだ時 と読

まない ときの違 いをはっきり述べ るこ

とが できます。 この聖典を読まなか っ

た期 間の前， そ してその時以後， 日々

の聖典読書 は日ごとに興味が増 し加わ

り， いつの間 にか楽 しみに読 む ように

な りま した。 こうす るうちに，私 の思

いは清 め られ，心 は平安にな り，私 の

人 に対す る態度は不快 な気持 を与 える

ものではな く，快 い ものを与 え るもの

とな りま した。そ して私 の思 いは前 よ

りも清 く純粋 にな り，私 の心 は主 と一

致す るよ うにな り，前 よ りも幸福 にな

りま した。聖典 を読む ことを怠 って い

た間に，私 は残念 な ことをい くつか し

て しまいま した。 また，祈 り望む こと

もただか らまわ りす るだけで した。私

は，心か らの祈 りと聖典を学ぶ ことと

は，分 つ ことので きないものだ と信 じ

ます。私 は勉強 と全伝道活 動 を 通 し

て，特 に他の言語 で何 度か モル モン経

を読 んで以来 ， モル モン経 の ことをよ

く知 ることがで きた と感 じま した。 中

で も 「心の中に よ く思 いはかる こと』

には何か特 別な意 味があるよ うに思 い

ます。 このよ うに して私 は今，毎朝，本

当に楽 しい時間を過 ご しています 。」

聖典 はすべての年代 のための もので

ある。幼 い子供 たちで も，聖典 を読 み，

よ く考 え， その真 価を知 る ことができ

る。最近 の ことだが， ある父親 が ８歳

と ９歳 の．子供 に 日曜 日ごとに ４章ず つ

新 約聖書 を読 むよ うに とチ ャレンジを

与 えた。最初 の うち，彼 らはせ きたて

られなければ読 まなか った。 しか し，

そ うす るうちに次第 に興味 を そ そ ら

れ， 日曜 日以外の 日も，聖書を読 むよ

うになった。そ して，間 もな く彼 らは

毎晩床 につ く前 に読む ようにな り，新

約聖書を読み終えて モルモ ン経 を読 み

始めた。 ３ヵ月たたない うちに年上 の

子供 はモル モン経を読 み終 え， また最

初か ら読 み始めた。

これ らの経 験か ら何 を得 たか は明 ら

かであ る。私 た ちは 日々の聖典勉強 を

ぜひ とも始めなければな らない。 この

よ うにするな らば，私 たちは教義 と聖

約６３：２３で主 が語 られた 「生 ける水 の

井 戸」を経験 する ことができる。 マ ッ

ケイ大管長 は死の少 し前，教会員た ち

に今 までよ りも日々啓示 を受 けるにふ

さわ し くなるよ うに， そ して主か ら力

を賜 わる ことがで きるように努力 しな

さいと言 われ た。 日々聖典 に基づいた

瞑想 をす るな らば，私た ちは救 い主 と

その教 えとみわ ざを より身近 に感 じる

ことがで きる。聖典 を読 む とい う経験

は，続ければ続け るほ ど自然 な もの と

な り，す ば らしい ものとな るので ある。

ある帰還宣教 師は次のよ うに書 いてい

る。 「伝道か らもどって １年 にな りま

すが，私 はず っと，少 な くとも日に３０

分聖 典を読 むよ うに しています。今 で

は読 まないでい られな くな りま した。

そ う，食事 と同 じです 。」

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは こう言 っ

てい る。 「神 に関す る事柄 は深 い上 に

も深 い。 時 と経験 と注意深 く思慮深 く

厳粛な思考 のみがそれを見 出す 。」

・』・箋



「逸話集，近代の使徒の生涯よ り」
、

パ ー レ ー ・Ｐ ・プ ラ ッ ト

略 歴

プ ラッ ト長老 は， １８０７年 ４月１２日ニューヨーク州バ ー リン

トンにジェレ ドおよびチャンテ ィー ・プラッ トの息子 として

誕生。

１８３０年， オハイオ の家をあ とに東部 へ向かい，』バプテス ト

教会 の執事 の家で初 めて モル モン経 に接す る。 この本 を読 ん

だ後，予言者に会いにパルマイ ラへ行 くが， ジ ョセフ ・ス ミ

スはペ ンシルベ ニアに出かけて留守 であ った。 そ こで兄 ハイ

ラムと話 す。

１８３０年 ９月 １日， セ ネカ湖 でオ リバ ー ・カウ ドリか らバ プ

テスマを受 け， 同 日夜 の集会 で長老 に聖任 されてい る。

１８３０年， オ リバー ・カウ ドリ， ピーター ・ホイ ッ トマー ・

ジ ュニア，ザ イバ ・ピーターソンと共 に， ニューヨーク以西

に向か う最初 の宣教師 に召 され る。

彼 は同僚 と共 に，福音 を説 きなが ら西へ ２千 キロ以上 も旅

した。 ミズー リ州 イ ンデ ペ ンデ ンスに着 くと，一行はイ ンデ

ィアンに伝道を始めた。 シ ョーニ ー族 やデ ラウェア族 を訪 れ

て はモル モン経 の教 えを説 いた。

プラ ッ ト長老 は， この神権 時代 の初 代の使徒 のひ とりであ

った。１８３５年 ２月２１日，．オハ イオ州 カー トラン ドで聖任 され

た。時 にわずか２７歳 であ った。

１８３６年には カナダに伝 道 し，ジ ョン ・テイ ラーを初 め多 く

の人々にバ プテスマを施 した。

１８４０年，英国 において 「ミレニアル ・スター」を創刊 して

い る。

１８７４年， ソル トレークへ移住。デゼ レ ト仮政府の州憲法起

草 に参加 し，議会議員 に選ばれてい る。後 にユ タが合衆国準

州 となった際 には，準州議会議員 に選 出 され た。

１８５１年，南米 に派遣 された最 初の宣教師 とな る。

プラ ッ ト長老は立派な著作 家，詩 人であ り，彼 の書物 は今

も広範な読者層を得てい る。

１８５７年 ５月１３日， アーカンソー州 バ ンビュー レンで死亡。

次の物語は，大部分プラット長老の自叙伝か ら引用 したもの

である。

「逸 話 集 ， 近 代 の 使 徒 の 生 涯 よ り 」 Ｅκｏθが 勿 ηαＺ Ｓ’ｏ吻 ｓ

〃 ｏ〃ｚ 地 θ 五勿θｓ ｏ／ ０％７ ／１ρｏｓ’１θｓ レ オ ン ・Ｒ ・ハ ー トシ

ョ ー ン編 ， デ ぜ レ ト出 版 社 １９７２年

「しば ら く歩 きま わ
って は， ま た腰 を お

ろ して， しば ら く読 む ので あ った」

こ こにおいでの方々の中には，……私 の証 をまだ聞いてお

られない人があ ると思 う。私 は教 会がニ ュー ヨーク西部 の荒

地 で創立 された最初 の年 か ら， この教会 を知 り， この教会 に

つなが って きた。教会は１８３０年 ４月 ６日に組織 され たが，私 ７ ．

は同年 ９月 １日にバプテスマを受 けて教会 に入 った。

私 が教会員 になったばか りの頃 は，小部屋ひ とつに全教会

員 が入 った。 そう混み合 って もい なか った。確 か当時は５０名

に も満 たなか ったと思 う。 １詮 』

私が この業 に関心を持 つ ようにな ったのは， まず モル モシ

経がそ のきっかけであ った。偶然 の機会か ら １冊 のモ・ル モン

経を見かけたのであ る。 その本 の所有者 は本 の内容をほ とん

２０６



ど知らなかったし，信 じて もいなかったが，たまたま手に入

れたこの本のことを私に話 して聞かせ，家に招いて読ませて

くれたのである。それは予言者ジョセフ ・ス ミスと父親が住

む家から１日ほどの道のりの所で，私が自分の牧師の仕事を

しにもどるときのことであった。というのは，当時私はキャ

ンベル派 ともバプテス ト改革派とも呼ばれる教派に関係 して

いて，説教を しなが ら旅行 していたからである。

私は当時熱心に聖書を研究 していた。そして，聖書がよ く

理解できるように心を開いて下さいと神に祈 った。す ると神

はみたまと理解力とを心に注いで下さった。それで私は聖典

をかなり理解 し，福音の字句とその全容 と第一原則とを，聖

書に書かれた通 り真実なままに理解 していた。私の心は開か

れ，それ らの事柄を受け入れていたが，力が，つまり福音の

賜 と権威が欠けていることは自分で承知 していた。私はそれ

が回復されることを心から願っていた。なぜなら，その権威

と力が回復されないうちは，予言 されていることが決 して成

就 しないことを知っていたからである。……私はひたす らそ

れを求めていた。みたまが私の胸に，生 きているうちにそれ

が見 られるとささやいたようであった。

私はそのような状態の中で， 自分の持 っていた光を人に分

かち与えるために旅行をしていた。そのときに，先ほど述べ

たようにモルモン経にめ ぐりあったのである。私はモルモン

経を入念に，熱心に読んだ。……読んでいるうちにそれが真実

だという確信を持った。読み進む間に主のみたまが注がれ，

私の心に照 らし，私の判断を確認するのだった。そして真理

が私の心に打ち込 まれたのであった。そうして私は，陽光と

夜の闇が見分けられるようにはっきりと，その本が真正なも

のであることを知ったのである。私はそのζ．とを，天から聞

こえる声 で知 ったので もな く，天使か ら聞 いた ので もな く，

示 現を見たわけで もない。私 はそれを，心 の内の理解 のみた

まによ って，私 の内にある光 によって知 ったので ある。私 は

モルモ ン経 が真実で ある ことを知 って いる。なぜな らそれは

光 であ り，聖典 の言葉 を成就 してや って きたか らで ある。私

は，す わって それを読 んだ最初 の日，すなわ ちハ ンブ リンと

い う名 の年老 いたバ プテス ト派 の執事 の家で，や って きた隣

人 に この本 は真実で あると証を したのであ った。

その同 じみた まが私を導いて，翻訳者の ジ ョセブ ・ス ミス

を捜 させ た。私 は ８月 の酷暑 の日，丸一 日がか りで，足にま

めを作 って ジ ョセブ ・ス ミスがい ると聞 く所 に出かけて行 っ

た。夜 に入 って ようや く， 当時は ニューヨーク州 オ ンタ リオ

郡 のマ ンチェスターとい う小村のあた りに着いた。途 中で牛

追 いの男に行 きあったので， モル モ ン経の発見者で翻 訳者 で

もあるジ ョセフ ・ス ミス について尋 ねた。する とその男は，

ジ ョセ ブ ・ス ミスな らそこか ら１４０キ ロあま り離 れたペ ンシ

ルベ ニア州 にいると教えて くれた。それで私 が予言者 の父親

の ことを尋 ねると，男 は一軒 の家を指 さしたが，老人 は どこ

か遠 い所 に出か けて不在だ と言 った。 しば ら く話 を して か

ら， その男 は名前を ハイ ラム ・ス ミス と言 って予言者 ジ ョセ

ブの兄だ と言 った。彼 が，私 の初 めて出会 った末 日聖徒 であ

った。

私 は会合 に出て 自分の仕事をすませ ると，翌朝再 びハィラ

ム兄弟の家 に戻 った。彼は私 にモルモ ン経 をプ レゼ ン トして

くれた 。……私 は しば らく歩 きまわ って は，また腰 をおろ して

しば らく読むのであ った。 とい うのは， その本を一気 に読み

あげて しまいた くなか ったか らである。私 は，読 みたいと思

った ときに どん どん読 む方法 を とった。私 は嬉 しさと喜 びに



満 たされた。私 の霊 は豊か にされ，ま るで この 目で見たかの

よ うに，主 イエス ・キ リス トが はっき りその姿 を とって復活

体 で現 われ たまい，昔の アメ リカの住 民に導 きを施 された こ

とを生 き生 き と理解で きた。主は確か に死か らよみがえ り，

天 に昇 って， アメ リカ大陸 のバ ウンテフル の地 に降 られたの

である。

さっき述 べたように，私 は約束 して いたふたつの会合 に出

席 した。会衆 は私 の話を聞 いて関心を持 ち， もっと集 会を開

．いてほ しい と頼 んで きた。私 は， しな ければな らない個人的

な ことがあるのでそれ はで きない と断わ った。私 が彼 らに別

れを告 げてハイ ラム ・ス ミスの所へ戻 ると，ハ イラムは私 を

３５キ ロほ ど離 れたニ ュー ヨーク州 セネカ郡 のある場所に連れ

て行 った。彼 はそ こで私 を， モル モ ン経 の初 めの方 に名前が

載 っている ３人 の見証者 と８人 の見証者 に紹介 して くれた。

私 は ３人 の見証者 のひ とりで， 当時教会の第二 の使徒 とな っ

ていたオ リバー ・カウ ドリと話 し，翌 日そろって セネカ湖へ

出かけ，彼 か らバ プテスマを受 けた。彼 は，証を読 めばわか

る通 り，天使 の訪 れを受 けた人で ある。

私 はバ プテスマを受 けてか ら，同 じ日の小 さな集会で確認

の儀式 を受 け，聖霊 に満 たされ， また長老 に聖任 された。 こ

れは１８３０年 ９月 １日の ことで， その日か ら今 日に至 るまで，

私 は 自分の召 しを全 力を傾注 して遂行 し，神 の与 えたもうた

神権 を尊 ぼ うと努 めて いる。

２０８．

プラット長老の生活に起きた次の出来事は，１８３８年 ミズー

リ州 ファー ウェス トでのことである。聖徒たちは当時激しい

迫害のさなかにあった。 ウィリアム ・Ｅ ・ベネットは 「回復

された教会」の中で，迫害の理由を幾つかあげている。

１．聖徒たちは，前から住み込んでいた植民者とは違って

いた。前者は大部分合衆国の北東部から来ていたが，後者は

ほとんど南部諸州の出身であった。当時 この ２地域の間に，

非常な不信感が横たわっていた。さらにミズー リ州西部は，

まだ比較的未開な辺境地帯であり，法を逃れようとする社会

の浮浪者たちを引きつけていた。他方モルモン教徒の植民者

たちは，正直，節倹の徳を身につけ，覇気に富んだ人々であ

った。教徒たちは，す ぐに農場を開墾 し，立派な家々を建て

た。

２．聖徒たちは，シオンが ミズー リ州ジャクソン郡に築か

れるという約束を受けていた。以前からの植民者は，聖徒た

ちがお金を払って土地を入手することを知らなかった。その

地域のモルモン教徒がふえるに従って，昔からの住民は全 く

そう感 じる必要はなかったのであるが，脅威を感じ始めた。

３．聖徒たちはガ協同組合的な農場や事業を興して，すで

、

亀

にこの地域に定着 していた農場や諸企業と競合した。また聖

徒同志一致団結 し，．仲間の問で しか結婚しなかった。

４．当時，合衆国では奴隷問題で非常な緊張があった。奴

隷を持つ ことは北部では違法であったが，南部では合法であ

った。奴隷をかかえている州とかかえていない州の数が当時

同数であった。そして，この状態が続 く限り，議会は奴隷制

反対の法律を可決することができなかった。奴隷制に賛成の

人々は，この均衡状態が維持されることを願っていた。

その頃，ミズー リ州は奴隷制賛成の州であった。 しか し，

この州に流入し続けるモルモン教徒は，奴隷を持たない人種

であった。教徒の数がふえ続け，その上シオンはいつか ミズ

ー リ中をおおうであろう，と言 っていたので，奴隷制に賛成

していた勢力が脅威を感 じたのは当然であった。奴隷を所有

するミズー リ州の知事が，暴徒を鎮圧する行動に出なかった

裏には，このことがあったと思われる。

５．聖徒にとってもうひとつの悩みの種は，プロテスタン

トの牧師たちが抱 く嫉妬であった。多くの牧師が，聖徒を襲

う暴徒を率いる．か，暴徒の仲間に加わったのであった。

追注 ：次の話の中で，プラット長老はある軍隊のことにつ

いて述べている。 これは合衆国の軍隊ではなく，ボッグズ知

事の指揮下にあった州軍であったことに留意 しなければなら

ない。 この州軍は本来，聖徒の生命，財産を守り，暴徒との

衝突を防ぐように命じられたものであった。 しか し，兵士の

中には同時に暴徒でもある者がたくさんいて，彼 らを制御す

ることは不可能であった。その上士官の中にも暴徒に同情す

る者が多く，自分の軍団を率いて聖徒を困らせる者もいた。

遂にファーウェス トにおける聖徒たちは，わなにかけられて

兵器を放棄 し，ジョセブ・ス ミス，パー レー・Ｐ・プラット，

その他の指導者を敵の手に引き渡す ことになってしまった。

「妻は頑張
って生きます

と約 束 して くれ た、葦

キャンプで，私 たちは屈強 な護送兵 に監視 され． 大雨 の中

を，夜中身を隠す場所 もないまま，屋外 で土 の上 に寝 ころん

でいた。護送 兵た ちは夜 を徹 してあざけ りの言葉を浴 びせ続

け，みだ らな悪 口で無頼漢 ぶ りをさ らけ出 した。彼 らは神を

冒漬 し，イエス ・キ リス トをあざけ り，恐 ろ しい呪い の言葉

を口 にした。 ジ ョセブ兄弟 たちをの・の しり，奇跡を要求 し，

しる しを求 めた。 「やれやれ， ス ミスさんよ，天使を見せて

くれ」， 「きさま，啓示を ひとつ くれよ」， 「奇跡を見せろ」，

「おい， このキ ャンプにいたきさま らの仲間 の囚人を きの う

奴 の家に連 れて行 って な，炉 の上 に下げてあ った ライ フルで

脳天をぶんな ぐった らよ， そのまます っとおだぶつ寸前 さ，

醐，＝．・ 二｝腫ｈ．こ亀 Ｌ



何か言 って奴をなおしてやれよ，そうすりゃ信じてやるぜ」

「それか ら，てめえらが使徒とか神の人だったらよ， 自分で

逃げてみな，そしたらおれたちゃモルモンになるぜ。」』後は

呪いと漬神の言葉の連続であった。そして娘や人妻を暴力で

辱めたといや しい自慢話の長冗舌など，その多ぐはとて も筆

に表わせない。実際彼 らの言葉を書 こうとして も，そのまま

あか らさまにはとても書 く気になれない。そうしてそのひど

い一夜は過ぎて行った。朝が来 る前に別の人たちが何人か連

れて来 られたが，その中にアマザ ・ライマン兄弟がいた。…

それから私たちは，全軍隊の指揮下に入ってファーヴェス

トへ向かった。そして公共広場ぞ休止 している間，私たちは

護送兵をつけて，衣服の着換えと家族に最後の別れを．しに行

く許可を もらった。囚人として ８．５キロ離れたジャグソン郡

に出発するためであった。 一

それは何よりもつらい経験であった。 ２， ３人の兵士につ

き添われて，我家に向かうとき，冷たい雨が降 りしき．ってい

た。小さな小屋に足を踏み入れると，妻は熱病で床に伏 して

いた。妻はそれまでかなりの間病気で寝ていたのである。妻

は ３ヵ月になる息子のナサンを胸に抱き，わきには５歳の娘

がいた。そのベ ッドの足の方には，陣痛に苦 しむ婦 人 が い

た。彼女は夜中に家を追い払われて， ３メー トル四方の私の

小屋に急場の宿をとったのである。私たちのそれよ．り大きい

家はすでに壊 されてしまっていた。私はベ ッドに近寄った。

妻はわっと泣 き出した。私はひと言ふた言慰めの言葉をかけ

て，私 と子供たちのために頑張って生きて くれと言い，何年

離れようと，また必ず会えると話 した。妻は頑張って生 きま

すと約束 して くれた。私はそれか ら小さな子たちを腕に抱い

てキスをし，家を出た。

それまで，私は涙を押えてきた。 しか し食料も燃 料 もな

く，不毛の草原で家 も奪われ，助ける人とてな く，人間らし

さのかけらもない無法者の中に放置された寄るべのない家族

を見て，しかも冬が近いというときに，どうやって耐えろと

言 うのだろうか。

「さあ
， 自由 の身 に な るん だ、

こうして囚人としてではありながら，暫時自由を許されて

移動 しているときであった。ある朝起 きてみると大雪で，そ
を

っと歩いて出ると宿舎から．こちらが見えなかった。だれ も私

に気づいた気配がな く，「呼びとめ られ もしなかったので，私

は冒険 してみようという気になった。町を東に向かって歩い

てみノこが，だれ も私に気づかなかった。それか ら野原に出て

も，まだ見つか らなかった。 １キロ余 り歩いてから森に入っ

た。まわりは薄暗 くし一んとして，そばには人っ子ひとりお

らず，天は降 りしきる雪にけむって，どんよりと鉛色であっ

た。足跡は雪に消されて，私は自由の身であった。東の諸州

へ通じる道はよく知っていたし，逃亡を邪魔するものは何 も

ないと思われた。自由への思いに胸は高鳴り，妻や子供や家，

自由，平和，法 と秩序の地 といったものがみな次から次へと

心に浮かんだ。自分は別の州に行ける，家族を呼び寄せ，そ

ろって幸せに生活できるのだ。

さもなければ，私は，．法がすべて死に絶えた州の囚人なの

だ。いつでも裁判なしに撃ち殺される状態で，凶悪な刺客に

命をつけねらわれるのだ。刺客 らはすでに公職者の誓いをす

べて破 り，名誉に関わる原則のすべてと，人間性までも踏み

にじっていた。すでに老人や無力な女子供の血に染まった手

が，私の背後に迫 っているのだ。クル ッキ ド川の戦いの結果，

命を守 り抜き，市民を暴漢や盗賊の手から救い出した勇敢な

愛国者たちは殺人者呼ばわりされ，一方で盗賊たちは義勇軍

に加わっている始末だった。

逃亡すれば自由であった。戻ればクラーク将軍のもとに送

られ，殺人者たちを陪審員，死刑執行人 として極刑に処せ ら

れるであろう。

「さあ，自由の身になるんだ／」 誘惑する声がささやい

た。

「いや，逃げない。」 私は言 った。 「ジョセブ兄弟 と仲間

が敵の中にいるうちは決 して／ 私が逃げれば，敵はどんな

苦難の嵐を，あるいは死 という災難をも，彼 らにあびせかけ

るかも知れない。」

私はきびすを返す と， もと来た道をたどり，私がいないこ

とを気づかないうちに宿舎に入った。服 についた雪を払って

いると，番兵 とジョセブ兄弟か ら，どこへ行 って来たのかと

尋ねられた。 「私はちょっと運動を しに」と返事をした。１ρ

どい嵐の中の散歩がちょっと話題になっただけで，話はそれ

っきりになった。

捕虜となっていた間中，私たちの心の支えとなったものが

ひとつあった。それは，主がジョセブ兄弟に与えた言葉であ

る。すなわち監禁中，私たちの命は守 られ，ひとりも欠ける

ことがないというものであった。私は荒野の中で行 くか戻る

か思案 していたときにそのことを考えた。そして次のような

考えに打たれたのである。 「自分の命を救おうと思 う者はそ

れを失い，わたしのために自分の命を失 う者は，それを見い

舵 すであろう。すなわち永遠の生命に至るであろう。」

２０９



「柔らかな手が ．．

私の手の上に置かれた

ような気が した１

・私だちはこうしたつらい境遇め中で；』長 くうっとうしい冬

を過ごした。捕虜にな’らないですんだ私たちめ仲間は州の外

に追放され，家や財産をな くし，命を失・５た者 も多 くいたｂ
「数千の人々がイリノイ州に追われた

。 ．』ｒ ．「「

妻は獄中め私を何回が訪問 して くれだが，ついに州当局の
一定めたモルモン教徒退去の期限が切れ

，遅れて残っていた私

の妻子その他数名は，強制追放と死のいずれか二者択一を迫

られた。

友も証人 もおらず，いやたとえいたとしても，婦女子を追

いたてて殺しかねない 「ガデアレ トン強盗団」．や殺入者たち

に審かれるのだから，有罪を言い渡され，処刑されるに決ま

つていた。妻子が夫や父の保護なしに見知 らぬ土地をさまよ

っているというのに，ここにぐず ぐず悲惨な生活を送ってい

ることは，死んでも死に切れない思いであった。

こんな状況の中で，希望と絶望の間を行きつ戻 りつしなが

ら断食と祈 りの数日を送ったが，その間，心を深 く傾 け．たひ

とつの問いがあった。たったひとつのこと，それだけが心を

占めていた。 もし地上の人間に語 ったことのあ る神が天にお

られるとすれば，私 は神か らこの質問の本当の答えを知 るこ

とができると思われたのである。どれだけ耐えな’くてはなら

ないのかというのではない，自分がいつどのよ．う、にして解放

されるかといケのではないこそれはただ次のごとであった。

すなわち自分は，．いつかどれだけ先になってもよい，それま

でどんなに苦 しい目に遇ってもよい，自分 は二体この世で再

び自由になって，かつてのように愛する妻や子供たちとまみ

え，自由に外を歩 き，人なかに住みヨ福音を説 くことができ

るのだろうかということであった。 ．

それを確信させて下さい。私は願った。そのためにはどん

な苦労もいとわない。、地球を一周し，’アラ ビアの砂漠を横断

し，荒涼たるロッキー山脈を彷裡するこども，切なる望みを

遂げるためには，もしい くつかそれが確信できさえするなら

ば，ものの数ではなかったσ．断食 と祈 りと，それを主に尋ね

求めた数日の後，私は早い時刻に，，．孤独な寝室にひとり退い

た。他の囚人たちと番兵が，．獄屋の上の部屋で雑談 しなが ら

退屈をしのいでいる間，私は静かに横になり，祈 りの答えを

求めた。すると突然，みたまに捕えられたような気がして，

２１０

も

自分を囲む外界の事物が心に入らな くなっだ。天国の平安 と
．安
らぎが私め胸にしみ通り，『霊の世界か らひとり．め人が訪れ，

愛の笑みをたたえ∫この上ない愛と同情のこも６た哀れみの

表情を豊かに表わして）私の前に立った。柔 らかな手が私の

手の上に置かれたような気が した。また輝 く頬がやさしく「温

かく私の頬に触れた。澗 き慣れた声が私に挨拶 したｂ．私はす

ぐにそれが若かりし時代の妻の声であると知った６妻な ２年

近 く前から，悪人に苦 しめられることもなくわず らいもやん

だ地にう安らかに眠っていたのである。私 は，妻 とまみえ，

私の問いに答えるためにつかわされたことを悟った。

一それを知った私は二心に問いかけた。 「「私はこの世でいつ

、か再び自由になり，，ゴ塚 族や聖徒たちと会い，昔のように福音
’を説 くことができるのだろうか

。」 彼女はためらいなぐはっ

きり 「はい」 と答えた。私はそのとき，自分はそれを知るだ

けで充分だと言 ったことを思い出した。 しか しそのとき，私

はもっと知 りたいと思った。

そこで次のような問いが口をついて出た。 「どのように，

どんな方法で，あるいはいつ逃れることができるのか，教え

てほ しい。」 彼女は答えた。 「それはまだ知 らされておりま

せん。」 私はただちに，そのような質問をして，自分の約束

と信仰以上のことをしてしまったと感 じ，今は最初の質問の

答えに満足すべきだと思 った。

妻のやさしい霊は私に別れを告げて退いた。私は我に返っ

た。番兵たちの隠うつそうな話 し声 と年寄 りの背教者の口論

とけんかの声が耳に入つたが，私の心には天国と希望があっ

た。

「イ エ ス ｒキ リ ス トの 御 名 に よ り，

ゴ ．． 起 き て 歩 げ』

次の話は予言者とプラット長老，および他の人々が ミズ

ー リ州での不当な監禁を解かれて，イリノイ州で聖徒たち

と再会したあとの出来事である。 ’

私 た ちは クインシーの１０キ Ｐほど北 にある新興 の町 ノーブ

ーに移 った
。 ここ．に，ジ ョセフ・ス ミス大管長 とミズー リの迫

害の嵐 に生 き残 った大勢 の避難民が住 んでいた。 ノーブーは

．すで に四散 した聖 徒の集 合地 に指定 されてお り，多 くの家族

が野外や木の陰や テン トや幌馬車 な どに陣取 って いた５数 少

ない古 びた建物を購入 した り借 りた りして使 って いる人々 も

あった。 また ある人た ちは ミシシッピ川 の対岸 のモン トロー



ズという所に幾つかある，以前は軍人のバラックに使われて

いた古い丸太小屋に住んでいた。

迫 害にさ．ら．され辛苦をなめてきたせいで；病気が蔓延 して

いた。そこか．しこ，ど．こを見ても半数を越す人たちが，．悪性

ρ熱病や悪寒などにさいなまれそ炉だ。
丁靴 ちは縮 し嫡 籾諸 るところひと殉

い露天生活を

した。私 は こ．こで ジ ョセブ ・ス ミ系兄弟 に会 った。前年 の．リ

ッチ．モ ン ドのねつ造裁判以来の対．面であ つた．。再 び 自由な人

間 として互 いに抱 きあった私 た ちは，涙 を禁 じ得なか った。

私 たちは 「いと高 きところにホザナ」 と心に叫び，去年 の秋

ミズー リ州 ジ ャクソン郡 に護送 された ときに， しもべであ る

ジ ョセブに告げ られた言葉が成就 し，私 たちを 自由に して下

さった神 をほめたたえた。ジ ョセブ兄弟は，決 して忘れる こ

とので きない温かい同情 と兄弟の親切を もって，私 を祝福 し

た。私 は ここで．ハイラム ・ス ミスや投獄時代の仲間たちに も

会 った。言葉で は決 して言 い表わす こと．ので きない喜 び と満

足が，互 いの内に燃 えた。私 た ち の 予言者，．大管長の両親

も，胸 い っぱいに喜 びの涙を流 して祝 って くれた。ふた りは

私 の手 を取 って子供 のように泣 いた。あ あ，そあ涙 は， フ ァ

ーウェス トで人間 の姿を した鬼 どもに引 っ立て られて行 く私

たちを見送 ったときの悲 しみの涙 と，何 と違 ってい ることだ

ろうか。

うれ しい再会 に心 の丈を出 し尽 くして ほとぼ り が さ め る

１と，私 はジ ョマフ ・ス ミスに同行 してボー トで ミシシ ッピ川

を渡 り， モ．ン．トローズの友人た ちを訪 ねた。そ こでは多 くの

人が瀕死 の床 に臥 して いた』 その中 には，１８３７年 にニ ュ」 ヨ

ー ク市 で一緒 にあの目ざま しい働 きを
．した旧友の，主の しも

ベエ ライジ ャ ・フォーダムがいた。彼は その とき不治め熱 病

しようすい

で危篤状態に．あったあ憔悸 して言葉もな く，足は湿布され，

目は落ち くぼんでいた。骨ばか りにやせて死の影が射し，屍

とほとんど見分けがうかなかった。彼の妻はその体にとりす

がって泣きな．が ら，埋葬の衣装を用意 していた。

ジ ョセブ兄弟は彼の手を取 り，いかにも死者を生き返らせ

るかのように気迫をこめた一声で， 「フォｒダム兄弟，イエ

ス ・キリネ トの御名により命じる，起きて歩げゴと叫んだ。・

家から家ぺ近所全体に聞こえるほどの声で，まるで獅子の吠

え声か落雷の音のようであった。すると即座にフォーダム兄

弟が死の床からはね起き，足の湿布 と包帯をひきはがし，手

伝う暇も与えずにさっさと自分で服を着たのであった。……

少し食物をとってから，私たちに同伴 して家々をまわっては

弛 人の世話をし，彼 らのために一緒に祈った り儀式を施 した

りしたのであった。その間人々は私たちのあとに続き，喜び

之驚嘩をもゲ◎申を営め孝たえた。向じようにしそさらに何

人かが声をかけ られ， いやされ た。 ．、 ．ノ、一

「親は毎日め子供に対する接し方で，子供
が自己の姿を心に形成していぐ素材を提供し

ているのです。両親の言葉や動作が，その子

の絵姿をはちき．り伝えます』子供が本当の自

分の姿を建設的な姿勢で心に形成できるよう

に助けてあげれ鴎 ．その子のため，．心の健康
のためになります。」

子供に
「で き る

、

という気持を

膨 ．ヱ

ダ ニ ラ ・ラ ー セ ン ・ハ ン ク ス

「ボ ビーにだ らしのない怠け者

だ と言 った ところでぞ清潔 好きな ．

てきぱき した男の子にはな りませ

ん。ボ ビーは自分をだ らしない怠 、

げ者だ と思い始めて，かえ って良

ヒない習慣 が助 長され ます。」

８歳のビリーは，家族でハイキングをしていて，うっそうたる松

の木の間をζちらに駆けて くる大きな黒い犬に気がつきました。ピ

リーは 「熊だ，熊だ／」と叫んで逃げま．した。その恐がりようとい

ったら，まるで本物の熊に出会ったときのようで した。ビリーはそ

うだと信 じ込んだ通 りに反応 したのです。それはどの子供にも言え

ることです。

子供が本当だと信 じているものは，子供にとって現実なのです。

自分はこのような存在だと信 じ込んでいる姿が，その子の行動を決

めていきます。本当の姿を自分の姿として信じるように親が手伝っ

てあげると，子供の心は健康にな ります。

子供の進歩を阻害するものの多 くは，聞違った自分の像を信 じ込

んでいるところからきています。それが不適当な行動を引き起 こす

のです。 もしジュリー という子が自分は愛されていないと思い込む

なら，本当は両親かち深 く愛 されていたとしても，愛されていない

ように振る舞い，み じめな思いをするζとで しょう。．子供は，自分

が信 じ込んでし．・る自分の姿が本当かど．うかなどと考えた り しませ

ん。ただその自分の像が正 しいとして，．反応するだけです。もしジ

ョニーが自分はばかだと信 じていれば （たとえ将来天才になれるほ

どの知能指数があって も），その否定的な感 じ方は，．彼の行動を制

約します。 自分はばかだと感．じているために，頭脳を働かせようと

しないがもしれませんし，できないと恐れて しまうて，本を読む気

にさえなれないかもしれません。ジョ．ニーは無意識の中に，．「しな

ければ失敗 もしない」 と思 うようになるで しょう６

親は毎日め子供に対する接 し方で，子供が自己の姿を心に形成し

ていく素材を提供 しているのです。両親の言葉や動作が，その子の
　ピ

絵姿をはっきり，伝えます。子供が本当の自分の姿を建設的な姿勢で

心に形成できるように助けてあげれば，その子のため，心の健康の

ためになります。 これはすべての両親が望んでいることですが，知

らず知 らずに否定的な姿を植えつけているのは一体どうしてなので

．しょうか。

もっと良くしようと欠点を指摘することは，だれでも．しています

が，それが否定的な自己の姿を植えっける主犯です。ボビーにだら

しのない怠け者だと言 ったところで，清潔好きなてきぱきした男の

子にはなりません。ボビーは自分をだらしない怠け者だと思い始め

て，かえって良く．ない習慣が助長されます。子供は，非難されたり
．人前で恥をかかされたりするととて も傷つきます

。．それなのに，親

はよく，．子供の性格や行動の悪い点をことこまかに指摘することが

自分の責任であ．ると思い込んでいます。批判ばか りする土司の下で

働いたことのある人は，１ぞういうことの劣かさをよく知 っているで
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しょう。．ひと．言もほめず，失敗や手抜かりはさっそ く指摘するよう

な上司を持 った部下は，意気阻喪 し不幸に感じるだけで，仕事も長

続きしないで しょう。あなたはどんなに小さいことでも良恥実績牽

認めてあげることによって，部下にも自分の子供にも進歩を促 し；．．

彼 らから協力を得ることができるのです。いつも否定的なご．とだけ

を目に留めていたら，失望 と落胆が広がるばか りです。

もしあなたがあら捜 しする親であった ら，自分を弱点の面からし

か見ない子供ができあがるかもしれません。ハイム ・ギノットは，

「親子の間柄」（β疏〃６㈱ 」％７θ窺 σπ６伽 ＪＪ４）という本の中でこう

言っています。 「子供は無器用だと言われた ら，最初は 「違．う，無

器用じゃない』と抗議するかもしれない。 しか し，そうこうするう

ちに親を信 じて，自分を無器用な子供だと思い込むようになるこ之，

があまりにも多い。その子はたまたま倒れたりつまずいたり．すると

大声で自分に言うかもしれない。 「お前はどうして こんなに無器用

なんだ」と。そしてそれから，自分は無器用だからできっこないと

考えて，機敏 さを要することは避けるようになるかもしれない。」

（ニューヨーク，マクミラン社，１９６５年 Ｐ．４７，４８〔英文〕）あなた

の子供は，普通あなたの言葉を信じるものです。

ミッキーにいつも，あなた．は家族

ほめ言葉が効果を上げるにば，子

供が真剣に努力 して成 し遂げた こと

だけをほめなければな りまぜん。申

し分のない性格だ と言われて も，そ

れがお世辞だ とわかればいい気持は

しません。 これは大人で も子供 で も

同 じことです。両親が子供の行ない

を正直に正 しくほめたな ら，子供 は

自分について積極 的な良いイメージ

を持ち，それはやがて健康な心を育

む礎 石 となるで しょう。子供 が自分

について良いイ メー ジを抱 くよ うに

導いて下さい。それは取 りも直 さず

心の健康な幸せな入 生を築 く助 け と

なるか らです。

のやっかい者だと言 ってごらんなさ

い。彼は．自分は期待 されていると

ばかりにもっといろいろな問題を引

き起こすことでしょう。自分を正直

だと思っ．ている人が嘘をつ い・た．と

き，自分ちしくないと不自然な感 じ

をぬぐいきれないように，ミヅキー

もおとなしくしているなんて，自分

はこうだと信 じている姿 に．合 わ な

い，そんなことできないと感 じるか

もしれません。

自己を否定的な目で見る子供の心

には，深刻な葛藤が生 じます。 自分の不従順な態度に良い気持を感

じることができなくて，いつも自分に不満があるのです。 しかもそ

の自分の姿が本当だと信 じ込んでいる限 り，変わる見込みはありま

せん。 このように間違 って信 じ込んだ自画像は，子供の変化成長を

妨げます。 「悪い」子供の反抗の多くは，そこから生 じた不満が原

因となっています。子供たちは意識の底で，自分に悪いことを期待

し，事実そう思い込ませた周囲の人たちを恨んでいます。

こうして，子供は自分はこのようだと信じている姿に生き写しの

人間になっていきます。信 じ込んだ ことがどんなに間違っていても，

ただそうなる以外に道はないのです。有名な作家のマックスウェル『

・アルッは言 っています。 「自分は ｒ失敗するタイプの人間』であ

ると考えている人は，たとえ機会がめ ぐってきても，しかも本人に

誠意 と意志が充実 していて も，あれこれするうちに結局失敗してし

まう。」 で も幸いなことに，この逆もまた真な りです。自分は 「成

功するタイプの入間」であると信 じている子供は，障害になること

や不利な点があっても，成功への道を捜 し出します。

親はどのようにしたら，自分の良い姿を信じるように子供を励ま

してあげられるで しょうか。子供はあなたから張られるレッテルを

大体何でも信 じるで しょう。ですから良いレッテルと良い思い，良

い感情で，その子に良い影響を及ぼすことができるのです。 もしマ

ー クが算数の問題に苦労 していた ら， 「これは難しいわね。でもあ

なたは難 しいことを解 くのが得意ですもの。あなたが歩き始めると

き，一生懸命だったのを思い出すわ。何度転んでも絶対やめなかっ

たのよ」と言 うとよいで しょう。両親はこのような機会をた くさん

見つけて，良い特性を伸ば してあげることができます。

また，小さなことで成功する機会を作って，子供を心からほめて

あげることも役に立ちます。もしスージーが料理に興味を示したら，

簡単にできるサラダやホットケーキの作り方を教えて毒げます。そ
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して上手にできたとほめてあげれば，スージーは 「できる」 という

気持を感 じて，もっと難 しいことをしてみよう呂 ・う自信をつける

で．しよう６：ゲ ．． ’ 「 ．．．『『 ．．「

もしマイケルが絵が好きならば，いろいろな材料を与 えて，．彼の．

努力を認めてあげて下さい。ジェー ンがひとりで服を脱いだとき，
’ジ
ョージが言われなくてもごみを拾ったとき，バー トが宿題を上手

．に仕上げたとき，ちょっとひと言ほめてあげて下さい。

悪いことを叱るより，．良い行ないを強調すξことで，子供の力を

増し，進歩成長を助けることができます。 ４歳のデビーが自分で布

団を敷 く練習をしているとします。２０分 もシー ツで悪戦苦闘 して，

片方の しわが伸びたと思うと片側にまたしわが寄るといった具合で

す。．そこ．でもしあなたが 「デビ「，頑張 ったわね。ほらこっち側は

こんなにき．れいよ」と言って，しわが寄 った側のことは何も言わな

けれほｒ．次ρ晩は率先して布団を敷き，気持よく練習牽続けて上手

になってい くでしょう。ところが， 「そ．うねえ，まあ上手ね。でも

この：しわを見てごらんなさい。もっと練習 しなくちゃ。．」と言 った

り１・斡導に水が吸し〕込まれてい くよう

！こ芝．熱意けさあてしまうでしょう。

しが し，．．ほめ言葉の全部が全部役立 ｒ．．

・うわけではありません。頭をなでられ，

あ：な咋１ま本当に天使みたいな子だわと

言われた途端に，．態度が悪 くなる子が

い．るかも．しれません。ほめ言葉が効果

．を上げるに．は，子供が真剣に努力して

成 し遂げたことだけをほめなげればな

．りません。申し分のない性格だと言わ

れても，それがお世辞だとわかればい

い気持はしません。 これは，六人でも

．子供でも同じことです。．自分の欠点は’

よく承知しているので，それを知 らせ

ようと最低の自分をあからさまにした

い衝動にかられるかもしれません。

ですから，ジミーが庭掃除をしたら，

庭がどんなにきれいになったか，どん

なによく働いたかをほめて下さい。 ジ

ミーは良い子だ，何と役に立つやきし
．
いかわいい子だ，とは言わないことで

す。正しいほめ言葉を聞くだけで，

「自分を 『成 功するタ

イ ナの人 間』 と信 じて

いる子供 は，障 害にな

る ことや不利 な点が あ

って も，成功へ の道を

捜 し出します」

幽

・鷲

藩 藷

灘

ジ ミーは自分の性格について積

極的な良いイメージを持つことができるでしょう。ほめ言葉を裏切

らずに頑張らなくてはという重圧感や，いつも良い子なわけではな

．いこ．とを見せ るんだ，という気持を感 じさせることな く。

もちろん，時には失敗を指摘することも必要で しょう。デ ビッド

が畑仕事を手伝っていて，じゃがいもの種いもを上下さかさまに植

えたら，間違いを教えてあげなくてはいけません。 しかし，このよ

うにしなくてはだめだとだけ，具体的に教えて下さい。その子の性

格 まであれこれ言ってはいけません。 「なんだ，間抜けだな，全部

違 ってるよ」ではなく，ただ 「じゃがいも１さ芽か ら伸びていくから，

芽のある方を上にしなくちゃね」 と言 うのです。正 しく植えたら，

よくわかったねとほめて下 さい。

両親が子供の行ないを正直に正 しくほめたなら，子供は自分につ

．いて積極的な良いイメージを持ち，それはやがて健康な心を育む礎

石 となるでしょう。子供が自分について良いイメージを抱 くように

導いて下さい。それは取 りも直さずジ心の健康な幸せな人生を築く

助．けとなるからです。．

ハンクス姉妹はスペインから帰国してまだ間もない。夫君の仕事

でスペインに潭 り，姉妹はＭ ＩＡや初等協会で活躍した。二児の母

親である彼女は，現在プロボ北ステーキ部プロボ第１８ワー ド部に所

属している。
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家のわ きの 日かげで， ア ロンは足 を投げ 出 して，一生 けん

めいみつばちの巣箱 のわ くをみが いて いま した。古 いみつ ろ

うをす り落 としてわ くをなめ らか にす るのです。みつ ろうと

い うのは， みつばちの巣 を作 って いるもので，六角形 を した

ものがた くさん ついて います。 これは働 きば ちが作 り， この

中にみつをためて おきます。

「アロン！」 お父 さんがよびなが ら， お兄 さんのジ ョーと

しばふの上を歩いて きま した。 「お母 さんをむか えに，町ま

で行 って こようと思 うんだが 。」

アロンはあわてて とび起 きて言 いま した。 「ぼ くも行け る

の ？」

「いや， わ くのそう じを終わ ら して もらいたいんだよ。今

年 の巣分れが もうす ぐくるだろ うし， そ うすれ ば巣箱が いる

か らね 。」

「巣分れ のときは
， ぼ くも手伝 って いい ？」 アロンはき

きました。

「もう少 し大 き くな ってか らだな
。」 お父 さんはそ う言 っ

て，ほほえみま した。「は ちがいな くなった らこまるか らね。」

「わか った よ
。」 家族 に とって， はちが どんなにた いせつ

な ものかを知 っていたア ロンは， それ以上何 も言 いませんで

した。夏 にな る前，胴枯れ病 のために， お父 さんが作 った と

うもろ こしが半分 もだ めになって しま ったので， はちみつを

売 ったお金で生活 しな ければな らなかったのです。

もう手伝え るの になあ。 これまでお父 さん とお兄 ちゃんが

働 くのを何度 も見 てきた し。

お兄 ちゃんがい るか ら……， ぼ くはいつ も子 どもに見 られ

て，何 もさせ て もらえないんだ ／ アロンは こう 思 い ま し

た。 わ くをきれ いにで きるのに， どうしてみつば ちの手伝 い

をさせて くれ ない のか， アロンにはわか りませんで した。

お父 さんとお兄 さんが古い トラックに乗 って 出か けると，

アロンはまたわ くを こす り始 めま した。 わ くが きれ いになる

と，腕 にかかえて巣箱 がおいてある畑 にそれ を運 びま した。
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アロンが畑のすみで，か らの巣箱にわ くを入れていると，

みつばちがあちこちか らぶんぶんと飛んできました。もうひ

と山でわ くのそうじが終わるぞ！

最後のわくが終わったので，それを畑に運んで 行 き ま し

た。そのとき急にアロンは立ち止まって耳をすましました。
メ　ヒ

み つばちのぶ んぶ んとい う音が，いつ もよりも大 きいよ うな

気が した のです。

「巣分れが始ま るのか も知 れない
。」 そ うつぶや くと， ア

ロンは巣箱 に走 って行って，ひ とつひ とつ を調べ ま した。

は じめのは どれ もだい じょうぶで した。 みつばちは元気 よ

く静かに， 巣箱 か ら出た り入 った りしていま した。 ところが

三列 目の終 りに きた とき，ア ロンの思 った通 りのことが起 こ

りま した。 みつばちの群 れが金色 の糖みつ のように，巣箱の

片側 か ら流 れ出たのです。

「巣分れ が始 まるんだ ！」

ア ロンは手 をか ざ して道路を見 おろしま した。 しか しお父

さんが帰 って くる気 はい は全然 ありません。それ に ア ロ ン

は，み つば ちは新 しい女王が誕生 す るといつで も，巣 分れ し

て しま うことを知 っていま した。

アロンは物置 きに走 って行 って，す ぐに巣箱 にかぶせ るお

おいを持 って きま した。四角な白いふたをかぶせて いるアロ

ンのま上 を，はちが茶色 い雲 のよ うになって飛 んで い くのが

見えま した。

ア ロンはがっか りして， みつ ばちが物置 きのそばのやな ぎ

の木に向かって行 くのを じっと見て いま した。みつば ちた ち

はそ こで速度 を落 と し， しば らく空中を 回っていま した。 そ

れか らやなぎの枝 におちつきま した。

みつばちをつか まえる機会 はまだ ある， とアロンは思いま

した。 ただひとつ の方法が残 されていま した。それは， ア ロ

ンが巣分れ したみつば ちを移す ことで した。

そこで アロンはみつば ち飼いの道具 がおいてある物置 きに

行 って， お父 さんの仕 事着を引 っぱ り出 しま した。す そとそ

で をま くり上 げ，足 首や手首か らはちが入 らないよ うに， ひ

もで しば りま した。帽子は アロンには大 きす ぎるので，ふ ち

が肩 まで さが っ．ていま したσ それか ら急 いで ネッ トを首の ま

わ りと， え りの上 にまきま した。 そ しての こぎりを こわ きに

２１４
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かか えると，やな ぎの木 に向かいま した。

アロンは，急いで木を切 り始 めま した。木 を切 ってい る問

はちが にげ出 さない ように と，そればか りを願 っ て い ま し

たｏ

アロンは切 った木 がたおれ ないようにささえなが ら，巣箱

のほ うに運 びま した。

こんな近 くで巣分 れ したはちを見た のは， これがは じめて

で した。巣分 れ したはちは，巣を守 ってい るは ちほ どは ささ

ないけれ ども，働 きばちはおどろいた り女王 ばちか らはなれ

た りす るとよ くさす ことが あるとい うことを，知 って いま し

た。

歩 いて いるさい中，一ぴ きのは ちが 帽子 の ネッ トの中 に入

り，首 のまわ りでぶんぶんいい始 めま した。枝 を投げだ して

帽子を とって， はちをおい出 したかったのですが， そんな こ

とを した ら，巣 分れ のは ちが どこかに行 って しまうことを，

ア ロンはわかっていま した。

アロンは畑を横切 って巣箱 の方 に歩 きなが ら，首ρまわ り
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でぶんぶん して いるはちのことをわすれよ うとしま した。す

ると， もう一ぴ きが首 の中 に入 り，何 もおおわれていない と

ころを見つけ出 して， ち くりとさ しま した。

さんざんな目にあいなが らもアロンは， それで も歯 を くい

しばって，巣分れ のはちを巣箱 の上 に静 かに もどしま した。

はちが また動 き出すか もしれない ことを知 って いたので， ア

ロンははちが巣箱の中 の方に入 ってい くまで， じっ と見て い

ま した。

それか ら，枝 をそ っと動か して，巣箱 にふたを しま した。

へ とへ とにな った アロンは，物置 きに行 って お父 さんの仕事

着をぬ ぎま した。す るとはちにさされ たところがひ りひ りし

て きま した。ち ょうど着が えが終 わったとき，声が したので

見上げ ると，物置 きの入 口にお父 さんとお母 さんとお兄 さん

の ３人が立 っていま した。

「ま あ， どうしたの， アロ ン？」 お母 さんが聞 きま した。

「さされ ちゃったの」 アロンは答えま した。 「ずい分おそ

か ったけ ど，荷 かあったの ？」

「事故 にあった人を助 けて いたの よ。」

「巣箱 か ら出す のは待 ちなさいって，何度 も言 っていた ろ

う。」 お父 さんはきつ く言 いま した。

「ぼ く，待 って いた んだ よ。 お父 さんた ちが早 く来ないか

なって 。」ア ロンは言 いま した。「だけ ど，巣分 れ しち ゃった

か ら，帰 るのを待 って いた らは ちが どこかに飛 んで行 って し

まう と思 って。それで ぼ くが新 しい巣箱 に移 したんだ よ。」

「み んな ひとりでや ったのかい ？ した こともないのに，

どうや って ？」

「だ って， お父 さんた ちがす るのを何度 も見 てきた もの。

ぼ くにはで きない と思 っていたんで しょ。」

お父 さんは新 しい巣箱 を調 べ終 わる と言 いま した。 「よ く

や ったね。 もうおまえは立派 なみつばち飼 いだね。 これ か ら

は手伝 って も らうことに しよう。」

「ほん と，お父 さん。」 アロンは大喜 びで言い ました。「で

も，ぼ くにち ょうどいい仕事 着が必要 になるね。」

アロンははれあがった首をなでなが らにっ こりしま した。

２１５



イエスさまが天 にのぼ って いかれ ると，で した

ちは， よろ こびなが らエルサ レムに帰 って きま し

た。 イエスさまは，ふ っかつな さったのです。

その ころ， １２０人 ほどのイエ スさまので しがあ

つ ま って いま した。 その 中でペ テロは い い ま し

た。 「わ た したちは，キ リス｛トを う らぎったユダ

のかわ りに，新 しい しとをえ らばな ければな りま

せ ん。 イエスさまが ヨハ ネか らバプテ スマをお う

けにな って か ら天 にのぼ られ るまで，わた したち

とい っしょにいた人 の中か らひ とり， イエス さま

のふ っかつ のあか し人をせん にん しな ければな り

ませ ん。」

そ こで， そ こにあつ ま って いた人 々は，バルサ

バ とよばれ た ヨセ ブとマ ッテヤというふた りの人

をえ らびま した。 そ して，みんな いっ しょに， こ

のふ た りの うち， どち らが しとにな るのがよいか

お しえて ください， と神 さまにいの りま した。

おいの りのあ とで マ ッテヤが しとにえ らばれ ま し

た。

ペ ンテ コステの 日がきて，ユ ダヤ人た ちが しゅ

うか くをいわ って いる ときに， しとた ちはあつま

って， しゅうかいをひ らいて いま した。す るとと

つぜ んはげ しい風 のよ ラな音が天か ら聞 こえて，

しゅうかいを して いる家 い っぱ いにな りひび きま

した。 そ して， したのような ものがほのおの よう

にわかれ てあ らわれ，ひ と りび と りの上に とどま

りま した。 しとた ちはせ いれいにみた され， いろ

いろな国の ことばで はな しはじめ ま した。
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この音 は町 中にひびきわた ったので，大ぜ いの

人 が， しとたちが しゅうかいを してい る家 のまわ

りにあつ ま って きま した。 しとたちは， あつ ま っ

て きた大ぜ いの人 々に， イエス さまのみわ ざや，

ふ くいんや， イエ スさまのふ っかつについてはな

しま した。

その ときのエルサ レムには，，いろいろな国のい

ろいろな ことばをはなす人 々がす んでいま した。

しか し， しとたちはせ いれ いの力によ って はな し

たので，すべての人 々が， そのいみ を りか いす る

ことがで きま した。 その ことばを聞 いた人 々はあ

っけに とられ ていま した。 そ して，人 々はつ よ く

心 を さされ， 「き ょうだ いた ちよ， わた したちは

ど うした らよいので しょうか」 と しとたちにたず

ねま した。

す るとペ テロは こうこたえま した。 「くいあ ら

ためな さい。そ してあなたがたひ とりび とりがつ

み のゆ る しをえ るために， イエス ・キ リス トの名

によって，バプ テスマを うけな さい。 そ うすれ ば

せ いれ いのた まものを うけるで しょう。 このや く

そ くは， あなたがた とあなたがたの子 どもにあた

え られて います 。」

そ して，ペテ ロの ことばを うけ入れ た人 々は，

よ ろこんでバプテスマを うけま した。 この 日に，

だいたい ３，０００人 の人が き ょうか いに はいりま し

た。

ペ ン テ コ ス テ の 日

しとぎ ょうでん １，２ し ょうよ り

２１７
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１１

１， ク リス チー ナ ・カ ル ドナ ・マ ル チ ネ ス

１０歳 バ ル セ ロナ ， ス ペ イ ン

２， マ ル タ ・カ ル ドナ ・マ ル チ ネ ス

５歳 バ ル セ ロナ ， ス ペ イ ン

３， ホセ ・ル イ ス ・マ ル チ ネ ス ・ヒル

７歳 バ ル セ ロナ ， ス ペ イ ン

４， ヘ ス ス ・ク ワ ン・カル ドナ ・マ ル チ ネ ス

１０歳 バ ル セ ロナ ， スペ イ ン

５， ウ ェ イ ン ・イ プセ ン

３歳 コペ ンハ ー ゲ ン， デ ンマ ー ク

６， ラフ ァエル ・マル チ ネ ス ・ヒル

９歳 バ ロ セ ロ ナ， スペ イ ン

７， ア ドル ポ ・ガ ル リガ

８歳 バ ダ ロナ ， ス ペ イ ン

８， マ ヌ エ ル ・ホ セ ・パ チ ェ コ ・ラ ミネ ス

５歳 バ ゴ ， ス ペ イ ン

９， ヒル ベ ル ト ・ロセ ル

９歳 モ ンガ ト， ス ペ イ ン

１０， フ ラ ン シス ・ハ ビエ ル ・メサ ス ・ペ レ

ス １０歳 バ ル セ ロナ ， ス ペ イ ン

１１， リデ ィ ア ・ロ セル

９歳 モ ンガ ト， スペ イ ン

１２， カ テ リー ナ ・バ ル ネル

８歳 マ ドリー ド， スペ イ ン

１３， ノ ニー ・レイ ング

８歳 ポ ウ エ ル， ワ イ オ ミン グ

１４， ケ リー ・Ａ ・ス コ ッ ト

１０歳 メ サ ， ア リゾ ナ

１５， ポー ル ・ベ ンサ ム

９歳 ベ ッズ ， イ ギ リス

１６， ジル ・レイ ング

６歳 ポ ウエ ル ， ワイ オ ミング ．．

１７， ガ リン ・イ プ セ ン

１１歳 コペ ンハ ー ゲ ン， デ ンマ ー ク

１８， ロサ ・マ リー ・マ ル チ ネ ス ・ヒル

１０歳 バ ル セ ロ ナジ ス ペ イ ン

２１９
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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第 １４３半期総大会における説教

愛 し合 い，許 し合 い な さい

十二使徒評議員会補助

０ ・ レ ス リー ・ ス トー ン

救い主の教えを心に留め，また救い

主が世の人々に与えられた数多 くの素

晴らしい事柄を心に留めておくことに

より，あらゆる人々はその霊性が高め

られる。救い主は，はるか有史以前 よ

り生きておられた。救い主は天上の大

会議に座を連ね，そこで御父を助けて

もろもろの天を形造り，地を創造し，

人を造 られたのである。

サタンの計画に反対 して，人の自由

意志を主張されたのは，他ならぬこの

救い主であった。救い主は，人に選択

という栄えある特権を与えるよう主張

されたのである。 この特権は，私たち

にとって極めて重要な意義を持つもの

である。

救い主は，時の絶頂の神権時代にこ

の地上で生活された。約束の地に住ま

われたのである。

救い主は努めて人々に教え，また善

き業を行なわれた。人々は，世の富を

得 るためではなく，天の宝を得るため

に， この救い主に従って行った。

救い主は新 しい生活律を 定 め られ

た。それは，互いに’ しムい，越 乙

は敵まで も愛 しなさい，というもので

あった。救い主は私 た ちに，人 を裁 か

ず，人を許 し，あ らゆ る人 に もう一度

機会を与えな さい， と言 われた。　
教義 と聖約 ６４：８－ １１の中で，互 い

に許 し合 うのは私 たちの義務で あ り，

その兄弟を許 さない人は罪に値 し，さ

らに大いなる罪があると，救い主は言

われた。一
救 い主 は，私た ちが社会でお互い に

仲良 く暮 らしてい くた めの，不朽の律

法 を与 えて下 さった。 マタイ ７ ：１２で

次 のよ うに言 われて いる。

「だか ’ “ 々 湿 して ほ

しいと ま 々に その とお

りにせ よ 宝 ’『 “ り預言 で

ある。」

私 たちの中で， この律法 に完全 に従

って生活 している人 は， ご くまれで あ

る。 だが， もし人 が この原則 に従 って

生活 した ら，：地上 の あ らゆ る国 々で直

面 して いる問題 は皆解決 され るで あろ

うとい うことに，疑 いをさ しはさむ人

はだれ もいないと思 う。確か に，私 た

ちが この原則 に従 って生活 し た な ら

ば，私 た ちに対 して罪 を犯 す人 々を愛

し，許 す ことは， い とも易 しい ことに

な るであろ う。

マ タ・ｆ２２：３６－３９に， ひ とつの出来

事 が書 かれて いる。 当時 の律法学者 が

幾人 かキ リス トの もとへ来て，次 のよ

うに尋 ねた。

「『先生，律法の中で， どのい ま しめ

が いちばん大切な のですか 。』 イエス

は言われた，「「一 つ

くし，思 いをつ コ ーた

の神 を愛せ よ。」 これが いちばん大切

．な，第 一のいま しめである。第二 もこ

れ と同様で ある。 「旦齪 う

にあなたの隣 り人を愛せ よ。」」」　
まず私 たちが心 に留 めて おかな けれ

ば な らない ことは，私 た ちの一番近 く

にい る隣 り人 とは私麹 家旋 で

ある， ということで ある。次の隣 り人

とは，隣 りの家 に住 んでい る人々の こ

とで あ り，それか ら同 じ町の人 々， 同

じ市の人々，同 じ地 方の入 々， 同 じ国

の人々，そ して，全 世界の人 々にまで

及 ぶのであ る。いかなる形 であれ，私

た ちが交 わ り，影響 を与 え合 って いる

人 々は，皆 ，私 たちの隣 り＝人なので あ

る。

人 は， 自分を愛す るようにその隣 り

人 を愛 さなか った ら， 日の栄 の国 に行

くことがで きるだろ うか。 イエスが第

二 の戒 めを与 え られ たとき， イエスは

第二 も第一 と同様で あると言われ，ふ

たつの戒 めを繰 り返 されて，次の よう

に言 われた ので ある。 「これ らの二つ

のいま しめ に，律法全体 と 預 言 者 と

が，かか ってい る。」 ・：’

救 い主 は， このふたつの戒めを極 め

て大切な もの とされた。そのために，

他のあ らゆ る律法 と戒 め とが このふ た

つにかかってい るのである。

もうひ とつの質 問を して みよう。人

は，第二 の戒 めに従 った生活 を送 らず

して，一番大切 な，第一 の戒 めに従 っ

た生活 ができるだろ うかｂ 言 い換えれ

ば，人 はその り人 を”さず して，心

をつくして神を愛することができるだ

ろ うか， という ことで ある。

２２１



使徒 ヨハ ネは次のよ うに言 った。

「『神を愛 している』 と言 いなが ら兄

弟 を憎む者 は，偽 り者で 菊る６現に見

て いる兄弟 を愛 さな い者 ほ∴ 目に見え

な い神を愛す る ことはで きない。神 を

愛 する者 は兄弟 をも愛すべ きであ る。

この戒 めを， わた した ちは神か ら授 か

ってい る。」（１ヨハ ネ４ ：２０，２１）

また， ニーフ ァイ第三書１１：２９，３

に臆 ，次の ような言葉が ある。

「ま ことに，，ま ことに汝 らに告 ぐ，１・

争 いを好 む心 あ る者 はわれに属 く者 に

あ らず して悪魔 に属 く者 な り。悪魔 は

争 いを生む親 に して，人 々の心 を煽動

して互 いに怒 り争 わ しむ る者 な り。

見よ，人 々の心 を煽動 して互 いに怒

り争 わ しむ るごときはわが教義 にあ ら

ず。わが教義 はか くの如 き怒 りと争 い

とを止 めよ と言 うものな り。」

これ らの言葉 と他 の もろ もろの こと

か ら，．私 た ちがは っきりと認識 しなけ

れ ばな らない ことは，主 は私．たちが互

いに愛 し合 い，許 し合 うよう望 んでお

られ る， とい うことであ る。私 たちの

高慢を 海さえ，、同胞 との不一致 を解消・

す る ことは，私 たちの義務 である。今 ，

第 ３ニーフ ァイか ら引用 した ように，’，

争 いと議論 とは悪魔か ら出た ものであ

つて，私 たちの天父か らは決 して認 め

られる ことではない。 自分を愛す るよ

うに， その隣 り人 を愛す る ことに．よっ．

て，私 たちの生活 にば大 いなる喜 びと

幸福 が もた らされるので ある。

．キ リス トは罫許 しを実践 された。罪

を犯 した女 の話 を覚 えて い る で あ ろ

う。律 法に よれ ば，：その女 は石で瓢 ち

殺 され るはずで あった。人 々はその女

を イエスの もと今連 れて行 き，、イエス

が どの ようにその女 を裁 くか，見 る こ

とに した。謂 バ ネ ８ ：６，、７に．は，次

の、ように書か起てい．る。

丁彼 らが そう言 ったの は，・イエスを

ため して，訴 える口実を得 るた・めであ

？た。 しか し，イエスは身 をかが めて，

指で地面 に何か書 いて お られた。彼 ら

が間い続 けるので， イエス；』は身を起 ζ

して彼 ら嶋言 われた， 『あなたが たの

２２２

中で罪のない者 が， まず この女 に石 を

投 げつけ るがよい。』」

そ こ［にいた入 々のう・ち，‘だれひ とり

としてそ⑱女 に石を投 げつ ける資格の

ある人 はお らず，群衆 は皆，散 って行

った。 そ こで， イエ スは女の方を振 り
ド １： ビ ｒ、 ㍉ ’ て べ ． ” 「 「・ ∵ ¶ ・¶ り ー

返 ってダ言わ れた。・「わた しもあなた

を罰 しない。 お帰 り・なさい。今後 はも

う罪 を犯 さないように。」（ヨハネ ８ ：

１１） 救 い主が， この女 の行為を承認

したのではない ことは確かで ある。だ

が，救 い主 は， ここで許 しの模範 を示

され， その女 の裁 きを天 の御父 に委ね

られたのであ る。

救 い主 は，御 自分 の命 を取 ろうと し

た人 々を も許 された。救 い主 は，苦痛

の絶頂 にあ った ときでさえ，次 のよう

に言 われ たのである。 「父 よ，彼 らを

おゆる しくだ さい。彼 らは何 を して い

るのか， わか らず にいるのです 。」（ル

カ２３：３４）π， 気

救い卸警ρ恕 ζ庵拶 晦 綴
音∫鵜 嚥 ：：煮嘩 溝擁 榊 権蒔
代 に回復された福音 は，私たちに美 し

い救いの計画ゑ携えて来て くれた。私

たちは，．自分がかって前世に住みジそ

こで勇敢であっ．たζと：を知って熔 るｂ

主．は私たちが地上に来ることを認めら

れた。私たちが：地上に来た目的は，』肉

体を得，．知識を得 ∴私たちの才能と性

格をのばレ，悪 に打ち勝つことを学び，

私たちがず っ’と主に真実で忠実でいる

ことができるかどうかを見るためであ

る。、さらに，勤勉であり，かつ戒めに

従順であって，主の御前に戻って共に

住む資格がある．かどうかを見るためで

ある。

私たちの問題の多 くはジ姿を変えた

祝福である。そのような問題が与えら

れた目的は，私たちがζ．の地上でする

はずの経験を し，．それ によって，永遠

の存在にお ける次の段階で，様々な問

題に遭遇 した際にそれを解 くための準

備をすることなのである。

今日，私は， これまで私に与え られ

てきた数限 りない祝福に思いを向け，．

モルモン経の中のベンジャ．ミン王の言

◎

葉を思い出している。王は，主が これ

まで王の民に注いでこられた祝福の数

々を列挙 した後，民に向かって次のよ
にヒ タ

、環うに言 った。 「ごらん，神がお前たち

に要求なさるのは，お前たちが神の命

令に従うことだけである。」（モーサヤ

２．：２２）

まことに，主が私たちに要求される

のは，ただ，主の戒めを守りなさいと

いうことだけである。こう言うと，比

較的容易に聞こえるかも知れない。だ

が，私たちは皆，それが容易でないこ

とを知 っているし，容易であるはずも

ない。多 く与えられる者は，多 く求め

られるのである。主一 む

一

力を つよう望んでおられる 主はま

た， 自己否定 と自己訓練 とを要求 して

お られる。

私 たちの中で，時折，主 の戒 めの う

ち幾つかは， この世 で幸福 を得 るため

の障害 にな ってい る，，と感 じている人

々が いる。だが，’そ うではないｂ私 た

ちは心の真底か ら知 ってい る。 つま り

私た ちが戒めに忠実であ る限 り，夜 が

昼 に続いて来 るように，確 かに私 たち

は，，忠実な人 々に約束 されてい る祝福

を刈 り取 るごとがで きるのであ る。時

には， それを成 し遂げ る方法が私 た ち

にはわか らないこ．とが あるか も知れな

い６．だが，成 し遂げ ることがで きると

い うことは確かで ある。主 は次の よう

に言 われた。 ，

「汝．らわが言 うところを行わ ば，主

な るわれ これに対 して責任 あ り。 され

ど，汝 らわが言 うとごろを行 わず ば汝

ら何 ら約栗を 受けず。」（教義 と聖約８２

ご１０） ．、∫．！． ・ 「一

裁 きの 日に，「．「あなたは 自分 の責任

を果 た しま．せ んで した」 と言 われる こ

とを望 んでい る人 が一体何人 い るだろ

うか 。 「あなたの生活 は，戒めを守 る

とい う点 において はヂあ ま りに もひ ど

い模範 であ ったために， あなた は主 の

しもべ．としてふさわ しくなか ったゴ と

言 われる ことを望 んで いる人がい るだ

ろ う．か。τ １ 。．＿：．；．．一 ．∴



『あなたがたの中で

罪のな い者が，

まず この女に石を

投げつけるがよい。」

マタイ ５ ：１６において，主 は極 めて

大切 な教 えを説かれた。

「そのように， あなたがたの光 を人

々の前 に輝 か し， そ して，人 々が あな

たがたのよいおこ１ないを見て，天 にい

ますあなたがたの父 をあが め、るように

しな さい。」

主の戒めを守 らず にいるとプ罰 を受

けるだけではな く， 実際 に， この地上

で受け られ るはずの数 多 くの祝福 さえ

失 って しまう。私 たちが皆求 めて いる

永遠の祝福を も失な うことは言 うまで

もな いことであ る。 コ リン ト前書 ２ ：

９には，次の ように書かれてい る。

「目が まだ見ず，耳がまだ聞かず，

入の心 に思 い浮び もしなか っ た こ と

を，神 は， ご自分を愛す る者 た ちのた

めに備 え られた 。」

この偉大な約束 について考えていた

だきたい。 そ して，決定的 とも言え る

素晴 らしい約束がすべての人 に与え ら

れた。

「もし汝 わが誠命を守 り終 りまで忍

、ぶな らば永遠 の生命を得 んｇ これ神の

、あ らゆ る賜 の中最大 なるものな り．ｂ」、

（教義 と聖約 瑳 ：７）

故 ビーバー・Ｊ、．・グ ラン ト大管長 は，

どの ように して終 りまで忍 ぶのか と．い

うことを次のよ うに話 され た。 ，

「私 た ちは，天 の御 父のみ 凱こるを

今 日果たそ うではないか６ そ㊥よ うに

すれば，明 日の務 めのため嬉備 えをす

ることがで き， こう、」てヶ永遠 のため

に備 えをす るζとがで きるのであ る。」

キ リス トは，御 自分の福 音が，業 と

奉仕の福音で ある ことを繰 り返 し強 調

され てきた。祝福を受 けるため には，

ただ聞 くだけの者ではな く，御言を行

な う人 にな らなければち らなし｝。、マタ

イ ７ ：２１には，次のよ うに書 かれてい

る。「わた しにむか って 『主 よ，主 よ』

と言 う者が，みな天 国にはい るのでは

な く，ただ，天 にいますわが父の御 旨

を行 う者だけが，はい るのであ る。」

これ は，つ まり， もし私 た ちが救 い

を，昇栄 を， そ して永遠の生命 を得 た

い と望む な らば，福音の原則 に従 った

生活 をお くらなければな らない， とい

うことで ある。私 た ちは， あ らゆ る人

を愛 し，許 さなければな らない。

私 は今 日， ここで証 を述 べたいと思

う。私 はイエス ・キ リス トの真 の福音

が， この神権 時代 に回復 された ことを

知 ってい る。ジ ョセ フ ・ス ミスは，．そ

の回復 にあた って，主 の御 手にあ る器

として働 いた。 ジ ョセブ ・ス ミスは，

過去 も現在 も，．神 の予言者で ある。私

，たちがデ今 日も，予言者で あるハロル

ド・Ｂ．・リー大管長 によって導かれて

い ることを証 す る。私 たちが皆， リー

大管長 と大管長 の同僚 たちに，私 たち

の愛 と支持の気持 を示す ことができる

よう， また，いつ も彼 らが健康 と体力

と霊感 に恵まれ，その重責 を果 たす こ

とがで きるよう，心か らお祈 り申 し上

げる。 また，私た ちが，戒めを守 り，

福音の原則 に従 った生活をす る勇気 と

決断 力を持 つこ とが できるよう， イエ

ス ・キ リス トの御名 によ り祈 る次第で

あ る。 アーメン。

２２３



末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第 １４３半期総 大会 土曜 夜の神 権会における説教 、

従 順

第 一 副 管 長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

私 は神権者 の群 れの前 に立 つ とき，

常 に私 をへ り くだ らせ，鼓舞激励 して

くれ るものがあるのを感 じて いる。 そ

れは， この神権者 たちが主 の御名 によ

って行 ない，世 の光 とな り， またその

影響 力を駆 使 してサタ ンの策 略を打 ち

破 るために，選 ばれ，聖任 され，任 命

され， そ して権能 を与え られた人 々で

ある とい うことを認識 しているか らで

ある。

私 の孫 のひ とりが，最近，次 のよ う

な ことを言 った。 その子が あるものを

手 に入 れるためには， どんな ことを し

なければいけないのかについて話 して

やっていたときのこと， 「うん， それ

はまだまだ遠 い先 のことだね」 と言 う

のである。私 たちは神権 の義務 につ い

て，特 に若 い人 々 と話 をす るときに，

また残念 なが ら年輩 の人 々 と話 をす る

ときで も，彼 らは 自分が決 して死 なな

い とで も考 えて いる らしく， その よう

な問題が まだまだ遠 い先 の ことだ と考

えて いるように思え るので ある。その

ような人 々には，今 日，自分の望む方法

で生活 して い１て も，明 日になれば一変

して，今度 は主の望 む方法で生活 す る

ことがで きると考えてい る節 があ る。

私 は今 日， そケいう青年た ちに，私

が とれか ら申 し上げ ることを心 して聞

いていただ きたい と願 ってい る。 あな

た たちのためを思 っての話 だか らであ

る。 あなたたちは神権を保 持 し て い

る。 あなたた ちはこの末 の 日に生 を受

け，地 上で神権を持 つ唯一の教会 にお

いて神権を持つ者 とな るべ く，すでに

選ばれていたのであ る。 あなたたちに

は，神 の御名 によ って行 な う機会が与

え られている。 あなた たちは，神権の

召 しを全 力を尽 くして遂行 し， この地

上 において神 の王 国を打 ち建て るた め

の手足 となる という誓約 を主 と交わ’し

たのである。 あなたたちには次の約束

が与 え られて いる。乞

「およそ忠 実に して わが今語れ る二

つの神権 を得，’而 して その天 よ むの召

を全 力を尽 して遂行す る 者 た ち はダ

「み たま」 によ り聖め られてその肉体

再新 さる。

とれ らの者 はモーセの息子た ちとな

り， ア ロンの息子 たちとな り， アブラ

ハムの子孫 となり，また教会員 に して

王 国の民 とな り神 の選民 となる。

……この故 にわが父 の もて るすべて

では彼 に与 え らるべ し。」（教義 と聖約８４

：３３，３４，３８） ． ！

次 に，主がすべての神権者 に与 え ら

れた戒め に注 目していただ きたい。

「われ今汝 らに一つの誠 命を与えて

汝 ら自らを警 め しむ。す なわち汝 ら永

遠 の生命 なる言 に勉 あて心を留 めよ。

そは，汝 ら神 の口よ り出 るすべて の

．言に よ り生 くべけれ ばな り。」（教義 と

聖 １勺８４：４３，４４）

世 の中 の諸悪 と対抗す るため に，今

日ほどあなたたちに力強 さと影響力が

求 め られ ている時代 はない。 ニーフ ァ

イ第二書 には， この諸悪 についての予

言が書か れて いる。 ニーファイは，今

日の状態 につ いて，悪魔 の業 について

言 い及 びつつ，次の ように語 ってい る。

「ご らん， その時に悪魔 はある人 々

の心 に入 って荒 々 しい行 いを させ， ま

た この人 たちに善 い事 を怒 らせ る。

またほかの人 々をなだめ， この人 た

ちをすか して肉欲 をほ しいままにさせ

るか ら， その人 々は 『シオ ンの中で は

万事 よろ しい…」 と言 う。 この ように

悪魔 はこの人 々をだま し，心を配 って

地獄へ つれて行 くので ある。」 （皿ニー

フ ァ／イ２８：２０，２１）

兄弟た ちよ， この ような ことは とん

で もな．い ことだと思 って いるか も しれ

な い。．だが私 たちが死 んだ とき，主が

私 たちに課せ られ たことを喜 んで果た

したのでなければ，私 た ちは決 して喜

んで迎 え入れ られ る ことはないので あ

る。

もし私 たちが 自分の召 され，任命 さ

れ た職 の務 めを全 うしたい と願 うな ら

ば， まず私 たちの神権 を尊 び，その召

しを全 力を尽 くして遂行 しなければな

らなし㌔ そ して リー大管長 が戒 め られ

２２４



た ように，神 を愛 し，神 の戒 めを守 り

な さい。数々の戒めを守 るためには，

自己鍛練 と律法に対す る従順 さが必要

とな って くる。従順 は，天 の第一の律

法で ある。私 は特 に， この 神 の 律 法

に対す る従順 についてお話 したい と思

う。 これ ら神の律法 は， この地上 にお 『

ける私た ちの幸福 や福利 に影響 を及 ぼ

す だけで な く，私 たちが永遠 の生命 に

至 るために必要欠 くべか らざ るものだ

か らである。

まず第一 に強調 したい ことは，神 が

人 に与 え られた最 大の賜のひ とつが，

人の 自由意志であ るとい う こ と で あ

る。 あなたた ちは 自分の生涯 を，また

自分 の将来 を自分で選ぶ こ と が で き

る。 だが，主 は次の ように言われてい

る。 「もしあなたがたがわた しを愛す

るな らば， わた しのい ま しめを守 るべ

きである。」（ヨハ ネ１４：１５） これは，

年少 であろうと年輩で あろうと変わ り

はない。 ．

ここで一編の短 い詩を読 んでみたい

と思 う。

「汝知 らずや，人みな 自由な るを

人生 を選 び，己が行 く末を選ぶ

とわなる真理与 え られたれば，

神，人 を天 に強 いた まわ じ

知恵と愛と光もて

説き，勧め，正 しく導き，恵みたも

う

はかり知れざる善とやさしさ

しかれども人に強いたまわじ

自由と理性ありて，はじめて人とな

る

これ らなければ，人は何者たりや

野にある獣と何 ら変わらず

獣のごとく，天地を思うや。」

（英文讃美歌９０番）

私たちには数々の律法が与えられて

いるが，それをどう適用するかは私た

ちの選択にゆだね られている。とは言

っても，私たちは自分の選択の結果 に

は責任をとらなければならない。あら

ゆる神の律法は，私たちのために，私

たちの福利と利益を考えて，与えられ

ている。従順であることにホり，私た

ちは祝福を受けるのである。 もし不従

順であったならば，時にはそれか ら起

こる結果が遅 くとも，必ず苦汁をなめ

ることになるのである。

自己鍛練こそ，私たちの成功の基で

ある。人 には理性が与えられており，

この理性 によって，考え，熟慮 し，理

解し，さらには自分のしたいことを決

め，またそれが犠牲を払い，鍛練をす

るに値するものかどうかを決めるので

ある。また，教会のこ とを言えば，人

がその交わる人々の嘲笑や圧力に耐え

られるかどうかを決めるのも，その人

の理性の役割である。あなたたちはす

でに召されて，神権を与え られ て い

る。あなたたちには福音がある。あな

たたちは世の模範なのである。良い模

範であっていただきたい。

私たちの成功は，私たち自身の決心，

決断，訓練，そして人から信頼 される

度合に応 じて決まるものである。しか

しなが ら，主の次の御言葉 も常に心 に

留めておこう。

「すなわち，われ ら何にても神より

祝福を受 くる時は，この祝福の基 く律

法によりて 然 るな り。」（教義 と聖約

１３０：２１）

また，次のようにも言われた。

「汝 らわが言うところを行わば，主

なるわれこれに対して責任あり。され

ど，汝 らわが言うところを行わずば汝

ら何 ら約束を受けず。」（教義と聖約８２

＝１０）

自然の法則は不動のものであり，常

に正 しく作用する。無知からであろう

と，故意であろうと，もし真 っ赤に焼

けたス トーブに手を触れたら，必ずや

けどをすることになっている。また，

高圧電線に触れても同じ結果を被 るこ

とになる。また，もし重力にいどんで

高層ビルか高いがけの上から飛び降 り

てみせると言って飛び降りたら，空中

にいる間だけは 「すべては善し」と言

うことができるであろう。

太陽や月や星のことを，また太陽や

月の満 ち欠けの ことを考 えてみよ う。

ある日食か ら次の 日食 まで どれ ほ どの

長い年月がた っていよ うとも，科学者

たちは日食の正確 な時刻 と，それが一

番良 く見 える地点 とを詳細 に言 い当て

ることがで きる。 もし私 た ちが，毎 朝

太陽が昇 るか「どうか疑 ってみなければ

な らないとすれば，それは何 とひ どい

ことであろうか。 また， もし日の出が

数時 間遅れた と して も，何 と住 み に く

くなる ことで あろうか。私 た ちは凍え

死 んで しまうで あろうし， この地上 に

生 き残 ることので きる生命 は， もしあ

ったと して も，’ご く微 々た る数であ ろ

う。 これ も皆，太陽の 「今 日は気分が

乗 らないか ら，昇 るの はや め に し よ

う」 とい う一言 で起 こり得 ることなの

である。

ス カ・ｆラブ計画 やアポ ロ計画 に携 わ

っていた人 々は，種 々の法則が その計

画 を阻害 しているなどとは決 して考 え

なか った。む しろ， その計画全体の詳

細 を決定 するための手段 と して利用 し

たのである。 その計画 の推進者 たちも

あなたたちが什分の一を計算すると

きと同じ方法で，主も，私たちに与え

る祝福の量を計算しておられるとした

らどうだろうか。

またその計画の協力者たちもこぞって

数年間もかけて，自然の法則が支配 し

ているものを研究 し，その法則に従っ

て様々な生活を試みたのである。

興味深いことに，私たちが動物を訓

練するときは，その動物が，何でも私

たちの命令通 りにするようにしつけよ

うとする。私たちは，何時間も，何 日

も，何週間も，何ヵ月もかけて，猟犬

や牧羊犬や馬を訓練するのである。サ

ーカスにいる他の動物とて 同 様 で あ

る。また，サーカスでアクロバッ トを

演ずる人々も，演技に必要なことを準

２２５
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備 するにあたって，何 ヵ月 も何年 も費

やすの である。彼 らはあ らゆ る法 則を

活用 し， また舞台での演技を可能 にす

るために， それ ら諸法則 に従順に従 っ

たはずで ある６

これ は，人生のあ らゆ る面 にあては

まる。私 たちは喜 んでそのた めに時間

を費や し，動物た ちが間違わずに芸 を

すれ ば，必ず ほうびを与え る。だが間

違えぱ，罰を与 える。そ して， もし動

物 たちが教 え込 まれた通 りにせずに，

もう訓 練はで きない とな ると，私 たち

はその動物を見放 して しま う。 「それ

な らば，時間をか けて，子供 た ちが義 し

いことを行 なうよう’訓練 す ることは，

一層大切な ことではないだ ろうか
。」

また，神の子供であ る私 たち も義 しい

ことを行な うよう自らを訓練 し， さら

にあ らゆ ることに従順 で，神 の戒 めを

守 りつつ， あるべ き所 で，なすべ き時

に，なすべ きことを してい るように 自

ら訓練す ることも， 同様 に大切なので

ある。この ように行な った暁 には，私

たちは永遠の生命を得 るこ と が で き

る。 これは紛れ もない事実である。

神権者た ちよ，私 た ちの指針 として

聖典が与 え られ，神の御言葉 が与 え ら

れて いるということは， また私た ちを

導 くために神の予言者が いるとい うこ

とは，何 とい う幸運 であ り，祝福であ

ろ うか。私 たちには定員会が あ り，指

導者 がいる。 その指導者 たちが，私た

ちに正 しい原則 を教 え，励 ま して くれ

るのである。

私 たちが予言者 の声 に聞き従 い， 自

らを治 め，救 い主 イエス ・キ リス トの教

えに従 うことは，いかに大切 な ことで

あ ろうか。イエス ・キ リス トこそ，私

た ちのために御 自分の命 を捧 げ られ，

私た ちの指針 として福音を与 えて下 さ

った御方なのであ る。私 たちは，予言

者 ジ ョセブ ・ス ミスの語 った次の言葉

に，絶 えず心 を留 めて お くべ きで ある。

「神が要求 され るものは皆 正 しい。

その要求が何であれ，また，事が起 こ

るまで はその理由がわか らな くとも，

然 りで ある。」

２２６

人 は これまで何世紀 に もわたって，

あ る律 法がなぜ与 え られたのかその理

由を知 らずに，また理解 せず に過 ご し

て きた。だが，神 を信 ずる信仰 によっ

て，賢明な人 はその律法 を受 け入れ，

戒 めを守 って きたのである。

アダムは，なぜいけにえを捧 げるの

か と尋 ね られたとき，次 のように答 え

た。 「われ その故 を知 らず， ただ主の

誠命 に従 うのみ。」（モーセ ５ ：６）

アダムには これ で充分で あった。彼 は

相変 わ らず戒 めを守 った。 自分が ノア

の立場 にある と想像 して みて いただ き

たい。 この とき，主 は ノアに，行 って

箱舟 を造 るよ う命 じられ た。雨 も降 っ

ていなけれ ば，何 ら心配す るもの もな

か ったが， とにか くノアは行 って箱舟

を造 るよ う命 じられ たの である。 そこ

で ノアは箱 舟を造 り始 め， さ らに数 々

の指示 に従 った。 だが一方， その指示

に従 わない人 々も大勢 いた。彼 らは指

示 を信ぜず， その ような ことはまだ ま

だ遠 い先の ことで あ り，恐 らく起 こ ら

ないであろ うと考 えたので ある。 そ し

てその結果 は， あなたたちが知 る通 り

である。

リーハイはエルサ レムを立 ち去 るよ

うに とい う指示 を受 けたが，御存知 の

ように，家族 の中か ら反対 がわき起 こ

った。 り一ハイの行動を正気 のさたで

はない と疑 う人 もいたが， り一ハイは

主の御言葉を受け入れて，それに従順

に従 った。 こうして主は，大海 を航海 ．

す るための船を建造す るよう， リーハ

イに指示を与 え られたのであ る。

なぜ主が私 たちに全身を水に沈 め る

バプテスマを受 けるよう言 わ れ た の

か， だれか説 明で きる人が いるだ ろう

か。私 たちは，た だその教 えに従順 に

従 っているだけで ある。按手礼 はどう

だろ うか。 「はい，私 は この教会の会員

にな りたい と思 います」 と言 うだ けで

事足 れ りとしないのだ ろうか。

知恵 の言葉 が与 え られ たとき，それ

に疑義 を さしはさむ人が多 くいた し，

また，主 の御言葉 として受 け入れな い

人 も多 く、いた。知恵の言葉 は戒 めで は

、

時間をかけて，子供たちが義しいこ

とを行なうよう訓練することは，一層

大切なことではないだろうか。 リーハ

イの家族を見れば，彼らはエルサ レム

を立ち去るようにという指示を受けた

が，御存知のように，家族の中から反

対がわき起こった。 リーハイの行動を

正気のさたではないと疑う人もいた。

ない と言 う人 もいた。 だが，主が私 た

ちに受 け入れ るよ う望 んで お られ る も

のは，私 に とって， それ だけで充分戒

めにな り得 るのである。今 ここに， ニ

コチ ンの飲用 に関す る記事が ある。 こ

の記事 は知恵 の言葉が与 え られ た後，

１４０年た ってか ら書かれた ものであ る。

この記事 の初 めには，次の ような文が

見 られる。

「ニ コチ ンは，肺，心臓，脳 に悪影

響 を与 えている。 ニコチ ンによる死者

は，腸 チ フス，結核，黄熱病 などの伝

染病 によ る死者 よ りもはるか に多 い。」

さ らにその記事 の終 りで は，次の よ

うに言 ってい る。 「１６世紀初頭以来の

西 ヨーロ ッパ全土 における腸 チフスに

よる死者 の数 よりも， 合衆 国一 国にお

ける １年 間の，タバ コが原 因 となって

死 んだ者の方が多い。」

主 は意図す るところがあ ってすべて

を語 られ るのだ ろうか。教 会員 は，戒

めが与 え られた理 由を知 ってい ようが

知 るまいが， その戒めを守 るべ きであ

ろ うか。兄弟 たちよ，私た ちは神権 者

なの である。主の教会，すなわ ちこの

地上 における主の王国の会員は皆，戒

めを守 るべきで ある。私は この教会が

主 の教会 であ り，神の予言者を通 じて

主 によ り導かれて いることを証す る。

その記 事で はさ らに， ニコチ ンや タ

バ コを飲用 して いると，往 々に してへ 、．

ロイ ン，麻薬， アル コールな どを飲 用

するよ うになる， と述べでゼ る。だ麓

こうい う裏付 けや情報が あ る．に もかか

わ らず，何千何万 とい う人 々がいまだ





にタバ コを吸 い続 けて いる。 これは，

神 の予言者 の声 に聞 き従 い，予言者を

通 じて与 え られ た戒 めを守 ることがい

かに大切 であ るか とい うことを示す，

良い例 である。主 は，主の予’言者 につ

いて次 のよ うに言 われ た。

「この故 に汝 ら教会員 は，彼が上 よ

り受 くるままに汝 らに与 うる誠命 と彼

の 言とを皆心 に とめて よ く聞き，わが

前に全 く聖 き道 を履む べきな り。

そは彼 の言 は，汝 ら全 き忍耐 と信仰

とを以て， あたか もわが 口よ り聞 くが

如 くに これを受け入 るべき な れ ば な

り。

これ らの ことを為 さば，地獄の門 も

汝 らに打勝 たざるべ し。而 して，誠 に

主な る神 は汝 らの前 よ り暗 闇の力 を追

い払い，汝 らの為 と神 の御 名の栄光の

ため にもろもろの天 を も震 い動 か しめ

ん。」 （教義 と聖約２１：４－ ６）

兄弟た ちよ， この約束 で充分 ではな

いだ ろうか。

安息 日に関 して も，確 かに，教会員

と神権者た ちは，主に聞 き従 うはず で

ある。主 は，私た ちに安息 日を聖 く守

るよ う戒 め られてい る。

「汝 なおさ ら充分 に世の汚れに染 ま

ざる様，祈 りの家 に行 きてわが聖 日に

汝の聖式 を捧 ぐべ し。

そは誠 にこの聖 日は，汝命ぜ られて

働 きを休 み， いと高 き者 に礼拝 を捧 ぐ

べき 日なれ ばな り。」（教義 と聖約５９：

９，１０）

私 たちの ために命を捧げて下 さった

主 に仕 え るため， ７日の うち １日を捧

げる ことくらいで きるはずで ある。ま

た，主 の教 えに従 うこ ともで きるはず

であ る。主 は，私 たちが主 に礼拝を捧

げ，主 の犠牲 に対 し感謝の念を表わす

よう教 え られ た。推測す るに， この戒

めは，神権 を持つ人 によって非常 に し

ば しば，無視 され，破 られて いるよう

であ る。

兄 弟た ちよ，今 こそ数 々の分野 にお

いて， 自らを吟味 し，主が望 んで お ら

れ ることをなすべ き時 なのである。 ひ

とりの男性 が，つい最近，私 に この よ う

２２８

な ことを言 った。 「この教会 は私た ち

にいろいろな ことを要求 しす ぎます 。」

私 は言 った。 「兄弟， この教会は あ

なたに何 も要求 して いませ ん。ただ，

あなたによ り良 い生 き方を提供 して い

るだけです 。」す るとその 男性は 「で

も， それ がひ どくむずか しいんです」

と言 った。 「では，本 当にそうなのか

どうか，考 えてみま しょう。 ど こかで

タバ コで も買 って来て，ふ た りでゆ っ

くり吸 いま しょうか。 それ とも， これ

か らふた りで銀行 を襲 って， どんな こ

とにな るかみてみま しょうか。 そ して

今晩 ，仲 間 と一緒 に一杯飲 みにで も行

きま しょう。」「タナー副管長， ばか な

ことを言 わないで下 さい。」「わか りま

した。あなたがばかな ことを言 わない

のな ら， 私 も言いません 。」 そ して，

私は最後 に 「あなたが守 らな くともよ

い と考えてい る戒 めがあ った ら， また

あなたの子供 には守 らない よう教 えた

いと思 ってい る戒めがあ った ら， ひ と

つで いいですか らあげて下 さい」 と言

った。その男性は，ひ とつ としてあげ

ることがで きなか ったのであ る。

什分の一 についてお話 しよう。私 た

ちは，主が私 たちに与えて下 さった も

のの什分の一 を喜 んで支払 うことがで

きるはずで ある。 その上その什 分の一

に相 当す る財産 も，火事や台風 やその

他様 々な原因 で，一晩の うちにな くな

って じま うこと もあ るということがわ

かれ ば， なおさ らで ある。

私 がエ ドモ ン トン支部を管理 してい

た ときのこ と， ひと りの男性が私の と

ころへ来 て， こう言 った。 「今年は什

分の一を完全 に納 めることがで きませ

ん。 家の造築 や ら改築 や らを しなけれ

ばな りませ んで したので。」私 は その

男性 に，主 が私 たちにあふれ るばか り

の祝福 を注 いで下 さると約束 して下 さ

ってい ることを話 した。 だが， その男

性 は 「とにか くそれで も私 は納 めるこ

とがで きません」 と言 うだ け で あ っ

た。 ところが新年 早々， その男性 は し

ば ら く入 院す ることにな った。 そ して

非常に高 い治 療費 を請求 され たが， そ

驚

れを払 ったのであ る。私 は ここで， そ

の男性が完全な什 分の一 を納 めなか っ

たために入院 したのである と言 うつ も

りはない。私 が言 いたい ことは， その

男性 が什 分の一を完全 に納 める気持 さ

えあ った ら納め ることがで きた とい う

証拠 が歴 然 としてい るとい うことであ

る。

あなたた ちが什分の一を計算 す ると

きと同 じ方法で，主 も，私 た ちに与 え

る祝福の量を計算 して おられ るとした

らどうだ ろうか。 あなたた ちは，非常

な困難 に遭 うこともあ ろう。肉体的 に

も精神的 にも病 に倒れ るこ と も あ ろ

う。家族のた めに悩む こともあろ う。

その ようなときに，主か ら 「これだけ

しか什分の一を納 めていないか ら， こ

の人 はどれだ け祝福を差 し引いた らい

いだろうか。 これ にぴ った り見合 うだ

けの祝福 しか与 えないで おこう」 と言

われて もよいと言 うのだ ろうか。

兄 弟たちよ，神の戒 めに従順 にな ろ

うではないか。私 たちが忠実で あるこ

とを実証 し，世の模範 に， そ して世の

光 になろ うではないか。私 たちの もつ

神権 を， そ して私 たちの召 しの重 さを

充分 に認識 していただきたい。私た ち

には，神権 を保持す る偉大 な特権 と，

世に福音 を もた らす責任 とが与 え られ

てい る。私 たちは， その業 を，教 えに

よ って も，また行動 によって もなす こ

とがで きる。 だが行動 によって行 なう

な らば，一層効果的 である。私 たちは

神の戒めに従 って生活 し， あ らゆるこ

とに従順 であ りさえす れば， この世に

おいては喜びを得 ，来 たるべき世で は

永遠の生 命を受ける ことができるので

あ る。また，世 の人 々に良 い影響を与

え， この地上 における神 の王 国の建設

の助けをす ることもできるので ある。

私た ちが，今現 に所属す るイエス・キ

リス ト教会の会員 として，今 まで述べ

て きた ことをなす ことができるよう，

また，主の代 弁者 として選 ばれ た神 の

予言者 に従 って行 くことができるよう

イエス ・キ リス トの御名 によって，へ り

くだ って祈 るものである。 アーメン。



末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第 １４３半 期総大 会における説教

頃 い 主 イエ ス ・キ リス ト

第 二 副 管 長

マ リ オ ン ・Ｇ ・ ロ ム ニ ー

教会員で あるな しを問わず，世 界の

あ らゆ る所 にお られ る愛す る兄弟姉妹

の皆様。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の信

仰箇条第一条には，次 のよ うに書かれ

てい る。 「われ らは，永遠 の父 なる神

と，そ の御子イエス ・キ リス トと聖霊

とを信ず。」

先回 の総大会において，私 は， 「永

遠 の父な る神」について述 べた。 それ

で，今 日は私た ちの腰い主 である 「そ

の御子 イエス ・キ リス ト」 について，

お話 したいと考えてい る。 これは，非

常 に神聖 なテーマであ るために， あな

たたち皆が，私 と共 に天 父の助 けを求

めて祈 って下 さるよう願 ってい る。私

たちは天父 の助 けがあ っては じめて，

その独 り子，す なわ ち私 の救 い主 につ

いての理解 を深 め，認識 を深 めること

がで きるのである。

まず，時の経過か ら言 うと，私 た ち

は，イエスに関す る最 も初期 の情報を

聖 典か ら得 ることが できる。聖典 には

神の霊の子供たちが皆参 加 した， あの

前世 の大会議について書 かれ ている。

その大会議 において，御 父は，人 の永

遠 の進歩 のための計画 を提案 された。

これ に従 って，イ エスは 自 ら志 願 し

て，人が救 いと昇栄を得 る の に 必要

な，瞭罪 をす る役 目を引 き受け られた
℃

のであ る，

アダ ムか ら現在 の予言者，ハ ロル ド

・Ｂ ・リー大管長 に至 るまで，歴代 の

予言者た ちは皆，神 の霊の長子で ある

イエス ・キ リス トが私 たちの贈 い主 と

して選ばれた ことを， また現 に，贈 い

主で あることを証 している。

イエスに先立 って この世 に生 を受 け

た予言者 たちは， イエスが瞭い主 とし

て選 ばれていたことを証 し，またイエ

スが地上に来て，その使命を果たされ

るであろうと証 した。

は じめに，アダムが神の命令に従順

に従って犠牲を捧げていた と き の こ

と， 「……主の天使一人アダムに現わ

れて言いけるは，汝何故に主に犠牲を

捧 ぐるや と。アダム彼に言いけるは，

われその故を知 らず，ただ主の誠命に

従 うのみ。

ここに天使語 りて言いけるは，この

犠牲を捧 ぐることは，御父の生みたも

う……ただ独 りの御子が犠牲 となりた

もうことのひながたなり。」（モーセ ５

：６， ７）

この時か らキリス トが肉身を持って

この世に降臨されるまで，神の定めた

永遠進歩の計画を理解 していた人々は

皆，同じ様な犠牲を捧げた。御父が，

人々にこれを要求されたのは，常に人

々に，キリス トの降臨について思い起

こさせ，また，績い主 としての役割上

果たすはずの瞭罪について思い起 こさ

せるためであった。

主はさらにアダムに次のように言わ

れた。

「…… もし汝 われに心 を向け
， わが

声を聴 きて信 じ，且 つすべて汝 の罪 を

悔い改 め，恩恵 と真 理 に充 ちた るわが

生み し独子の名に より，すなわちそれ

によ りて後 に人の子 らの救 わ るる天下

に与 え らるる唯一の名，すなわちイエ

ス ・キ リス トの名 によりて水 に入 りて

バ プテス マを受 くるな らば，汝聖 霊の

賜を受 くべ し。… …」（モーセ ６ ；５２）

「この故 に，汝の為すすべてを御子

の御名 によ りて為せ。 また汝悔い改め

て今 よ りいつ まで も御子 の御名 によ り

て神 を呼ぶべ し。

アダム とイヴ とは……息子娘 らにす

べての事 を知 らしめた り。」（モーセ ５

：８，１２）

アダムの時か ら時の絶頂 に 至 る ま

で，世の人々は，神が人類 の救 いのた

めに定 め られた神聖な計画 す なわち，

イエス ・キ リス トの福音を絶えず教え

られ ていた。 エ ノク，ノア，メル ケゼデ

ク， アブ ラハム， モーセ， イザ ヤ， エ

レ ミヤな どの予言者 たちも， この こと

を教 えていた。

キ リス トの誕生 の直前 までの ２，０００

年の間， アメ リカ大陸ではみたつの偉

大な文明が花 開いていた。 その人 々に

もや は りキ リス トの使命が知 らされて

いた。 モル モン経 には，神 の御力に よ

って 「大塔」か らアメ リカへ導かれて

来 たある移民団 の指導者 のひとりのこ

とが書 かれて いる。 その指導者 に， ；

「……主 は現 われ て……言 いた もう

た。 「見よ， われはわが国を腰 うため

に創世の前 よ り備 え られたる者 な り。

われはイエス ・キ リス トな り。 ……わ

が名を信ず る一切の者 はわれによ りて

永遠 に光 を授 け……

見 よ，今汝が見 るこの体 はわが霊体

な り。 …∴われ は今わが霊のまま汝に

２２９



現 わるると同 じ形 の肉体を具えてわが

民 に もまた現われ ん』 と。」 （イテル ３

：１３，１４，１６）

モルモ ン経 の記録 によれば，それか

らおよそ ２，２００年後， キ リス トの生ま

れ る前 の晩， ひと りのアメ リカの予言

者 に 「主 の御声が聞 こえ」て きた。そ

の御声 は次 のように言 って いた。

「頭 をあげよ
。元気 を出せ。予言 の

晟既す る時 は近 づきた り。 ……われ は

わが聖 き予言者 らの 口を借 りて言 い伝

えた るすべての事 を必ず成就せ しむ る

ことを世の人 々に証 明せ んために明 日

世 の中に来 らん。」（皿ニーファイ １ ＝

１３）

私 たちは皆， 当然 の ごとの ように，

主 の御 使いがベ ツ レヘ ムの野で，主 の

降臨 を告げ知 らせ たことを 知 っ て い

る。 「き ょうダ ビデ の町 に， あなたが

たのために救主が お生れ にな った。 こ

のかた こそ主 なるキ リス トで あ る。」

（ルカ．２ ：１１） ．

御父 も御子 も共 に，イ エスは私 たち

の膿 い主で あるとい う確 信 に満ちた証

を繰 り返 し述べて おられ る。 キ リス ト

のバプテスロの とき，御父は次の よう

に言 われた。 「あなたはわた しの愛す

る子， わた しの心にかな う者 であ る。」

（ル カ３ ；２２） そ して，その後，変貌

の 山において も，御父の声が あった。

「これ はわ た しの愛す る子 ，わた しの

心 にか な う者で ある。 これ に 聞 けｂ」

（マタイ１７：５）

新約聖書 には， キ リス ト御 自身がそ

の身分 と使命 を証 されたことがた びた

び記録 され でいるご御父 と御子が共 に

証 された ものの中で，最 も印象的な宜

言 のひ とつ は， アメ リカ大陸 にいた ニ

ーフ ァイの民 に対 して述べ られた もの

であるｂ それは， キ リス トが エルサ レ

ムにおいて復活後 の御業 を さ れ た あ

と， ニーフ ァイの民を訪ね られた とき

の ことであった。御父 は， ニーファイ

の民 に対 し， よみが え られた イエスを

指 して次 のように語 られた。

「わが喜ぶ愛子を見 よ。われは これ

に由 りてすで にわが名の栄 光 を 示．し

２３０

ぬ。わが愛子 に聞 け。」 （皿ニー ファイ

１１：７）

そめ後， イエス御 自身，すなわ ちよ

みが え られたイエスが天か ら降 って き

て， 「群衆の中 に立 ちだ もうた。……

時に……群衆 に話 しかけて仰せ にな っ

た。

『見 よ， われ はイエス ・キ リス トな

り。予言者 らが この世 に来 ると証を し

たるその者 な り。』」 （皿ニーフ ァイ１１

：８－１０）

「われ が この世 に来 れるは，世 の人

に瞭 い と救 い とを与 え， また世 の人を

罪 よ り救 うためな り。

この故 に，悔い改 めて幼児の ごと く

われ に来 る者 は，われ ことごと くこれ

を受 け容 弓べ し。……故 に，世界の隅

々に至 る若者 たちよ。悔改 めをな し，

われ に来 りて救いを受 けよ。」 （皿ニー

ファ！ｆ９ ：２１，２２）

時間が限 られてい るが，贋い主 とし

ての キ リス トの責任 と使命 について，

私 自身の証を述べたい と思 う』

私 自身，私が これまで引用 して きた

証は皆真実で あることを証す ることが

で きる。イエス ・キ リス トの蹟罪 によ

って，人は皆復 活 して不死不滅 にな る

ことがで き，また，イエス ・キ リス ト

の福音 に対す る従順 の度合い に応 じて

永遠の生命を得 ることがで きる，・と証

申 し上 げる。

私 は， ・ｆエス ・キ リス トが父な る神

の霊の長子で あ り，肉 において神の独

り子で あるこ とを知 ってい る。また，

聖典が教 えるように， この地球が創造

される以前の前世 において， イエスは

御父 の計画 を支持 し，人 に死すべ き状

態，死，復活，永遠の生命を もた らす

助 けをされた。 さ らに，御父か ら権能

を受 けて，て の地球の創造主 とな られ

た。 また旧約聖書 におけ るエホバで も

ある。 「まことにイエス ・キ リ入 トは・

過去 において も現世 において もエホバ

で あ り， アダムの神， ノアの神であ り

アブラハ ム， イサ ク， ヤコブの神 であ

り，イス ラエルの神で あ り∵世 々の予言

者 に語 らしめた もうてい る神 であ り，

◎

万国の民 の神であ り， また今 に 『王 の

王』 『主の主』 として地上 に君 臨 した

もうはずの神で ある。」（ジェームズ ・

Ｅ ・タル メージ著 「基督 イエス」）

イエスはベ ツレヘ ムのみ どり児 とし

て この世 に降臨 し，御父か ら生 を与 え

られ， マ リヤか ら生 まれた。キ リス ト

の教 え られた福音 によってのみ，人 は

その創造 され た意義を全 うす ることが

できるので ある。 「肉身 における キ リ、

ス トの完全無欠な生涯」 と 「全人類 の

罪 のために 自ら犠牲 にな られた，そ の

死」 は， キ リス トが死か ら勝利を収 め

られた ことと相 まって， あ らゆ る入 が

復活 し，不死不滅 とな り， さ らにキ リ

ス トによ り定 め られた条件次第では永

遠 の生命 にあずか ることも可能 にした

のである。

私 は， これ らの ことが皆真実で ある

ことを証 し， さ らに１８２０年の春 ， この

同 じイエス ・キ リス トが，御父 と共 に

ニ ュー ヨーク州パ ルマイラの近 くの森

で， ジ ョセブ ・ス ミス （二代 目）の前

に姿 を現 わされた ことも証す る。 これ

は人類 の歴史上，最 も大いな る神の現

われのひ とつで あワた。予言者 はこの

ことにつ いて次の よう に記 してい る。

「……そ して その光が私の上 に留 っ

た時，私 は筆紙 に尽 し難い輝 きと栄 光

とを有 ちたもう二人の御方が私 の真 上

の空 中に立 ちた もうのを見た。そ して

その 中の お一人が私 に言葉をかけて私

の名 を呼びたまい，他の お一人を指 し

で 『こ「はわが愛子 な り，彼 に聞け』 と

仰せ られ た。」（ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：

１７）

イエスは御 自分が言われた ように，

「世 の生命 に して世の光明」，（教 義 と

聖約 １０：７０）で ある。 また 「……イエ

、ス ・キ リス トとは，御父 より賜わ りた

る御名 に して， この名 のほかにはよ り

て以て人類の救われ得 る名 一 つ も な

し。」（教義 と聖約１８：２３） キ リス トの

「『み たま』一は世 に来 るあらゆ る人 々に

光を与え …その声を聴 く全 世界 のあ ら

ゆる人々を照すな り。，

この 『みた ま」 の声を聴 くす べて の

門



人は神 に来 る。すなわ ち，御父の許 に

来 るな り。」 （教 義 と聖 約８４：４６－４７）

私は現在，主 の予言者 であるハ ロル

ド・Ｂ ・リー大 管長 によって管理 され

てい るこの末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会が， キ リス トの教会である ことを

証す る。 この教 会が，キ リス トの指示

の もとに設立 され，キ リス トの権能 を

持 ち， キ リス トか らその福 音を教 え，

救いの儀式を執 り行 な うよ う委任 され

てい ることを証 す る。 これは皆 ，人 が

祝 福や喜 びや栄光を受け るにふ さわ し

ぐな るためなので ある。私 たちの主 で

あ り，階 い主 であ るイエス ・キ リス ト

は， これ らの祝福 や喜 びや栄光 を，正

に手を伸 ばせ ば届 かんばか りの ところ

に備 えて下 さったのである。私 はこれ

らの ことが真 実であ ることを，瞭 い主

イエス・キ リス トの聖な る御名に より，

証申 し上げ る。 アーメ ン。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

第 １４３半期総大会 土曜夜の神権会におけ’る説教

根本 的 な義 務一神 ：権

十二使徒評議員会補助

ロ バ ー ト ・Ｌ ・ シ ン プ ソ ン

今宵，私 たちは，恐 らくこの世の歴

史上 ，最 も大 きな神権者 たちの集 まり

に参加 して いる。主の望 みに従 って，

この会 易に集 まられた あなたた ちひと

りび とりに，心か らの祝福 をお くりた

い と思 う， あなたた ちが この会場 にい

るとい うことは， とりも直 さず， あな

たたちの信仰の証左で あり，神の王国

の活発 な一員で あ りたいとい う願 いを

表 わす もの なの である。

私 たちが世の人 々に告げ ることは；

神 が生 きて お．られ， もろもろの天 はす

で に開 かれ，神権の権能 は地 上に回復

され，生 ける予言者が私 た ちの頭 にい

る， ということであ る。

私 たちは，予言者 ジ ョセブ ・ス ミス

の貴重 な考 え方や言葉が記録 されてい

る，高価な る真珠 の中のあの章 を，聖

典 と見な してい る。 その中でジ ョセブ

は，１８２０年の春 に起 きた驚 くべき出来

事の詳細を語 ってい る。ジ ョセフの言

葉 を借 りれば， この記録 の 目的 は 「…

…起 ったあ りの まま の事 実を……あ ら

ゆる事件の真相を知 ろうとす る者 に知

らせ ることであ る。」 （ジ ョセ フ ・ス ミ

ス ２ ：１） ジ ョセフはさ らに， 「……

私は事 件の真 相を真 実に且 つ正 しく…

…述べ よう」 （ジ ョセフ ・ス ミス ２ ：

２）と言っている。

家族の状況を少々説明し，その地方

に起きた宗教上の騒動について書いた

後，予言者はヤコブ書第 １章第 ５節の

聖句に強 く心を打たれた， と書いてい

る。

「あなたがたのうち，知恵に不足し

ている者があれば，その人は，とがめ

もせずに惜 しみな くすべての人に与え

る神に，願い求めるがよい。そうすれ

ば，与えられるであろう。」予言 者 は

さらに言葉を続けている。

「どの聖句にもまさって，この時ほ

どこの言葉が私の心に真に力強 く迫 っ

て来 た ことはない。 それは私の心の底

と言 う底 を大 きな力で貫 き通す ような

気が した。……

・・私 はついに 「神 に願 う」 と決心

を して， もし神が智恵 の欠 けた者 に智

恵 を与え， しか も惜む ことな く答 める

こともないな らば， ひ とつ神 に願 って

みよ うと決 めた。

そ こで神に願 うと言 うこの決心 に従

い， これを実 行 しよ うとして私 は森の

中へ人 を避 けて入 り込 んだ。 それ は千

八百 二十年 の早春 ，一点の雲 もない美

しい朝であった。 この ような企 を しよ

うとしたのは，私 の生涯で は じめてで

あった。 とい うのは私が あれ ほど苦 し

んで いる真最中で も， 口に出 して神 に

祈 ろ うとした ことはまだこれ まで にな

か ったか らで ある。」（ジ ョセフ ・ス ミ

ス ２ ：１２－１４）

これが１４歳 の少年の言葉 と思え るだ

ろうか。 さ らに話 は続 く。

「私 は，前以て行 こうと計画を して

置 いた場所へ人 目を避 けて入 り込 んで

か ら， あた りを見廻 して人気のないの

を見す ます とひざまずいて 自分 の心 の

願 いを神 に祈 り始 めたが，私 が祈 り始

めるや否 や，直 ちに私 は何 とも知れ ぬ

力 によって捉 え られ，ついに私 は全 く
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抵抗力を失った。またその力は私の舌

さえしびれる程の驚 くべき力を振 った

ので私は物言うこともできなかった。

そしてあたりはだんだん暗 くなり，一

時はあたか も私はこのまま急に死んで

しまうかのように思われた。

しかし，私は自分を捉えたこの敵の

力から何とぞ逃れしめたまえと，全力

を振 りしぼって神を呼び求めたが，私

力吟 にも絶望に打ち沈んでわが身を破

滅 に任せようとしたその瞬間，それは

考えただけの滅亡というようなもので

はなく，目に身えぬ世界から来た何 と

もわか らぬ生き者で，全 くこれまで私

がどんな者に逢っても覚えたことのな

い程の驚 くべき強い力を具えた者の力

に打ち負けて，わが身を見捨てようと

したその瞬間，この非常な驚きの瞬間

である，私は自分の真上に太陽にも増

して輝や く一つの光の柱を見た。そし ・

てその光の柱は次第に下 りてきて，光

はついに私の上にふり注 いだ。

その光の柱が現われるや否や，私は

わが身を縛った敵から救い出された事

に気が付いた。そしてその光が私の上

に留った時，私は筆紙に尽し難い輝 き

と栄光とを有ちたもう二人の御方が私

の真上の空中に立ちたもうのを見た。

そしてその中のお一人が私に言葉をか

けて私の名を呼びたまい，他のお一人

を指 して 『こはわが愛子な り，彼に聞

け』 と仰せられた。」（ジョセブ ・ス ミ

ス２：１５－１７）

兄弟たちよ，私たちは今，共に，救

い主イエス ・キリス トの復活以来，世

界で最 も意味深い事件を振 り返ってみ

た。この最初の見神は，この教会の基

となっている。そして，私は， この教

会の会員が皆， この最初の見神に対す

る証 と信仰の強さに応 じて，各々の義

務を果たしているものと確 信 して い

る。あなたはどれほどこの話を深 く信

じているだろうか。．ジ ョセブ・スミス

の証を一度聞いた人で，良識のある人

なら決 して中立の立場をとることはし

ないはずである。

ジ ョセフ ・ス ミスは１ ごく普通の家
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系に育った， しごく平凡な少年であっ

た。だが，この時か ら，ジョセブは類

まれな予言者となったのである。最初

の示現か ら９年の聞，ジョセフは神権

を受ける特権にあずかるために準備を

重ねた。あなたたちが知っての通り，

ジョセフ ・スミスとオリバー ・カウ ド

リの熱烈な祈 りに答えて，サスケハナ

河岸に姿を現わしたのは，バプテスマ

のヨハネであった。だが，そのような

歴史的な出来事にしては，何と簡潔な

言葉であったことだろうか。

「『汝 ら，われと同 じ業に働 く僕 ら

よ。救世主の御名によりて，われ汝 ら

にアロンの神権を授 く。 こは天使の導

きと恵み，悔改めの福音，罪を赦すた

めに水に沈むるバプテスマなどの鍵を

握 る神権にして，まことにレビの子孫

が主の御前に再び義しきに適いて捧物

を捧 ぐる時まで，この世より決 して再

び取り去らるることなし』と。‘

そしてこの使者は，このアロン神権

は按手によって聖霊の賜を与える権能

を有ってはいないが，かような神権は

後か ら私たちに授けられると言い，今

は行 ってバプテスマを受けよと命 じ，

そして私が先にオ リバー ・カウ ドリに

バプテスマを施 し，その後で彼が私に

バプテスマを施すべし，と指図をした

もうた。

よって，私たちは行ってバプテスマ

を受けた。．私は第一にオリバーにバプ

テスマを施 し，後で彼は私にバプテス

マを施した。それから私は両手を彼の

頭上に按いて彼にアロン神権を授け，

次に彼が両手を私の頭上に按いて私に

同 じくアロン神権を授けた。それは，

かように天の使者に命ぜ られたからで

ある。」（ジ ョセブ・スミス２二６９－７１）

この出来事の数週間の後，ペテロ，

ヤコブ，ヨハネが現われて，ジョセフと

オリバーにメルケゼデク神権を授け，

使往職に聖任 した。以来，その神権 の

権能は今日に至るまで，連綿として受

け継がれている。神の家が秩序の家で

あり，２００年前のあの偉大な指導者た

ちが特権を与えられてこの地上 に真 の

集

神権の権能を回復したということを知

って，本当に心強い限りではないだろ

うか。一連の出来事に関する論理の一

貫性か らも，まだジョセブらに姿を現

わ した方々がどのような御方であった

かか らも，その歴史的事件の全貌が，

神聖な性質のものであるという確証を

得ることができるのである。

教会が組織されたのは，その翌年の

１８３０年の ことであった。ここに遂に，

真理が打ち建て られ，絶えざる啓示が

確固たるもの となったのである。

それか ら６年ほど後，カー トラン ド

神殿において，ある安息 日の午後，主

御 自身が栄光のうちに，ジョセフとオ

リバーに御姿を現わされた。その同じ

日，モーセ，エライヤス，エライジャ

も現われ，その古代の予言者たちは各

々，福音の重要な鍵を回復 した。救い

主の現われを記録 した予言者ジ ョセブ

・ス ミスの見事な描写に， もう一度耳

を傾けてみよう。

「われ らの心より覆い取 り去 られて

覚 りの眼開かれた り。

われ らは，われ らに面 して教壇の胸

欄に立ちたもう主を見たり。而 して，・

主の脚下にはこは くの如き色したる純

金の床ありき。 一

その眼は燃ゆる炎の如 く，頭髪白き

こと清き雪の如 く，その顔は日の輝き

にも勝 りて光 り輝き，その声は洪水の

激する音の如し。誠にエホバの御声…
…。」（教義 と聖約１１０：１－ ３）

それから救い主は，ひとつの御言葉

を述べられた。私たちは皆，折に触れ

てこの部分を読むべきである。それは

教義と聖約の第１１０章に書かれている。

今宵，この神権会に参加してし）る私

たちは皆，神権の義務を引き受けた者

である。すでに契約が交わされたので

あり，契約を果たさずに言い逃れをす

ることはできない。それは， 「主が命

じたもうことには，人がそれを為しと

げるために前以てある方法が備えてあ

り，それでなくては，主に何⑫命令毒

人に下 したまわない」．．（江．阜「ファイ

３；７）からであるα・このよ、うな約束
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が与 え られてい るために，私 たちが義

務 を履行 しない言 い逃 れをす るこ とは

で きないのであ る。 一

神権を持つ兄弟た ちよ，今 まで，数

々の神聖な現われについて振 り返 って

考 えて きた。その中 には，父な る神，

その御子 イエス ・キ リス ト，バプ テス

マの ヨハ ネ，ペ テロ，ヤコプ，ヨハ ネ，そ

してその他古代 の予言者た ちがい る。

このよ うな ことを考 えるとき，あなた

たちは， その偉大 な御業 に携 わってい

て，心が躍 るのを覚 えないだろうか。

これ らの出来事 が実際に起 きた ことを

知 った とき， もし私 が もう一度，若 い

執事 に戻 ることがで きるとした ら，聖

餐 のパスを一週間の仕事 の うちで最 も

大切 な仕事Ｑ ひとつであ ると考 えて行

な うで あろう。私の一挙手一投足 が，

また私 の身 だ しなみが，救い主か ら私

に委 ね られ た地位 の尊厳 と誉 に，見事

に調和 するよ うに努 めるで あろう。

また，断食献金 を集 めることは，豊

かで，新 しい意味 を与 えて くれ ること

で あろう。私 は，一軒一軒訪問す るた

び に， 自分が監督 の代理 である ことを

心 に思い起 こし， また貧 しい人 々が私

の努力の結果 に よって もっと豊 かに祝

福 され， ヤコブが言 うよ うな 「清 く汚

れ のない信心」を保 つ ことができ るよ

う， 自分 によ く言い聞かせ る で．あ ろ

う。 （ヤコブ １ ：２７参照）

もし私が若い教師か祭司に もう一度

なれると した ら，私 は， 自分がホ ーム

・テ ィーチングの同僚の プラスにな る

よ うに努 力す ることで あろう。 自分が

訪 問す る会員 たちと固い友情の絆を作

ることができるよう，一層努力す るこ

とであろ う。救 い主が された ように，

人 々の霊 を高 めるように努 めるで あろ

う。聖餐 会における責任が，豊かで霊

的な経験にな るよ うに し，決 して軽 々

しい気持で責任 を果 た さな い で あ ろ

う。神聖な儀式に参 加する ときは， こ

れ 以上 はで きない とい うほ どの敬意 と

努力を払って参鯉するのでなければ，

ワー ド部の人々に悪影響を及ぼし，キ

リス トの真理のみたまを裏切 ることに

なるのである。

もし私が，あなたたちのひとりのよ

うに，２５歳以上の若い成人で，まだ結

婚 していないとした ら，だれか， もう

完全な者となった女性ではな く，完全

になる可能性を持った女性を捜 し始め

ることであろう。これは別に統計上の

記録ではなく，私の確信にしか過ぎな

いのだが，私は， １世紀にひとりだけ

完全な女性が出現すると考えている。

そして，私はそのような女性をすでに

見つけ出した。彼女は私の伴侶となっ 「

ている。

もし私が父親になったばかりだとす

れば，私は親切 と忍耐 と偽 らざる愛 と

を実践するであろう。また，一番最初

に何をなすべきか，絶えず心に留め，

自分のとっている方向が正しく，かつ

終局的には永遠の生命に至ることがで

きるよう，いつも確かめておくであろ

う。

もし私が長老見込み会員であったな

ら，私は教会の奉仕活動に参加 し，そ

れと同時に，自分の福音の知識を増す

ことができるよう毎 日の勉強を始め，

自分の家族が永遠に自分に結び固めら

れるよう努めることであろう。

もし私が活発なメルケゼデク神権者

か，高等評議員か，ステーキ部長会の一

員か，監督会の一員であったな ら，また

とりわけ家に子供たちがいるなら，永

遠について可能な限りのものを知り，

その上で，昔の賢明な勧告を心に留め

ておくことであろう。すなわち，人が

一生を費やして全世界をも う け た と

て， 自分の家族を失ったとした ら，益

にならないしもべのひとりに数えられ

るであろう， という勧告である。

兄弟たちよ， ４つの大切なことをあ

なたたちに深 く考えていただきたいと

思う。まず第一は， 「こはわが愛子な

り，彼に聞け」 という永遠の父なる神

の御言葉である。 これは２，０００年前の

言葉ではない。私たちの時代に与えら

れた言葉である。

次は，バプテスマのヨハネが権威を

もって語った次め言葉である。 「汝 ら

われ と同 じ業に働 く僕 らよ。救世主の

御名 によりて，われ汝 らにア ロンの神

権 を授 く。……」 （教義 と聖約 １３） これ

も私 たちの時代の ことであ る。

第 ３は，、救い主の御言 葉 で あ る。

「……わが汝 らに遣 わして，汝 らを聖

職 に按手任命 し……確認せ しめた るか

のペテ ロ，ヤコブ，ヨハ ネの三人 ……。」

（教義 と聖約２７：１２） これ も私た ちの

時代 に起 こった出来事で ある。

そ して第 ４は， カー トラ ン ドにおけ

る予言者 ジ ョセフの記録 である。 「わ

れは，われ らに面 して教壇 の胸欄 に立

ちた もう主 を見た り。而 して，主 の脚

下 にはこは くの如 き色 した る純 金の床

あ りき。」 （教義 と聖約１１０：２）

同 じ業 に働 く神権者たち よ，本当に

これ らの言葉 は，人が言 った くだ らな

い言葉 とは全 く異 なってい る。私た ち

は注 目す べき時代 に生 きて いる。主 は

今 日も語 りかけて お られ る。 あなたた

ちも私 も，そのお とずれ を受 け入れ た

のであ る。私 たちの根本的 な義務 は，

神権 の責任 を果 たす ことにある。私 た

ちはその責任 を，あたか も人 の手 によ

るクラブ活動か，単な る友愛組織 の も

ので あるかの ように，軽 々 し く考 える

ことはで きないのであ る。

私 は全身全霊を もって，私 た ちには

多 くの ことが委 ね られて お り， その業

がみ な私 たちにふか ってい ることを証

す る。主 にとって不可能 な こ と は な

い。 リー大管長 はこの ことについて，

今朝 の福祉活動の集会 における偉大な

説教 の中で，極 めて明瞭 に話 された。

私 たちが信仰 と決意を ひとつ にす る乏

き，必ず主の御業 を成 し遂げ ることが

でき るのである。願 わ くば， この義務

の念 が心 の中 で炎 と燃 え る よ う。 ま

た，それが決 して燃 えつ きることの な

い よう。そ して，受 ける機会 に絶 えず

心を躍 らせ，慎重 に，謙虚 に， かつ細

心の備えをな して，前進 して行 くこと

がで きるよう，また私 たちのなすべ き

ことをす ることがで きるよ う。主 イエ

ス ・キ リス トの御名に より祈 るもので

ある。 アーメン。
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「最 も小 さい者 のひ と り
、

、

バ ッ キ ー ・ス ニ ー ド

ラ リー ・Ｋ ・ラ ング ロイ ズ著

カ ーター姉妹 の心 は落 ちっかなかった・今朝 は何 もか もう

ま くいかなかった。家 では何 もか も悪 い方向 に動いてい

るよ うに思 えた。彼女 は祈 り会 に遅れて しまった。 レ ッス ン

の ことも気持 が落 ち着 かないひとつの理 由であ った。 テキス

トは １４，５歳 の生徒 に本 当の キ リス トの愛を よ く理 解 させ る

ことを 目的 としたす ば らしいもので あった。 しか し，勉強 し，

祈 り， 睡眠 もとらず に準備 したの に， うま くいかないのでは

ないか とい う気 が してな らなか った。

彼女 は クラスの騒 々 しさの 問題 よ りも，む しろ生徒 た ちが

レッス ンを退屈 に感 じないか と， それが心配だ った。彼女 は

どうに も落 ち着 かなか った。今 まで にも彼 女は，生徒 た ちの

中に，その ような 自分の心の内を瞬間的 に見抜

た。あの 目が，今 日も私 を見す えるだ ろう。

話をしていた他は，皆讃美歌を歌っていた。

離讐’二 ．

と，突然，彼女 の胸 には不安が雲 のように拡が った。 日曜学

校の クラスの ことが こんなに も， またこのように長い間彼女

を悩 ました ことはなかった。彼女 は歌 うのをやめて，深 い溜

息をついた。 緊張 は少 しとけたが，彼女を悩 ませ る不 安な気

持 は去 らなかった。

彼女 は讃美歌 に目を落 と し，歌詞 に神経 を集 中 させ ようと

努めた。

「ああ」 と彼女 は心 に思 った。 「私 の祈 りをお聞き くだ さ

い。私 たちに愛 を教 えて くだ さい。 どうか本 当のキ リス トの

愛を教えて ください。父 よ，今 日の レッス ンがよ くできるよ

うにお助 け ください。」
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聖餐の聖句朗読 とパ ンの祝 福の間，彼女 は救 い主 とその犠

牲 について考え ようと努めた。す ると彼女 の心 は穏 やか にな

り，礼拝の気持に満 た された。

間 もな く執事た ちがパスのために 自分 の位置 につ いた。彼

女 はその中 にバ ッキ ー ・スニー ドがいるのに気 づいた。彼 は

先週 アロン神権 に聖 任 され るよ う支持 を受 け，今 日初 めて聖

餐のパスをす るのだ った。 カー ター姉妹 の夫 であるフ ィルは

バ ッキーの聖任を どれ ほど誇 りに した ことだろ う。彼 はバ ッ

キーがバ プテス マを受 ける前か らスニー ド家族 のホーム ・テ

ィーチ ャーを して いた。スニー ド家族 は不活発 で， フ ィルの

忍耐 と努力が実を結んだ ときには，バ ッキーは もう１０歳 にな

って いた。

カーター姉妹 はや さ しい静 かな笑 みを浮 かべた。 スニー ド

兄弟が フ ィル にバ ッキ ーの確 認の儀式 を執 り行 なって くれ る

ように頼 んで きた ときの フ ィルの感動 した様 を思 い浮かべた

か らで ある。そのバ ッキーが もう１２歳 で執事 なのだ。歳 月 と

はこんな にも早 くたつ ものなのだろ うか。

彼 は他 の少年た ちより小 さい ように見 えた。彼 は座席 の列

を手か ら手へ と トレイが運ばれて くるのを待 っていた。彼 の

顔 は緊張 して， こわば ってい るように見えた。彼 は トレイを

受 け取 り，手早 く後 ろの列 へまわ した。 日曜学校 の会長会で

働 いてい るフ ィル は，今 朝 は子供 日曜学校 を訪問 して いた。

彼女 は，彼がバ ッキ ーの最 初の割当てを見る機会 を逃 した こ

とを残念が るだ ろうと考 えた。彼 は もうスニー ド家族 のホー

ム ・テ ィーチ ャーではなか ったが， まだスニー ド家族 とはｉ親

しく，特 にバ ッキ ーとは仲良 しだった。

とその ときだ った。おそ ら く緊張 しす ぎてし〕たのだろう。

バ ッキーが トレイを椅子 の端にぶつけてひっ くり返 して しま

ったので ある。 カーター姉妹 は息 をのんだ。近 くにす わって

いた少女 が くす くす笑 い出 した。 バ ッキーはぱっと赤 くな り

「だれか助けて， お願 い」 とい うよ うに嘆願す るような，お

どお ど した眼で礼拝堂 の中を見 回 した。彼女 は彼が泣 き出す

ので はないか と思 った。 しか し，彼 はぎ ゅと眼をつぶ り，気

持 を抑 え，かがみ こんで こぼれたパ ンを拾 い，それを聖餐の

テーブルへ持 って行 って，別 の トレイを運 んで きた。彼女 は

ほっ と息 をつ き，心が軽 くなるのを感 じた。そ して彼が手際

よ くその場 を とりつ くろった ことに誇 りを感 じた。

バ ッキーはその後，何の失敗 もせず に割当てを終 えた。 カ

ーター姉妹 は
，バ ッキーが聖餐のパスを終えた後，椅子 にが

っ くりと腰を おろすのを眼 にしなか ったな ら， その ことを忘

れて しまって いただ ろう。彼はす っか り意気消沈 して，全 く

元気をな くしてすわ りこんで しまった。

彼女 はそれを見 て昔 の苦 い経験 を思 い出 した。 それ はあた

か も今起 こったかのよ うに， あ りあ りと脳裏 によみが えって

きた。彼女が初 めて大人 日曜学校 で話 を割 当て られた ときの

ことだ った。彼女 の両親 は彼女 の準備 と練習を手伝 って くれ

たので，彼女 は もうす っか り話せ る気持 にな って いた。 しか

し，聴衆 を前 にす ると，彼女 はあが って しまって準備 した言葉

をみんな忘 れて しまった。彼女 は聴衆の視線を浴びなが ら，

きれ ぎれに思 い出 した言葉 を話 し出す と恥か しさでい っぱい

にな った。彼女 は最後 まで話 し終えず に席 にもどって しま っ

た。彼女 の頭 の中では 「もう教会 には来れな いわ， もう一生

教会 には来 られ ないわ」 という言葉が駆 けめ ぐっていた。

ふ とバ ッキーに目をや ると，彼女 には彼がそれ と同 じ苦し

みを味 わって いるのが わか った。 もう何年 も前 ，当時の 日曜

学校 の会長 は彼女の肩 に腕 をまわ し，何か ささやいて勇気 づ

けて くれ たものだ った。彼女 は，その言葉 は覚 えていなかっ

た。 しか し， その言葉がや さ しく親切で，肩 にまわ した腕 が

暖か く，や さ しくて，苦痛をや．わ らげて く．れた ことだけはは

っき りと覚えていた。

オル ガ ンが鳴 った。人々 は列を作 って，礼拝堂 か ら出始 め

た。後 に残 った執事た ちも次々に 自分たちの教室へ と出て行

った。 しか し，バ ッキ ーは椅 子に腰 をおろ したままだった。

「だれ もバ ッキーを助けてあげよ うとしないのか しら
。」

彼女 は思 った。 「彼が どんな気持 でい るのか， だれ も知 らな
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いのか しら。」彼女 は礼拝堂 の中を見回 した。「それ を知 って

いるのは私だ けだわ。彼を助け られ るのは私 だけだわ。 で も

どう した ら……」

カーター姉妹 は レッスンの ことな どす っか り忘 れ て し ま

い，す っ と立 ち上が ると礼拝堂の前の方へ歩いて行った。彼

女 は何 と言 お うか と老 えた。 しか し，何の言葉 も思 いつかな

か った。彼女 はバ ッキーのす ぐ隣 りに腰 をおろ した。

「ど う，バ ッキー」彼女 は言 った。

少年 は彼女を見 ると， こ くん と会釈 して， また床 に眼 を落

と した。

腋「もう執事ね
。おめで とう。」

彼 は しば らく黙 ってすわ っていたが， やがてまるで後悔 し

てい るように弱々 し く 「あ りが とう」 と言 った。

気まずい沈黙 が続 いた。 カー ター姉妹 は先週 のフ ィル の意

気揚々 と．した顔 が 目に浮 かんだ。先週 の聖餐会 で立 ち上が っ

て聖任 の支持 を受けた ときのバ ッキーと，今 のバ ッ キ ー で

は， ああ，何 と違 っている ことだろ う。

彼女 は椅子 の後 ろにまわるとバ ッキーの肩 に手を置 き， こ

う言 った。 「バ ッキー，私 ，見ていたのよ。 あなたの した こ

とは立派だ ったわ。 それが言 いたかったのよ。」

彼は言葉 を失ったよ うに， はっと彼女 を見上 げた。 「そう

です とも。」彼女 は続 けた。「私 だった らど うした らよいかわ

か らなかったで しょう。 で もあなたはさっさと手際 よ く処理

したわ。本 当に立派 だったわねえ。 あなたはもう 執 事 だ か

ら，神権 によって霊感 を受 ける資格が あるのね。私 ， そう思

いますよ。」

少年 の顔 か らは暗 い陰 は去 り， ぱっと光が さす ように笑み

が浮 かんだ。

「ああ」 と彼 は前 に落 ちて いた髪をか きあげ な が ら 言 っ

た。 「そ うです ね。 その他 の方法 なんて ありませんで したよ

ね。パ ンを拾 って， トレイをと りかえ る以外 には。」

「そ うです よ。本 当にあれ以外の方法な んて考え られませ

んよ。私， あのとき， あなたが泣 き出すん じゃないか と思い

ま したよ。」

バ ッキーは， はにかんだよ うに笑 った。

「私， あなたが執事 としての最初 の割当てを立 派に果 た し

たのを見て うれ しいのよ。」

「ぼ く最初
， トレイをお っことしち ゃった とき，執事 にな

んか な らなきゃよか った って思 った。 で も，や っぱ り執事 は

いいや， とて も楽 しいもの。」
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「バ ッキ ー・， 私 ， 見 て い た の よ。

あな た の した こ とは 立 派 だ っ た

わ 。 そ れ が 言 い た か った の よ」 と

カ ー タ ー姉 妹 は 言 った 。

少年 はすっ くと立 ち上が ると 「もう行かな くちゃ」 と言 っ

て彼女 の前 をす りぬけ，教室へ と走 って行 った。

「そ うだわ」彼女 は レッス ンの ことを思い出 した。 「ああ

レッス ンがあったんだ わ。 ああ，すべて うま く行 って くれ る

よ うに／」

あた りを見 回す と，彼女 のクラスの生 徒の うち最後 のグル

ープが礼拝堂 を出るところだ った
。彼女 は走 って行 って彼 ら

に追 いついた。 もし生徒が教室 で余 り長 く待た され るようで

あったな ら， レッス ンは始 める前か らだ いな しにな って しま

うことを彼女 は知 っていた。彼女 は足を早めた。 レ ッス ンの

概略 が彼女 の胸 をよ切 った。 と， ひとつの概 念が彼女 を打 っ

た。

「そう， これ こそ答えだわ。 これ こそ この レッス ンに必要

な ものだわ。 この若 い生徒た ちは， いつか屈辱感 とい うもの

を味 わ うことが あるだ ろう。私 は， 日曜学校 での最初 の話 の

経験 を話 そ う。 そうすれば， よきサ マ リヤ人 の話 を彼 らに も

っとよ く理解 させ ることがで きるだろ う。大切 なのは大 きな

犠牲 を捧げ る用意がで きてい ることではな くて，私 たちのま

わ りの人 に心か らの思いや りを持 ってい ることなのだ もの。

彼 らはきっと毎 日奉仕す る機 会があ るとい うことを知 るだ ろ

う。 これ こそ私た ちが毎 日の生 活の中で福音 を実践す る方法

なのだわ。 これ こそ福 音のすべてなのだわ。 これ を話せば，

あの結びの聖 句の意 味を もっとよ く理解 させ られ る。」

彼女 はその聖句 を一字一句思 い出 そうと努めた。 「……い

つ，わた した ちは，あなたが空腹 であるのを見て食物 をめ ぐ

み，かわいてい るのを見 て飲 ませ ま したか。 いつ あなたが旅

人で あるのを見て宿を貸 し，裸 なのを見 て着せ ま したか。ま

た，いつ あなたが病気 を し，獄 にいるのを見 て， あなたの所

に参 りま したか。 す ると，主 は答 えて言 うで あろう。 『あな

たがたによ く言 ってお く。 わた しの兄弟で ある これ らの最 も

小 さい者 のひ とりに したのは， すなわち， わた しに したので

あ る。」」 （マ タイ２５：３７－４０）

教室 の ドァは最後 の生徒が入 って行 って，彼女の前で，ば

たん と閉まった。彼女 は ドアを開 けなが ら，胸 の中で祈 った。

「お父 さま，私 の祈 りに応 えて くだ さって感謝 します 。」 教

室 へ入 ってい く彼女 の顔 にはほほえみが浮か んで いた。

ラ ソ グ ロ イ ズ兄 弟 は ロ ス ァ ソゼ ル ス ・イ ー ス トス テ ーキ 部 ア ル ハ ソブ

ラ ワ ー ド部 で ， ア ロ ソ神 権 Ｍ ＩＡ会 長 と して働 い て い る。
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伝 道 資 金 で き て

平 田 栄 蔵

日本東伝道部

専任宣教師

ある日，いつ もの ように教会 で働 いて います と， ひと りの

宣 教師が来て， 「少 しの間，助 けて下 さいませ んか」 と声を

かけ られま した。彼 について行 くと， もうひと りの宣教師 と

求 道者 が部屋 に向かい合 って座 って いま した。ふた りの宣教

師は もちろん外人 です。彼 らは求道者 の質問 の意味がわか ら

な くて困 っていたのです。質問を理解で きなければ，答 え る

ことはで きず，求道者 は納得で きませ ん。そ して疑 問を残 し

たまま帰 って行 くことになって しまいます。 この とき，会員

と宣教師 の問に協力が必要で あり，また特 に 日本人 の宣教師

が もっと多 く必要 な ことを強 く感 じま した。 そ して福音が真

実 である ことを知 って いるの なら，また， よ り福音 にそ った

生活 を したいと望んでい るのな らば，私 の人生 のひ とつ の仕

事 と して，将来宣教師になろ うと決心 したのです。

その ようなことがあ ってか ら，伝道 の準備を やり始 めま し

た。教会の責任 は私 に とってた くさんの経験 と知識 を与 えて

くれ ま した。やがて夜 間大学 に入学 した関係で，今 まで集 っ

ていた第 ５ワー ド部 か ら横浜 ワー ド部 に移 ることに なりま し

た。学 校，教会，仕事，伝道 の準備 と忙：しい日が続 きま した

が，充 実 し祝福 され た毎 日で した。教会で は日曜学校 （８～

１０歳 の クラス）の教師 として働 き，若い友だ ちを知 ることがで

きま した。若 い彼 らが福音に そって生 活 しようとしてい る様

子 を見 るときに，家庭が福音を実践す る最良 の場 である こと

が わか りま した。 その当時は仕事 として，１０歳 前後 の少年少

女が学ぶ書籍類 のセールスをや ってお りま したので，毎 日多

くの家庭を訪れていま した。そ して これ らの人 々が福音 を知

り，子供た ちがそれに従 って成長 でき るな らばどんなに素晴

らしいか と思 ってお りま した。 しか し，福音 を伝 える者が い

な くて は誰 も知 ることができませ ん。 ロマ書１０章１４節 に 「し

か し，信 じた ことのない者 を， ど うして呼び求め ることが あ

ろうか。聞いた ことのない者 を， どう して信 じることがあ ろ

うか。宣 べ伝 え る者が いな くて は， どうして聞 くことがあ ろ

うか」 とあ ります 。

さて，学校 に進 んだ ことや， その他で出費が続 き，伝道 資

金が減 ってきたので， もっと収 入の多い仕事 を求 め， トラッ ．

クの運転 手 として働 くようにな りま した。 また，私が伝道 の

準備 を してい るか らとの ことで，横浜 の兄弟 たちか ら部屋を

提供 していただ くな ど多 くの援助 を受 けたことに心か ら感謝

してお ります。

次 の春 まで に伝道 に出 られ る見通 しがつ いたのですが，翌

春 になって大 きな問題 にぶつか って しまいま した。東 京ス テ

ーキ部 の方針 によって
，伝道資金個人負担の チャレンジが以

前 の倍額 になった のです。 これ には困 って しまいま したが，

どうす る こと もで きませ ん。伝道を あき らめ るか， しば ら く

時期 を待つか迷 ったのですが，あ きらめ るこどな どはできま

せ ん。 この問題を少 しで も早 く解決 すべ くもっと収入 の多い

仕事 はな いものか と研究 したのですが，望 んでい るよ うな収

入を得 られ る所はほ とん どあ りませ んで した。 そ して最後 に

考えついたのは， し尿 浄化槽清掃車 の運転手 と して働 くこと

で した。 この仕事 で も多 くの祝福 を受 けま した。共 に働 く人

々か ら多 くの ものを学 び， 資金の方 も，今年 １月 まで の ８カ

月間で，今 まで ２年 半働 いて貯 えたと同 じ位 の額 を準備す る

ことがで きま した。 また教会 において も，新 しいメル ケゼデ

ク神権Ｍ ＩＡのプ ログ ラムに参加す ることに よって霊的な面

において訓練 され，す べて用意がで きま した。「熱心 に求 め，

常 に祈 りて信ぜ よ。 も し汝 ら正 しく道を歩み，汝 らの互いに

結 びたる誓約 を憶 えなば，何事 も結局 は好都 合とな るべ し」

（教義 と聖約９０：２４） と，神 は私 た ちに約束な さいま した。

これが真実で あると証 します。

私 は，今宣教師 として働いていて多 くの祝福 を受 けており

ます。多 くの 日本人 ， アメ リカ人宣教 師たちが福音 を宣べ伝

えるときに喜びを見いだ してい ることを知 って います。

１８３１年に主な る神 が言 われたよ うに，全世界に出で行 き，一

切の生 くる者に福音 を説 くこと（教義 と聖 約６５：２参照）を聖

徒 らは忠実 に守 って きたに違 いありませ ん。教会設 立頭 初，

真冬 の厳 しい寒 さの中に，病 に臥 していた床 を取 り上 げ，かけ

ていた毛布 を外套 の代 りに して旅 に出 たという記録 があ りま

す。 このような素晴 らしい伝統が代々受け継がれ，現在 のよ

うに福音が世界中に広が るに至 ったので しょう。 「神の王 国

の鍵 はこの世 の人の手に委任 され，福音は ここより転 じ行 き

て世 の果 にまで も達せん。 あたか も人 手に よらず山よ り切 り

出 され たる石の転が り出でて，ついに全世界に充 ち満 つ るが

如 し。」（教義 と聖約６５＝２）また会 員 も少な く，厳 しい状態 の

ときに ジ ョセブ ・ス ミスに啓 示 された神 の言葉 は聖徒 たちを

驚か し，それ と同時に大 きな希望 を与 えた ことで しょう。今

や これ らは現 実の もの とな っています。都市 ごとに回復 され

た教会 が建 て られ，数多 くの人々が祝 福を分 ち合 っています。

私 は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が神様 の真 の教会で あっ

て，現在 スペ ンサー・Ｗ ・キ ンボール大管長が神 の啓示を受け

て この教会 を導 いて いる ことを証 します。回復 された この福

音 を受 け入れ る人 々は，すべて真 の幸福を見いだす ことを証

します。多 くの人が この真理 を知 るように と祈 りつつ，すべ

て をイエス ・キ リス トの御名 によって証 します。．ア ーメ ン。
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「われ は うみの こ さす らいの………」

のんび りとオールを揃 え 瀬 田の唐橋 を漕 ぎ出た のが１９６９年

１！月２３日だった。 ボー ト部 の新入 りにとって練習 はつ らか っ

た。 そんな中で のア ップの日，み んなで琵琶湖へ行 こうと弁 ．

当を持 ち， ナ ックルを漕 ぎ出 した。 とて も楽 しか った。余 り

に も楽 しか った。 そ して帰 るのを忘 れいつ しか ６人を乗せた

ボ「 トは大 きな湖 のど真中 にいた。 しか もとっ くに 日は暮 れ

比叡 山が無気味 な黒 さで そびえていた。

ああ……… このまま沈 んで もいい，寒 くもない

「オ レサムイヤン カ」 「ミズ ダセダ セ」 「コ ッチ ノサイ ドコ

ゲヘン」 とい う仲間 の声 も遠 くの方 か ら聞 こえて来 るようで

ある。バ ウのシー トか らみんなの顔 は もう見えな くな った。

見 えるはず のコ ックスの顔 も見えない。 ただ ３番 のシー トの

動 きに自分 も合わせ る，それだけだ った。ず っと漕 ぎっ放 し

であった。学園紛争 のため始業の遅 れたその年，私 とほかの

２， ３人 を除 いて は夏休みを終 わ ってか ら入部 して来 た人 々

だった。従 って この ６人の中で は，私 は ４月か ら練習 をは じ

めたたったひとりの新 入 りだ った。 この遠漕 の間交替 は して

いなか った。バ ウのシー トが寂 し く感 じられた。 いつの間に

か前 のシー トの動 きが止 んだ。腰 を伸 ばそ うとシー トを後 ろ

に移 しそこに仰向けにな った。

星がやけに輝いてい る。 きれいだ。星 がぶつか った ら…… 丁

ええっと， イーは ミューと何だ ったけな………よ くもまあ乗

り合わ した もんだ な………地球 もい っし ょかな

その時で ある。 「バ カヤロー，オ ラー死ニ タクネエゾ， コ

ガン カ／アホ／」 との声が とんだ。や っと生 きのび合 宿 も終

わった。

この合宿 の帰 りに手に した週刊誌 に 「モル モン教大挙 日本

に上陸」の記 事があ った。 「こりゃえ らい こっち ゃ，安保 ど

ころ じゃない。ひ とりの男がた くさんの奥 さんを 持 つ な ん

て， それで な くて も世 の中無茶苦茶 なのに， 日本 はだめにな

る………」 と考え込 んだ。

年が明 け１９７０年に入 ると，世 は近づ くＥＸＰＯ’７０であわた

だ しくなって いた。そん な ２月の半 ばの土曜 日。 「モルモ ン

教会 につ いて知 りたいですか」 と外人 ふた りに呼びかけ られ

た。 ち ょうど練習が終わ って久 しぶ りに叔 父の ところに行 く

夕方で あった。学校 の正門を ち ょっと出た ところで会 った。

２３８

、

「教会 はす ぐそ こです」 との こと。外人 のひと り．は僕 ．と．厨 じ

年 でテキサスか ら来 た大学生 だった。 もうひと りはワシン ト

ン州 か ら来 たと 自己紹介 しなが ら坂を下 って 行 くと，古ぼけ

たバスケ ッ トの台が ある庭 にきた。 その下 を くぐり， またび

っ くりした。 もっと古 い家が あ らわれ た。石油 くさい部屋に

すわ るとカーテ ンが ひか れ， ニュー ヨーク博で紹介 された と

い うス ライ ドが始 ま った。

「あなたは どこか ら来て ど こへ行 きますか， どうして この

地上 にいますか」 この言葉 は私 の胸 を， ぐさっと突 き刺 し

た。死の瀬戸 際まで追 いつめ られ た湖 の光景が まざまざと思

い出 された。週刊誌 で知 って いたモル モン教に機会 があれば

文句を言 お うと思 ってきたのだが，ス ライ ドの言葉 はそんな

心 を消 して しま った。 さ らにジ ョセブ ・ス ミ．ス の経験を知 ら

され ると， すべてを忘流て しまった。帰 るときは正面の門か

ら出た。そ してそ こに 「末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会」の

名前 を見つけた。 「ふ一ん， キ リス トか」 「なるほど」なぜ

かその 日は楽 しか った。

家庭集会 も進 んだあるとき，宣教師 は 「ど うしてバ プテス

マは受 けなければいけませんか」 とたずね た。私 は， 「だ っ

てイエス ・キ リス ト様 は聖 いお方 なのにバ プテス マを受け ら

れま した。私が受 け るのはあたりまえです」 と答え なが ら，

どうして こんなわか り切 った ことわざわざ聞 くのだ ろうとい

ぶ か しく思 った。 そ して ３月１５日， ヒュー・Ｂ・ブラウンとい

う十二使徒 には じめて会 った。「こんな人 が１２人 もいるのか，

絶対 間違 いない／」 と確信 した。 その あ くる日の夕方，私 は

罪 の許 しを得 るための水 に沈 め られ るバ プテス マを受けた。

しか し， これ だけがすべてで はない。鹿児島 の小 さな土地

には両親が生活 して お り，私 は今 もひたす らに生 きる父 と母

にそのほとんどを負 うて いる。彼 らやまたその父母 な ど私 に

命 を与 えて くれ た人 たちは皆，い い加減に生 きようとした人

々ではなか った。小手先で問題を解決す る類 の人 で もなか っ

た。彼 らの血 と汗 は今 もここに生 きてい る。その生活 は続 い

て いる。私 は彼 らが知 らなか った土地を知 り，彼 らが持 って

いなか った知識を持 ち，彼 らがや らなか った生 き方 をや って

い る。

バ プテス マを受けて ４年，私 は 口重 き者 であ り，伝 え るべ

き言葉 を持 ち合わせてい ない。 しか しこの身 を もって，私 の

人生 を もって証 となすつ もりでい る。

おとずれを

つ たえて今 は 広 き世に

転が り出つ る 石 とな らんや

新聞 を配 って得 たお金 と友だ ちの助けに より， こうして伝

道 に出る機会を得， もう半ばを過 ぎよ うとしている。 この機

会 を与 えて下 さった ことに感謝 してい る。 た しカ、に神 は生 き

てまします・仁 スは判 ス トであり・神は今 もモ言煮噸

ってお られ る。主 の祝福が豊かにあ らん ことをぞイ・エス 写キ

リス トの御名 によって証す る。 アーメ ン。
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息 子 た ち を 伝 道 に

板 倉 玉 子
名古屋第 ５支部

私 の信仰生 活 は， もう１９年ほ どに なります。戦後 ただ食 べ

ることだけ に追われた生活 の中で， ３人 の子供 を どう育てて

よい ものか 自信が ありませ んで した。当時何 か信仰 を持 ちた

いと思 ってお りま した。その折 りに， ふた りの宣教師が私 の

家 に来 られ ま した。初 め言葉 が聞 き取 りに くか ったのですが

１時間 くらいお話 した後 ，少 し迷いま したけれ ど次 の集会 の

約束 をいた しま した。 いつ も約束の時間を きちん と守 って下

さるのには驚 いて おりま した。 あ る台風 のよ うな 日， き ょう

はい らっ しゃるま いと思 っていた ところ，ズボ ンのすそをび

っ しょりにして約束の時間 に見え られた ときは本 当に胸 を打

たれて しまい ました。 また家庭集会 では， まだ良 く知 らない

人 のために温かい心の こもったお祈 りが どうして できるのか

不思議 な気が し，胸が一杯 にな って涙 が こぼれ ること もあ り

ま した。宣教師の方 に 「いつ も謙遜 な心 を もってお祈 りを し

て下 さい」 と言われま した。 ち ょうどその頃，主人 の会社が

思わ しくな く，私 も働 き口を見つけ ようと毎朝新 聞を見て お

りま したが，ふ とお祈 りの ことを思い出 して，私事 のお願 い

で も良 いのか わか りませ んで したけれ ど心を込 めてお祈 り致

しま した。す ると半 日ほど して女の人が，保 険の セールスの

仕事 をすす めに来 られ ました。初め はお断わ りしていま した

が， その方 の熱心 さと，主人 も 「一度や ってみてで きなけれ

ば仕方が ないではないか」 と言 います ので，翌 日か ら出かけ

ることにな り， そ して今年 で１９年 目にな って しま いま した。

この経験 か ら，神様 の前 にへ りくだ り，心を込 めて お祈 りを

する とき， その願 いはか なえ られ る ことを知 りま した。

宣教師 はいつ も 「謙遜 になって下 さい。心か らお祈 りを し

て下 さい。学 んだ ことを 日常 の生活 に取 り入れて下 さい」 と

教 えて下 さいま した。私 は早速仕事 の上 にも取 り入れな くて

はいけないと思 いま した。仕事中，時に は冷たい態度が返 っ

て くることもあ りますが， そんなとき，宣教師の方 もこのよ

うな思いをな さるのだろ うと思 って我慢致 しま した。

そ して家庭集会 を重 ねます うちに，私 はふた り．の息子を伝

道に出 したい と思 うよ うにな りま した。教会 は遠 いので交 通

東夫兄弟 （右端）が伝道に出かけられる日，駅で。

３人のお子さんに囲まれた板倉姉妹 （左から２番目）

費のことや本を買うことなどいろいろ心配 しましたが，祝福

されひどく困ることもな く通うことができました。

やがて長男が大学に入り，伝道にと思 っていますとき，主

人が軽い高血圧症にかかり伝道はあきらめてしまいました。

そして長男が大学を卒業 したときには私が病気になって １年

ほど会社を休みました。その後 １年 ３ヵ月ほどして主人は他

界 して しまいました。

長男の結婚 した年の８月に息子夫婦と私と次男の ４人がハ

ワイ神殿に行 くことになりました。ハワイ空港では温かい歓

迎を受け，美 しいレイの花の香りが今でも忘れられま せん。

神殿はエデ ンの園を思わせるほど美しく神聖な感 じを受けま

した。私はそこで大変うれ しい事がありま した。それは，私

の家に初めて訪問 して下さった宣教師であった堀上家族にお

会いすることができたのです。神殿の儀式を終えて最後の ２

日間を堀上家族の家でお世話になりました。その犠牲と愛を

忘れないで生活 して行きたいと思っております。

大学 ３年を終え，次男の東夫か ら伝道に出ることを話され

たときは，その費用をどのようにしたら出せるのか少し心配

になりましたが，スポンサーか らの援助をいただ くことにな

りました。東夫か らの最初の手紙に 「伝道に出て初めてお母

さんの仕事がいかに大変かがよくわかりました」と書いてあ

りました。私 も仕事を始めた頃の苫 しいことを思い出すと，

ひとりでも多くの方が宣教師のお話を聞いて幸せになって欲

しいと思 うのです。そして私 も仕事を一生懸命致しましたの

で，伝道の費用として少 しですが送ることができま した。今

は伝道 も終え，学校を卒業 して無事就職 してお、ります。

１９年をふり返 り，いろいろな問題を苦 しい中にも解決して

行 くとき，神様の大きな祝福を感 じます。神様の仕事をする

とき必ず助けがあります ことも証致 します。今 ３歳の孫がお

ります。その子が伝道に出るまで，私 も元気に生きて行きた

いと思 っております。

母 の死 に耐 え るサ ン タ ク ロー ス

山 下 統 ・紹
日本西部伝道部

専任宣教師

宣教 師の喜 び といえば，第 １に福音 を宣 べ伝 えることであ

り，第 ２は， 自分宛 の手紙 を読む ことです。

あ る寒 さの厳 しい朝 の こと，同僚 のハプキン長老 は， 自分

宛 に ６通 も届 いてい ると喜 びなが ら手紙 を読み始 めま した。

間 もな く彼 の顔 か ら笑 みが消 え，しば ら く沈黙 が続 きま した。

それはお兄 さんか らの手紙 で， 「母， キ トク」 との知 らせだ

ったのです。宣教師 に このよ うな事態が起 こったとき，伝道

部 長はす ぐにで も帰 国の手続 きを して下 さ い ま す。ですか

ら，彼 の気持 次第 で，今 す ぐ伝道 を打 ち切 って帰 国で きる状

態で した。 しか し彼 はそ うは しませ んで した。 その 日， いつ

もの ように十時半にな ると， 「私 には今，神様 の子供 たちを

２３９
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救 うことの方が大切です」 と言わんばか りに 「伝道 に出かけ

ま しょう」 と言 ったのです。私 は胸 がつま るよ うな思 いで し

た。何 と言 って よいのかわか らず， とにか くハプキン長老 の

好 きなように してあげよ うと黙 ってい っしょに出 か け ま し

た。初 期の開拓 時代 に， いかな る困苦 を も物 と もしなか った

あの モル モンの血 が，今 も脈 々と して，彼 の体 の中 を流れ続

けていたのです。 おそ らく彼 の胸 中には 「わた しよりも父 ま

たは母 を愛 す る者 は， わた しにふ さわ しくない。 ……また自

分 の十字架 を とってわた しに従 って こない者 はわた しにふ さ

わ し くない。」（マ タ・ｆ１０：３７，３８） 「よ く聞いてお くがよい。

だれ で も神 の国のために，家，妻，兄弟，両親 子を捨 てた

ものは，必 ず この時代 ではその幾倍 もを受 け， また， きたる

べ き世では永遠 の生命 を受 けるので ある。」（ル カ１８：２９，３０）

とい う救 い主 の言葉が幾度 とな く去来 したことで しょう。

それか らも悲痛 と戦 いなが ら，すべてを主 にゆだねて伝道

を続 けま した。 冷やか な人 々の応対，身を切 るような冷たい

風 ，あ られま じりの雨が容赦 な く彼 の心の傷 口を さらに痛め

つけ る， そんな 日が ２週 間続 きま した。

そ して， ク リスマスイブ……彼 は見事な サンタクロースに

な って雪の降 りしきる宇部 の町で，我 を忘れて道行 く人々に

大声 で 「メ リー ・ク リスマス／ ホ ッホ ッホー， メ リー ・ク

リスマス／」 と呼 びか け， た くさんの人を慰め，祝 福 したの

です。夜 も更 け， まっ白い雪 にす っぽ り包 まれた街 々を天使

の歌 うな ぐさあの歌が ひびいてい るような，みたまに満 た さ

れ，神様本 当にありが とうございます ／と思わず叫びた くな

るよ うな美 しいク リスマス・イブで した。

「お母 さんが亡 くな られた」 とい う悲 しい連 絡が伝道部長

より入 った のはその翌朝の ことで した。

なぜ …ク リスマスの 日に…昨晩はあんなにすば らしいイブ

だったのに， とて も信 じ難 いことで した。夕方には会員 と共

に街頭伝 道す る， ク リス マス特別 プログラムが予定 されてお

り，ハ プキン長老 は再び サンタクロースにな るはずで した。

彼 を除 く他 の ３人の宣教師の心配 に もかかわ らず，予定 通 り

彼 は再 びサ ンタクロースの服 を着ま した。 やが て，宇部 の街

角 に 「ホ ッホ ッホー， メ リー・ク リス マス， メ リー・ク リスマ

ス ／」 とい う大 きな優 しい声 が何度 も何度 も響 きわたりま し

た。 「神様 は生 きてお られます。 そ して あなたが たを愛 して

お られます。本 当に／」 そ う叫 んで いるよ うで した。涙 を 目

２４０中央のサンタクロースがハプキン長老，右端が山

下長老。古谷家族と共に。

にい っぱい浮

かべなが ら，

このすば らし

いサ ンタ クロ

ースは
，ノ」＼さ

な神 の子供 た

ちに， あふれ

る愛 と， ささ

やか なプ レゼ

ン トを配 って まわったのです。道行 く人 々のだれが このよ う

なサンタク １］一スを心 に留 めて くれた ことで しょうか。

ステ ィーブ ・ハ プキン，そんなに強 い人 問だろ うか ，いや

む しろ普通 よりも弱い人間だ と私 は思 います。 そんな彼 を今

ささえて いるもの はい ったい何 であ りま しょう。 それは， 回

復 された イエス ・キ リス トの福 音に対す る証 と確信， それ に

日本人 に対す るあふれんばか りの愛 なのです。

主により語 るとき 愛を語 り得ん

罪の道に さまよう人を探 し得ん

主に導かれなば 道はくらくとも

よきおとずれを響かせん み心のままに

世の広き畑には いやしき地謁り ．

われ其処に主のため はたらき果てん

主の愛を知 りては すべてをゆだねて

心の誠つ くさん ’ み心のままに

主よ，みむねのまま行かん

海，山，野を越え

主よ，みむねのまま言わん

みむねに添いまさん （讃美歌 １００番）

流れ る讃 美歌 の ごとき主 に対す る忠誠 と信頼 ，そ して羊飼 と

して召 された者 の，飢 え彷 う羊 たちを何 にか えて も主 の もと

に連 れ戻 そ うとす るその深 い愛 を，ハ プキン長老 は教 えて く

れま した。

た とえ転任 によ り彼が この町か ら去 って行 く日が必 ず来 る

として も， この宇部 の町に彼が残 した真実 の愛 と証は， ここ

に住 む会員一人一人 の心 の中 に信仰 のかが り火 とな って絶 え

ることな く， いつ まで も燃 え続 けることで し ょう。

確 かに， このよ うな偉大 な愛を持 った宣教 師がいたか らこ

そ私 たちは福音 を聞 くことがで きたのです。彼 は これか らも

若 き主 の使 いと して，すべてを忍び，すべてを信 じ，すべて

を望 みなが ら， この回復 されたイエス ・キ リス トの真 の教 え

を宣べ伝 え続 けてゆ くことで し ょう。私 の話 も終 りに近づ い

た今，私 と共 にこの証を読 まれ る多 くの人 々が， このよ うな

神か ら遣わ された偉大な宣教師 たちに感謝 の念 をあふれ させ

て いるに違 いありません。

しか し， この ことは憶 えておか なけれ ばな らな いと思い ま

す。 ！年半の後 ，無 事主 の務 めを果 た して帰 国す る彼を暖か

く迎 えて くれ るはずであった彼 のお母 さんは， もうこの世に

はいない ことを。
ま

辞典 の中に，犠牲 とは 「ある目的 のた めに，その人の生 命

やか け替 えの無 い ものを提供す ること」 とあ りま した。

全人類 の罪 の埋 め合 わせ をす るために，その御子 イエス ・

キ リス ト様 を犠牲 にされ，全人類 に昇栄の機 会を与 えて くだ

さった父 なる神様 は確かに生 きてま しま し，今 なお私 たちを

導 いて お られ ます。 も しそ うでない としたな らば このよ うな

偉大 な宣教師 たちもきっといなか ったで しょう。

宇部支部にて。 １月 １日。イエス ・キ リス トの御 名により

証 します。 アーメン。
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